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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















「結構ですよ。結果は後日連れん絡らくさせて頂きます」

　審しん査さ員の一人がそう口にすると、壁かべ際ぎわに立っていたスタッフがドアを開ける。

　最後の一人である俺が終わったので、疲つかれた顔のプロデューサーや監かん督とくが背せ伸のびをしたり、首を回したりしている。

「ありがとうございました。良いい返事お待ちしております」

　そう言って頭を下げる。

　手て応ごたえが無かったから、今回は無理かも知れないと思いながら最終選考会場に使われていた会議室を出た。

　ドアの横にある『映画「狂きよう王おうの夏」オーディション会場』と書かれたパネルを片づけていた係員が俺に気付き、オーディション番号の書かれた名札と引き替かえに無造作に床ゆかに置かれていた俺のバッグを渡わたしてくれる。

　バッグに付けられた番号札を外して係員に返すと、「井い川かわ充みつるさんですね。ご苦労様でした。受かるといいですね」と持っていた用紙の氏名欄らんにチェックをつけながら励はげまされる。

　最終選考の時間がやけに短かったから、もしかしてもう既すでにキャストは決まっているんじゃないかと邪じや推すいする。この世界が長いせいで染しみついてしまった疑うたぐり深さが頭を擡もたげるが、その考えを振ふり払はらうように俺は殊こと更さら笑え顔がおを張り付かせて頭を下げる。

「ありがとうございます」

　子役としてデビューして以来ずっと続けてきた役者業は、高校生になった今でもこうして続けている。実力派と言われる一方で作品の選えり好ごのみが激しいので、一部の人間には生意気だと敬けい遠えんされている。

　パラシュートがモチーフのナイロンバッグを肩かたにかけて、近くにあったエレベータに乗り込むと、同じオーディションを受けた二人組が一いつ緒しよに乗り込んで来る。その手には同じフロアにあるカフェのマークが入ったカップが握にぎられていた。そこから香こうばしいコーヒーの香かおりが漂ただよってくる。

　二人は顔見知りらしく、ドアが閉まると同時に話し始めた。

「主役はガドのボーカルで決まってるって噂うわさ本当なのかな？」

　その言葉に思わず意識がそちらに向く。先ほどまで自分ももしかしてと疑っていただけに、二人の会話に思わず耳を澄すましてしまう。

「ガドのボーカルって、あの京きようってやつかよ？　あいつ役者経験ないじゃん」

「そうだけど、うちのマネージャーから聞いたから確かな話だよ」

　ガドは大手芸能事務所である光こう樂がくプロが最も力を入れて売り出そうとしているバンドで、そのボーカルを務めているのは俺と同じ高校の芸能科のクラスメイトである藤ふじ谷たに京きよう一いちだ。京というのは京一の芸名だ。ひねりも何もないが、本名をそのまま使っている俺よりはましだろう。

　毎月音楽雑誌の表紙には彼らが写っているし、女性誌や音楽番組でも特集されている。そういえば最近ＣＭも放映されているようだ。人気者故ゆえにあまり授業には出てこないが、午前中は比ひ較かく的学校に来ている。けれど学校にいる時間の藤谷は寝ねているか、音楽を聴きいているかのどちらかだ。クラスが同じというだけで、友達というほど会話した記き憶おくもない俺に対して何故なぜか藤谷は口を開けば嫌いやみばかり言ってくる。顔は女子が騒さわぐのも無理無いほどに整っているが、中身に関しては褒ほめられたものじゃない。

「それが本当なら最悪じゃね？　監督の矢や代しろ勇ゆう歩ほも所しよ詮せんそこらの連中と同じってことかよ」

　吐はき捨てるようにそう言った男は腕うで時ど計けいに視線を落として「時間返して欲しいよな」と呟つぶやく。

「新人監督じゃスポンサーやプロデューサーには敵かなわないだろ。同じ若手でも赤あか座ざ監督レベルじゃないと思い通りにはいかないって。ま、仮にその噂が本当でもうまくすりゃ脇わき役やくぐらいは回ってくんじゃないの？」

「でも、やらせならオーディション三回もやり直すなよって話だよな。つーか、素人しろうとの脇なんて固めたくねぇし」

　そう言ったところでふいに男の一人が俺を振り返り、慌あわてて横にいた別の男を肘ひじでつつく。

　もう一人の男が訝いぶかしんで振り返ると、先ほどの男と同様に俺の顔を見てはっとしたように視線を逸そらす。エレベータが一階に着くまで、二人はその後無言だった。ドアが開くと足早に飛び出した二人が、こそこそと「やばい、井川充だった」と言っているのが聞こえる。

　───告げ口なんてするかよ。

　かつて矢代監督と仕事をしたことがあったが、こんな事をいちいち報告する趣しゆ味みはないし、それほど親しくもない。それに彼らの名前なんて知らないから最初から報告のしようもない。

　俺はビルのエントランスを出て、男達とは逆方向に歩きながら、先ほど彼らが話していた噂について考えた。

　自分もオーディションの審査に邪推していたが、まさかずぶの素人に映画の主役をやらせるだろうか。藤谷に役者の経験なんて、先ほどの男の言葉通りないはずだ。藤谷に関して詳くわしいわけじゃないが、そういう話があったらクラスの女子が騒いでいるだろう。

「まさかな」

　いくら光樂が圧力をかけてきたとしても、流石さすがに演技を齧かじったこともない素人が主役を演じるのは難しいだろう。

　どうせただの噂だろうと結論付けて、俺は目に入った本屋に入る。これから学校に行っても最後の授業には間に合わないし、かといって今は何の仕事も入れていない。最近はオファーを断ってばかりいたので、マネージャーの下しも村むらからも「好きにしてください」と呆あきれられている。

　本屋の入り口すぐの新刊コーナーに並べられている小説を物色してから、売り上げ順に本が並べられている壁際の棚たなを見に行く。

　マンガ本の一位に飾かざってあるのはオーディションをしてきたばかりの映画の原作だった。ストーリーは主人公の高校生が名探たん偵ていさながらに、次々と事件を解決していくというものだ。男前のくせにアニメオタクである主人公のキャラクターと、本格的な推理が人気を呼んでいるらしい。

　オーディションの二次を受ける前に一応情報収集として三冊ほど買ったが、続きが気になるので一冊手に取る。レジに向かったところで、目の前の壁かべに貼ってあるポスターに気が付いた。

　藤谷がバンドのメンバーと格好を付けている。全体的に青みがかった灰色をベースにした暗い色調の中で、ボーカルの藤谷だけがカラーで浮うかび上がるように写っていた。

　気け怠だるそうな、見下すような目をしてこちらを見ている。教室でのあいつも似たような目つきをしている。いつも眠ねむそうで面めん倒どうくさそうで、潑はつ剌らつや機き敏びんといった言葉とは無む縁えんのように見える。最近はああいう無気力そうなのが流行はやりなのだろうか。

「主役か…」

　思わず呟いて、マンガ本の表紙に描えがかれた主人公を見た。

　ぼんやり立っていると、奥の方で商品整理をしていた店員が慌ててレジにやってくる。

　会計を済ませてから本屋を出て駅に向かって歩いていると、今度はビルに取り付けられた大きな液えき晶しよう画面に藤谷が映っているのを見つける。新しいＣＤの発売日を告知する短いＣＭが流れ出すと、側そばを歩いていた女子が何人か立ち止まってその画面をうっとりと見上げた。

「今回のプロモーション映像っていつもより格好良い！」

　それはＶＦＸを担当したのがアメリカの有名な制作会社だからだ。画面の端はしにちらりと一いつ瞬しゆん映った会社のロゴがそれを教えてくれている。

「特に京がすごく良いよね！」

「あたしもそう思ってた！　なんか京ってだんだんセクシーになっていくよね」

　───あんな奴やつの何がそんなに良いんだ……？

　心底理解に苦しむ俺をあざ笑うように、画面の中の藤谷は不敵な笑みを見せて馬ば鹿かにするように上うわ唇くちびるを舐なめた。










　欠伸あくびをかみ殺して食事を済ませたファミレスから学校までの道を歩く。

　信号待ちで止まっていると折りたたみ式の携けい帯たいが震ふるえたので、学ランのポケットから取り出して開く。マネージャーの下村からのメールだ。

『矢代監督の映画のオーディションに犯人役で合格したとのことです。どうしますか？』

「また犯人役か」

　思わずそう呟く。去年の暮れにやった舞ぶ台たいでも殺人犯役だった。近ちか松まつ門もん左ざ衛え門もんの原作をアレンジして作られた舞台「女おんな殺ごろし油あぶらの地じ獄ごくの艶えん」でも衝しよう動どう的で自己中心的な殺人を犯おかした役だった。その役では協会から助演男優賞を貰もらったが、そのせいでしばらく殺人犯の役ばかりオファーが来ていた。

　俺はそのオファーを全すべて断った。だから下村はメールの最後に「どうしますか？」と書いたのだろう。

『出る』

　短くそれだけ打って返信する。役者としてのイメージが固定されてしまうのが嫌いやで断っていたわけではない。ただなんとなく、気が向かなかったんだ。もう少し舞台の余よ韻いんを味わっていたかった。それに、俺はもう自分が出たいと思った作品にしか出るつもりはない。子役の頃ころはどんな役でも引き受けたが、それは賢かしこいとは言えないやり方だった。一度役のせいでイメージダウンして、一年間ろくな仕事ができなかった経験から役選びには慎しん重ちようになった。

　矢代監かん督とくの作品には前から出たかったから、別に主役でなくても構わない。少し悔くやしい気持ちはあるが、犯人役なら端は役やくではない。

　学校に向かって歩いていると、校門の前にいつものように見知らぬ学校の女子生徒が立っているのが見えた。警備員に注意されないぎりぎりの位置で固まっている。

　うちの高校には芸能科があるので、いつも校門の前には芸能人目当ての子たちがいる。芸能科の生徒が不ふ祥しよう事じでも起こせば、マスコミもやってくる。卒業式や入学式は迷めい惑わくなほど集まるので、裏門が主に取材専用に使われている。

　俺は芸能科なのでまだ我が慢まんできるが、一いつ般ぱんの生徒は不便を強しいられることも多いのによく我慢している。

「ね、さっき京が車で入っていくの見たんでしょ？」

「うん。珍めずらしく助手席に座ってたの！」

　きゃー、と騒ぐ女子の横を通り過ぎて、顔見知りの警備員と軽口を叩たたいてから校内に入る。

　街を歩いていても気付かれないし、出待ちしている子たちにも気付かれない。

　劇団の仲間からはカメレオン役者なんてよく言われている。どんな役にも溶とけ込めて、どんな役者とやってもよく馴な染じむという意味からその渾あだ名なが付いたが、それはもしかしてオーラがないってことなんじゃないだろうか。

　その点、藤谷は俺とは正反対だ。あいつはいるだけで存在感がある。人を惹ひき付ける魅み力りよくがある男だ。たとえあいつが教室で机に突つっ伏ぷして音楽を聴ききながら寝ねていたとしても、女子の視線はあいつに釘くぎ付づけだ。

　本当に何が良いのか分からないが。

　校舎に入って、廊ろう下かを歩きながら再び携帯を見る。下村から「わかりました。返事しておきます」とメールが入っているのを確かく認にんして仕し舞まおうとすると、向かいから歩いてきた藤谷にぶつかる。

　その弾はずみで手に持っていた携帯が廊下に落ちた。

　拾おうと手を伸のばした時に、藤谷の足がそれを蹴け飛とばす。くるくる回りながら、廊下の向こうに携帯が飛ばされた。

「悪い、偶ぐう然ぜん当たった」

　無感動な声でそう言った藤谷は、少しも悪いとは思っていないような顔で歩き去る。自分が蹴飛ばした携帯を拾おうともせずに、その横を通り過ぎる後ろ姿に、忍にん耐たい力を試ためされているような気がした。入学以来ずっとあいつはああいう態度を俺にとり続けている。

　怒いかりを覚えると言うよりも、鬱うつ陶とうしい。数週間前のクラス替がえでまた一年間同じクラスだと知ったときは、思わずため息が漏もれた。芸能科は三クラスしかないから同じクラスになる確率が高いのは仕方がないが、未いまだにその偶然を恨うらんでいる。

　いい加減面倒だからといって避さけないで、そろそろがつんと言ってやるべきかもしれない。

　俺がそう思いながら飛ばされた携帯の方に足を踏ふみ出すと、近くにいたクラスメイトの川かわ添ぞえが代わりに拾ってくれた。

「ほら」

　拾った携帯を自分のセーターの裾すそで拭ふいて渡わたしてくれた川添に礼を言って受け取る。

「ありがとう」

　川添が「あいつ調子に乗ってるよな」と不ふ愉ゆ快かいそうに口にする。川添の側そばにいたクラスメイトも口々に「あの手の連中はすぐに消えるって」と陰かげ口ぐちを叩く。

　他ほかの連中は俺みたいに藤谷から被ひ害がいを受けていないのに、あいつのことが嫌きらいなようだ。女子には根強い人気があるが、男子にはあまり好かれていないのは見ていてよく分かる。半分はやっかみで、半分はあいつの性格のせいだろう。

「たまたま足がぶつかっただけだ。蹴ろうとしたわけじゃないだろ」

　藤谷をフォローしようとしたわけじゃなく、あいつの話を終わらせるために思ってもいないことを口にする。川添は俺のために怒ってるというよりも、ただ藤谷を罵ののしる口実が欲しいだけなのだ。

「充ってほんとお人ひと好よしだよな。そんなんだからあんなのに舐められんだろ。お前の方が、全然すごいのに」

　お人好しなんて俺からほど遠い。俺は人間関係に関して極度に面倒くさがりなだけだ。だから面倒なことが起こりそうな時は、先回りして事態の収束を計ろうとする。それは別にお人好しだからでも優等生だからでもない。

「そういえば水曜の夜十一時からの連ドラの主役が決まったんだろ、おめでとう」

　先ほど電車の中なか吊づりで知ったことを口にすると、川添が「まぁな、ラブコメだけどな」と恥はずかしそうに頷うなずく。

「楽しみにしてる」

　自分からすれば胡う散さん臭くさい、他人から見れば穏おん和わな笑えみを浮かべながら言う。

「なんだよ、見てくれんの？　銀ぎん鷲わし賞獲とるような奴が見る価値のあるドラマじゃないぜ？」

　茶ちや化かすように川添は笑う。

「だって川添が出るんだろ？」

「…じゃあ、今度ダメ出しでもいいから感想聞かせてよ」

　それに頷いて教室に向かう。

　銀鷲賞を獲ったのなんて、もう随ずい分ぶん前の話だ。映画に出演したのはあれから二度だけだ。ほとんど舞台が中心だから世間の知名度は低い。藤谷に比べたら天と地ほどの差がある。子役時代は天才だと持て囃はやされたが、この間協会から助演男優賞を貰うまではマスコミからもほとんど忘れ去られた存在だった。

　だから尚なお更さら疑問だ。

　どうしてあいつが俺を敵視してるのか。ライバル心なんて抱いだく必要はないだろう。活動しているジャンルも違ちがうんだから。

　疑問に思いながら教室に入る。まだ昼休みなので教室はざわついていた。

　席につくと一人で課題をやっていた隣となりの席の女子が話しかけて来る。

　うちの学校は芸能活動を課外授業として認めてはいるが、それでもその分授業を休んだ者には課題が課せられる。これを提出しないと単位が貰えない。彼女は三人組のアイドルユニットで売り出していて、主に深しん夜や枠わくでコスプレをしながら活かつ躍やくしている。

「ねぇ、今度藤谷君と共演するんでしょ？」

　彼女の言葉に思わず首を傾かしげる。脳のう裏りにオーディションで聞いた噂うわさがよぎる。それをまさか、とうち消す前に「なんだ、もしかしてまだ知らないの？　今度の矢代監督の映画の主役になったの藤谷君だよ」と課題を解きながら教えられた。

「なんで…？」

　なんであいつなんだ？　という気持ちから思わず呟つぶやいてしまったが、女子はそれを「なんで知っているんだ？」という意味でとらえたようだ。

「だって事務所同じだもん。いつものことだけど充のところって情報遅おそいよね」

　その言葉に確かに、と思った。下村もクラスメイトの藤谷が主役なら教えてくれればいいのにと思いながら、先ほどの素っ気ないメールを思い返す。でも、もしかしたら下村も知らなかったのかもしれない。

「光こう樂がくが早いんだろ」

　やらせなら情報握にぎってて当然だとも思ったが、それを口にするつもりはない。こんなことは決して珍しい事じゃない。大手の事務所で後ろ暗いところが少しもないところなんて一つもないだろう。だけどさすがに、素人しろうとに大きな映画の主役なんてやらせると思わなかった。

　つい、藤谷を見てしまう。教きよう壇だん付近の席に座っている藤谷は背中をまるめて、組んだ腕うでの中に顔を埋うずめて眠ねむっていた。光にキラキラと反射する髪かみは逆立っていて、学ランの黒によく映はえている。

　その藤谷の携けい帯たい電話が鳴り出して、藤谷はごそごそとポケットからストラップのないシンプルな携帯を取り出す。

　二、三言交かわして電話を切ると、藤谷は立ちあがって椅い子すの背もたれに掛かけていたバッグを手に取る。

「仕事？　私、先生に言っておこうか？」

　顔を赤らめながら近くの女子が藤谷を見上げたが、藤谷は彼女を無視して俺を振ふり返った。

　見ていたのを気付かれたのかと思ったが、そういうわけでもなかったらしい。藤谷はふっと口元を歪ゆがめるといつもの嫌みな笑みを浮うかべて「あんた頼たのむよ。どうせ暇ひまだろ？」と言ってそのまま教室を出ていこうとする。

　面めん倒どうなので藤谷の言葉を無視していたのに、ちょうど教室に帰ってきた川添がそれを聞いて顔を歪めた。藤谷とすれ違ちがうときに「羨うらやましいよなぁ、売れっ子で。でも、俺は年とし増まのスポンサーと寝てまで売れたくないけど」と川添が悪意をぶつける。

　川添の言葉にその取り巻き連中がげらげらと笑うが、藤谷は気け怠だるそうな顔を崩くずそうともしない。

「心配ない。年増のスポンサーもテメーには声かけねーよ」

　そう言い捨てた藤谷の腕を川添が摑つかむ。

　険悪な雰ふん囲い気きになりかけたのを見て、俺は厄やつ介かいだと思いながらも窘たしなめるように「川添」と名前を呼んだ。川添はちらりと俺を見てから舌打ちして藤谷の腕を放す。藤谷は馬ば鹿かにするように川添を見た後で、俺に向かって「じゃ、ちゃんと先生に伝えておけよ」と言って教室を出ていった。

　隣の女子はその後ろ姿を見ながら「格好いい」とぼそりと呟く。

　───お前、本当に顔しかみていないんだな。

　川添は大人おとなしく自分の席についたが、その途と中ちゆうで藤谷の机を蹴ることを忘れなかった。

　チャイムがなって担任が現れると、女子が先を争うように藤谷が仕事に出掛けたことを報告する。

「前もって申しん請せいするか俺に直接言えって言ってるのに。まったく」

　担任はぶつぶつ呟きながら出欠表にそれを書き込んだ。

　俺は川添に蹴られたせいで斜ななめになった机を見て、確かに川添の言うとおりにすぐに消えそうだなと思った。川添も藤谷もこの程度で怒っていたら、この世界は続かない。

　どんな理由であれ、先に体てい裁さいを崩した方が負けだ。










　楽屋に持ってきた原作のマンガ本にも飽あきて、もう一度腕うで時ど計けいに目を落とす。

　さっき見たときから五分しか進んでいない。予定の時間を大おお幅はばに遅おくれているから、いい加減スタジオに進しん捗ちよく状じよう況きようを確かく認にんしに行こうかと思案する。

　クランクインをむかえた映画撮さつ影えいは、案の定というか早くも大きな問題を抱かかえていた。俺はその元げん凶きようでもある現在の状況を憂うれい、ひとつ息を吐はいた。

　そこにノックの音が響ひびく。ようやくスタッフが呼びに来たのかと顔を上げると、返事も待たずにドアが開けられた。

「先せん輩ぱい！　お邪じや魔ましていいですか？」

　声の主はこの映画の共演者である鹿か山やま篤あつ郎ろうだった。

　光樂に所属している鹿山と仕事が一いつ緒しよになるのは四年ぶりだ。プライベートではよく食事に行くし相談にも乗っているが、鹿山の仕事が忙いそがしいので最近はあまり会っていなかった。先月末に行われた顔合わせの時に久しぶりに会って、妙みようにはしゃがれたのを覚えている。

　このところ鹿山は主演しているドラマが立て続けにヒットしていて、最近はどの局の番組でも見かける。高級車のＣＭまでやっていて、先週写真集も出したようだ。

「入っていいけど、先輩ってのは止よせよ。充でいい」

　今年二十三歳の鹿山に先輩と言われるとくすぐったい。

　この間も思ったが、少し見ないうちに前よりも野性みが増した。元モデルだから体も顔も昔から人並み以上に優すぐれていたが、歳としを重ねる毎ごとに磨みがきがかかっている。

　しかし中身は人ひと懐なつっこくて意外と子どもっぽい。五歳年上だということを俺がつい忘れてしまうのは、「先輩」という呼び方だけじゃなく鹿山の中身の問題もあるのかもしれない。

「何言ってるんですか。先輩は先輩ですよ」

　そう言って鹿山は向かいのソファに座る。

　鹿山が俺を先輩と呼び慕したってくれるのは、六年前共演した映画がきっかけだ。その時の鹿山はまだ役者として駆かけ出しだったのにも拘かかわらず、主役に大だい抜ばつ擢てきされた。しかし当然のことながら、演技はぎこちなくて発声の仕方からなっていなかった。その頃ころから人間関係に関しては人一倍無関心で面倒くさがりだった俺も、あまりのひどさに見ていられずに口をだしてしまった。

　小学生からの忠告のようなアドバイスに鹿山も最初はむっとしていたものの、降板の話まで出始めると次し第だいに真しん剣けんに俺の話を聞くようになった。鹿山の演技は徐じよ々じよに良くなっていき、降板の話はなくなり、映画はまずまずの人気を博した。

　もちろん、その成功が俺のお陰かげだとは思わない。あの頃も今もそこまで思い上がってはいないが、鹿山はおそらくあの頃も今もそう思っているんだろう。

「先輩とまた共演できて嬉うれしいです」

　鹿山はそう言うと「俺刑けい事じの役なんて初めてだから楽しみです」と意気込む。

　先日渡わたされた台本は途中のシーンまでだったので、まだ全体のストーリーは分かっていない。

　顔合わせの後に脚本ホン読みがあったが、それも渡された台本分だけだ。結末は予想外だという話だから、ネタバレを危き惧ぐしてのことだろう。犯人役を演じるのが俺であることを、共演者ですらまだ知らされていないらしい。

「先輩はまたなんか訳分からない役ですよね」

　鹿山の言葉に「俺もそう思う」と返す。

　映画の原作マンガはまだ連れん載さい中だ。今回ストーリーは映画のために原作者がアイディアを出し、それを監かん督とくが脚きやく本ほんにした。映画を公開する時にはメディアミックスの連動企き画かくとして書き下ろしのマンガ本ぼんと小説が発売されるらしい。

　それだけでもこの映画に対する力の入れようが分かる。けれどそこまで興行収入を見込まれているなら、なぜ一番大事な配役でコネを重視したのか問いたい。

「映画にしか出てこないオリジナルの役だからキャラがまだ摑めてないんだ。渡された台本も一章だけだしな」

　鹿山が演じる刑事の役は既すでに原作にも登場している。若いキャリアの刑事で、いつも主人公の探たん偵てい役と対立しては負ける役だ。マンガの中では準レギュラーのような扱あつかいをされていた。

　俺が演じるのは朝あさ丘おか仁じんという名前の役だ。

　年ねん齢れいは主人公と同い年。飄ひよう々ひようとしたしゃべり方で大おお袈裟げさなリアクションを取り、いつも笑ってばかりいる陽気な性格。それが渡された設定だった。

　正直それだけじゃどんな風に演じていいのか分からない。

「でも、先輩は撮影入っちゃえばすぐに順応できるじゃないですか。服を着き替がえるみたいにキャラクターが変わるのって、横で見ていても凄すごいなって思いますよ」

「俺はお前の方が凄いと思うよ。立ってるだけで目立つのは才能だよな」

　鹿山は俺のように素す顔がおを晒さらして外を歩くなんて出来ないだろう。

「先輩だって目立とうと思えば目立てるじゃないですか。それこそオーラだって自由自在でしょう？」

　自分が注目されていることを知りながら、鹿山はなんてことなさそうにそう口にする。

「舞ぶ台たいの上じゃ栄光に包まれた若き王様も、その栄光を懐なつかしむ老いた乞こ食じきも、傲ごう慢まんな華か族ぞくの娘むすめだってなんだって演じられるじゃないですか。そっちの方が凄いと思いますけどね」

「華族の娘なんて何年前の話だよ」

　中学校に入り立ての頃に、若い華族の娘を演じたのは懐かしい思い出だ。その道で名を馳はせた役者に本気で女形おやまを勧すすめられ、断るのに苦労したのを覚えている。女の役はあれきりやっていない。今じゃやろうとしても成長しすぎて無理がある。身長一八○センチを超こえた肩かた幅はばのある低い声の女なんて、よほどの喜劇でないと需じゆ要ようがあるとは思えない。

「もの凄いキレイでしたよ？　つきあいたいと思いましたから」

「共演者にも、客にも言われたよ」

　苦い思い出だ。

「油地獄も良かったですけどね。俺はまたあのキレイな女の子が見たいです」

「油地獄も疲つかれる舞台だったな」

　油地獄とは「女殺油地獄の艶えん」のことだ。金に困った男がいつも親切にしてくれた油屋の女将おかみに金をせびるが拒こばまれて逆上し、油にまみれながら女を刺さし殺す劇だった。照明が赤や黄色に変わる中で刃は物ものをきらめかせて、ぬめぬめと光る油の上を芋いも虫むしのようにのたうつ女を俺が殺す見せ場は鮮せん烈れつな印象を観客に与あたえたようだ。実際殺人犯を演じた俺は逃にげ回る女を殺すために油の中で何度も転こけ、相手の女優も逃げようとして何度も転んだ。油だけじゃなく、ボリュームを出すためにグリセリンも混ぜられていたから、滑すべりは必要以上に良かった。

　冷静に見れば、バラエティ番組でよく見る芸人の罰ばつゲームのような滑こつ稽けいさがあったのだが、そのシーンを演じている時に観客の笑い声は一度も聞こえなかった。

「面おも白しろかったし、勉強にはなったけどな。代表作みたいに言われるのはちょっとな」

　油地獄よりもその前にやった片かた恋こいをテーマにした地味な恋れん愛あい劇のほうが、自分では上手うまく出来たと思っている。世間の評価はあまり高くなかったし、公演自体も予定通りの日数で終わってしまったが。

「なんか色っぽい舞台でしたけど、先輩の顔が怖こわかったですよ。先輩の顔に血飛沫しぶきが飛んで、それを油の付いた手でべっとり撫なで取るところとか、夢に出そうでしたもん」

　そのシーンはあの舞台の一番の見せ場だった。

「血のりが油に溶とけて、じわっと頰ほおに広がって行くのがもの凄く怖かったんですよね。なんか、今目の前にいる先輩と同一人物だって全然思えないですよ」

　そういって鹿山は俺をじっと見る。

　今は映画があるのできちんとしているが、仕事が入らなければろくに美容院にも行かずに髪かみは伸のびるままに任せている。今回は役やく所どころに合わせてすでにカットしてある。

　この映画に入る前は肩かたの辺りまで伸びていたから、そろそろ切りたいと思っていたので良い機会だった。俺は鹿山や藤谷のように顔で売っているわけでもないので、自分の見てくれに大した関心もない。

「何だよ？」

　あんまり鹿山がじっと見てくるから、何かあるのかと思ってそう聞くと鹿山は「いや…なんでもないです。やっぱり格好良いなって思って」と誤ご魔ま化かすように笑う。

「嫌いやみかそれは」

　もともと鹿山のように印象的な目元でもないし、藤谷のように華はなやかな顔立ちでもない。比ひ較かく的どこにでもいる顔だ。顔にあまり個性がないから、どんな役にも溶け込んでいけるのだろう。

「いや、本当ですって！　俺は六年前からずっと先せん輩ぱいのこと格好良いって思ってますから」

「小学生のガキに注意されてふて腐くされてたくせに何言ってんだよ。この後飲みに行きたいならそう言え」

　いきなり俺を褒ほめだした理由に思い当たってそう尋たずねると、鹿山は何か言いかけた後に複雑な顔で頷うなずく。

「行きたいです」

　鹿山のその煮にえ切らない表情の理由を尋ねようとしたところで、再びドアがノックされる。

「どうぞ」

　若いスタッフがドアを開けて俺と鹿山の顔を見ると、ばっと頭を下げた。

「すみません、もう少し待ってて貰もらえますか？」

「もう少しってどれぐらい？」

　ずいぶん待っているので、鹿山は不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしなかった。

　スタッフは鹿山の質問に何と言っていいのか分からないような顔をして「すみません、前の撮さつ影えいが押していて、ご迷めい惑わくおかけします」と再び頭を下げる。

　既に他ほかの役者のところで文句でも言われたのか、スタッフの目には今にも零こぼれそうな涙なみだが浮うかんでいた。これ以上鹿山に追つい及きゆうされでもしたら泣き出しかねない。

「分かりました。もう少し待ちます」

　スタッフはほっとしたように「すみません、失礼しました」と再度頭を下げて部屋のドアを閉めた。

「押してるのってあいつのところですよ。あんなのが主役なんて最悪…」

　ぼそりと鹿山がそう口にする。

　あいつ、というのはもちろん藤谷の事だ。藤谷が主役になった経けい緯いからして、反感を抱いだいている者は多い。表向きはオーディションで選んだことになってるが、それはあくまでも表向きだ。この間の顔合わせにも遅ち刻こくした挙げ句、その後の脚本ホン読みが完全な棒読みだったことも藤谷が嫌きらわれる一因ではある。

　ぶつぶつと怒おこる鹿山を「矢代監督は容よう赦しやないからな」と取りなしながら、セットされている頭をペン先で搔かく。セットと言ってもあまり弄いじらず、真ん中分けにされているぐらいだ。髪を染めるのが面めん倒どうくさかったから、黒髪のままで良いと言われた時は助かった。他には田舎いなか臭くさいフレームの眼鏡めがねもアイテムとしてかけている。度は入っていないのだが、普ふ段だんかけなれていないのとフレームが厚いせいで、鼻び骨こつがなんとなく嫌いやな感じだ。

　だけど、掛かけ慣れない眼鏡がおかしなこと以外は特に問題はない。

　鹿山は「嫌がらせも入ってんじゃないですかね」と言って煙草たばこを出すが、俺の前だと気付いて再びそれを仕し舞まった。あまり煙草が好きじゃないのは、臭においが体に付くからだ。鹿山はそれを知っているので、普段から俺の前では吸わない。

「俺聞いたんですけど、今回の主役は先輩で撮とりたかったんですって。だけど、うちの事務所がごり押ししたんですよ。藤谷を主役にって」

　鹿山はそう言って口を尖とがらせる。

「まるで俺の時みたいに」

　自じ嘲ちよう気味な鹿山の声に俺は「噂うわさだろ」と言った。光こう樂がくは業界では力のある芸能事務所の一つだ。俺が所属する劇団「有楽町本気塾じゆく」は光樂とは張り合うこともできないくらい小さい。それでもアットホームな良い劇団だ。

「そうですけど、きっと本当ですよ。明らかに先輩のが実力もあるし、矢代監かん督とくなら先輩で撮りたいって思うはずですよ」

　鹿山がさらに何か言おうとするのを制するために、俺は表紙に『狂王の夏』と書かれてある手元の台本を捲めくってセリフを目で追う。そんな俺を見て鹿山は黙だまり込んだ。

「……すみません」

　しばらくしてぽつりと鹿山が謝る。

「先輩がそういう、陰かげ口ぐちとか嫌いだって知ってるのに」

　鹿山にそう言われて「別にそういうわけじゃない」と応こたえた。良い子ぶるつもりじゃない。言った言わないでもめるのが嫌なだけだ。この世界は意外と狭せまいからすぐに広まる。

　火のないところでも煙けむりを立てられる。それに悪口はいつか自分に返ってくるということを、長い芸能生活で学んでいる。俺はよくお人ひと好よしだとか優等生だとか、そんな風に周りに思われているが、本当はそんなに良い人間じゃない。ただそういうふりをしているだけだ。

　それこそ、カメレオンのように学校でも業界でも擬ぎ態たいしている。

　反省して鹿山が大人おとなしくなっていると、先ほどのスタッフが俺を呼びに来た。鹿山と一いつ緒しよに楽屋を出たが、鹿山の出番はまだなので途と中ちゆうで別れて俺だけスタジオに向かう。

　今日はこの映画で俺が初登場するシーンを撮影する。灰色の壁かべの狭い部屋で、スーツ姿のやる気のない刑けい事じに高圧的な言葉を投げかけられ尋じん問もんされる場面だ。撮影の都合で他のシーンを既すでに撮っているので、撮影自体は初めてじゃない。

「よろしくお願いします」

　誰だれにともなく声を掛けて、様々なケーブルが床ゆかを這はうスタジオに入る。監督は俺を見つけると簡単に動きを説明した後に、「胡う散さん臭くさい明るい男って感じで」と簡潔すぎる指示をくれた。

「はい」

　頭の中で作り上げたキャラクターと、頭の中に詰つめ込んであるセリフを思い出す。

　セットはよくみかけるスチールの机とパイプ椅い子すだけだ。

　相手役にも「よろしくお願いします」と声を掛けてからパイプ椅子に座る。

　監督の位置を確かく認にんするために顔を上げると、藤谷がスタジオの隅すみに立っているのが見えた。一人で台本を手にぶつぶつと口元を動かしている。学校では見たことのない真しん剣けんな表情を意外に思った。

「一度リハいれます」

　助監督がそう宣言した後に監督を振ふり返り、よく通る大きな声で「はい、スタート」と言った。

　演技が始まるその合図で、俺は井川充から朝丘仁に変わる。鹿山は服を着き替がえるようにと言ったが、それほど簡単なわけじゃない。何日も前から練習して朝丘仁のイメージを固める。

　彼ならこういう風に動くとか、彼ならこういう食べ物が好きだろうとか、暇ひまさえあれば空想する。そうやって着慣らしていかないと、キャラクターが馴な染じまない。着替えるには着替えるための準備が必要なのだ。

　俺は大おお袈裟げさなリアクションと、優ゆう柔じゆう不ふ断だんそうな表情の朝丘仁になりきって演技を終わらせた。「カット」と言われた瞬しゆん間かん、俺はまた井川充に戻もどった。まだうまく朝丘仁の役を摑つかめたとは言い難がたかったが、監督からはもう少し「馬ば鹿かっぽく」と言われたぐらいだった。

　本番もリハと同じような調子で一発ＯＫを貰う。別のカットもとんとん拍びよう子しに進んだ。

　今日の出番が終わって「お疲つかれさまでした」と頭を下げると、スタッフの一人が近づいて来て「監督が話あるみたいなんで、少しここで待っていて貰えますか？」と言う。

　一体なんだろうと思いながらも了りよう承しようして、邪じや魔まにならないところに立つ。

　監督に藤谷が呼ばれ、俺がいたのと同じセットの中に入る。藤谷が相手役なしで一人でリハをするのをぼんやりと見ていると、すぐに藤谷の一挙一動に監督の指示が飛んだ。

「このシーンはそうじゃない。凪なぎは苛いら立だってるんだよ。何度も同じ質問を刑事にされて、犯人のように扱あつかわれている。早く家に帰りたいと思ってる凪をもっと体で表現して」

　凪というのは藤谷が演じる役の名前だ。凪なぎ航わたるは高校生ながら推理力を買われて、たびたび警察から非公式に協力を要よう請せいされる。

　それを迷惑だと思いながらも、毎回大好きなアニメのグッズを出汁だしにされて捜そう査さに協力するはめになる。それが原作であるマンガの一話目からの設定だった。今回の映画では凪が警察に協力を要請されるきっかけとなった事件がテーマだ。

　常にやる気のない藤谷とは対極にいるような役やく柄がらだ。

「セリフを言わない時や台本に自分の動作が書いてない時でも、フレームの中に入ってるってこと分かってる？」

　再び監督が藤谷に向かって苦言のような質問を投げかける。

　このシーンはクールな凪が時計を睨にらみ付けながら、家に帰ってアニメが見たくて苛々している演技をしなければならない。特に難しい場面じゃないし、藤谷もなぜこの簡単なシーンで監督のＯＫが出ないのか納なつ得とくできないだろう。表情には隠しきれない不満が現れている。

「それはさっきと同じ演技だよね。俺が言ったこともう一度考えてくれるかな」

　監督の呆あきれたような声に、側そばで見ていたベテラン女優の飯いい田ださんが刑事役の同じくベテラン俳優の榊さかきさんに話しかける。

「今回は矢代監督も煮え湯を飲まされたって感じね」

「流行はやりの歌手だろ？　そんな奴やつにセリフなんて覚えられるのかね」

「歌みたいに全部アフレコにしちゃえばいいのよ。口パクなら上手うまいんじゃない？　いつもやってるんだから」

　くすくすと笑った飯田さんは背後にいた俺に気付くと、びくりとしたように肩かたを揺ゆらした。

「あら、いたの？　あんたってどうして演技してないときはそんなに存在感ないのよ」

「お久しぶりです」

　会え釈しやくすると「やる気無い声ねぇ。舞ぶ台たいの時の気き迫はくはどうしたのよ」と叱しかられる。

「省エネです」

　しれっと返すと、飯田さんは鼻白んだが榊さんは「ははは」と笑ってくれた。

　リハがうまく行ったのか、スタッフが飯田さんと榊さんを呼んだ。飯田さんはまだぶつぶつと文句を言いながらセットの中に入っていく。

　しばらく見ていたが、藤谷は相変わらずリテイクを出されていた。

　五回目のリテイクで、とうとう飯田さんが怒り出す。

「もう嫌！　次の仕事が入ってるんだから！　いい加減にしてよ」

　飯田さんのその言葉は藤谷はもちろん、リテイクの指示を何度も出す矢代監督にも向けられている。髪かみを振り乱みだした飯田さんに矢代監督は「分かりました。あと一回やってダメだったら次に回しましょう」と言った。

　それを聞いて飯田さんはうんざりした顔をしたが、それでももう文句は言わない。

　喋しやべりすぎて掠かすれた助監督の声を合図に、もう一度撮さつ影えいが始まる。

　シーン45。取調室でパイプ椅子に座らされる凪に、仁の時と同じように犯人と疑ってかかる刑事。状じよう況きよう証しよう拠こを並べる刑事を凪が論破していく。

　その後で取調室に乱入してきた被ひ害がい者しやの母親が凪を目にし、犯人だと思いこんで激しく詰なじる。暴れる母親を女性の警官や若い警官が押さえて連れて行く。凪はそれをただ見ている。

　このシーンはそれで終わりだが、カットが長いのでリテイクが出ると最初からやり直しになる。

　今、セットの中では丁度母親役の飯田さんが凪に摑みかかり、凪から引き離はなされる場面だった。

　コンテの中では凪の顔のアップが描えがかれている。実際にカメラも凪の表情を撮とるために、藤谷に近づいた。モニタの中には、ぎこちない表情で固まる凪の顔が映されている。

　そこで監督がまたカメラを止めさせる。

「次に回しましょう」

　その宣告に飯田さんは「こんなシーンで二十二回もやり直しさせるなんて」と、憤ふん懣まんやる方ない様子で足音も荒あらくスタジオを去っていく。休きゆう憩けい前から計二十二回もやっていたのなら、彼女が怒おこるのも頷うなずける。

　スタッフはばたばたと次のシーンの用意をはじめた。

　騒さわがしいスタジオ内で一人ぼんやり立っていた俺を監督が手招きする。

　近づくと監督が今撮ったばかりの映像をモニタに出しながら、「どう思う？」と俺を振り返った。

「どうすれば上手くなってくれるかな？」

　もしかしてそれを俺に聞くためにわざわざ残したのだろうか。

　藤谷のセリフは確かに多かったが、それでもちゃんと全すべて覚えてきているようだった。問題はセリフを読み上げてることだ。あいつは演技をしていない。

「経験を積むしか無いと思います」

　モニタの中の藤谷は体で表現していない。ただ、台本に書いてある通りの事を行っている。だから仕草やセリフがかみ合わなくて、上うわ滑すべりしていくような印象を見ていて感じる。だが、そんなことは俺に言われなくても、監かん督とく自身が一番分かっているだろう。

　いや監督だけじゃない。脚本ホン読みの時からこうなることはみんな分かっていたはずだ。

「藤谷君を育ててる時間はないよ。充、悪いけど軽く指導してやってくれない？」

　監督のその言葉に思わず「は？」と驚おどろく。

「俺と充の仲じゃない。頼たのむよ」

「……調子が良い」

　確かに矢代監督と仕事をするのは初めてじゃない。俺が銀ぎん鷲わし賞を獲った映画では矢代監督は助監督として参加していた。生意気で周りもろくに見えていないガキだった俺の面めん倒どうを見てくれたのは矢代監督だ。監督とケンカしてプロデューサーにも酷ひどい態度を取った俺を、どうにか宥なだめ賺すかして矢代助監督が撮影を続行するように仕向けなかったら、今いま頃ごろ俺は役者を続けていたかどうかも分からない。

　だが今までまったく音おと沙さ汰たも無かったくせに、いきなりそんな事を言うのは狡ずるい。

「今度餃子ギヨーザ奢おごるから」

「…対価が安い」

　なんで俺がわざわざ藤谷の面倒を見なきゃならないんだ。しかもなんで餃子なんだ。

「様子だけでも見てあげてくれよ。ね？」

　垂れ目をさらに下げて、頼み込んでくる矢代監督を断り切れずに「わかりました」と頷くと、矢代監督は「助かるよ」と心底ほっとしたように口にする。

「でも、なんで俺なんですか？」

　他ほかの共演者だっていいはずだ。鹿山は性格上問題があるだろうが、同じ事務所で同じ世代の共演者だって他に何人かいる。

「だってお前あげちんだろ」

「……何ですか、それ」

「岬みさきサクラも、鹿山も、今売れてる本気塾の新人も、お前が演技教えた子は必ず上達してるじゃないか。あげまんならぬ、あげちんでしょ」

　岬サクラとは今回の映画のヒロインである柏かしわ木ぎ奈な々なを演じる女優の名前だ。光こう樂がくではないが、大手事務所に所属していて舞台で何度か共演している。去年ハリウッドデビューして、オスカーを何度も貰もらってる人気俳優の相手役を務めた。元恋こい人びととしては喜ばしいような、妬ねたましいような複雑な気持ちだ。

「矢代監督、あげまんのまんはそのまんじゃないと思います」

「じゃあ何だよ」

「何って言われても」

　もしかして本当にそのまんなのか…？　だとしたらその言葉はもう使えないな。

　俺が首を傾かしげていると、美術スタッフの一人が「監督、若い子に変なこと吹ふき込むの止やめてください。それより…」と矢代監督に話しかける。二人が次のシーンで使う小道具の話をはじめたので、俺はそっとその場を離れてスタジオを出る。

　自分の楽屋に戻もどって、荷物を持ってから迷った末に藤谷の楽屋を訪ねた。

　ノックしてからしばらくして「はい」と返事がして、開けると藤谷は帰り支じ度たくをしていた。

　開いたままの台本がテーブルに載のっている。ちらりと目に入った台本には隙すき間まがないほどびっしりと書き込みがしてあり、端はしの方もぼろぼろになっていた。一応それなりに読んではいるようだ。

「二十二回もリテイクだって？　大変だったな」

　いきなり今日のダメ出しをするわけにも行かずにそう声をかける。一度も自分からこいつに話しかけたことがないから、いざ話しかけようとすると何から話していいのか分からない。

「……」

「矢代監督は藤谷にだけじゃなくて、誰だれに対しても厳しいから」

　慰なぐさめのような言葉に藤谷はだからなんだという表情を浮うかべて、馬ば鹿かにするように俺を見る。

「……」

　藤谷が黙だまったままだから会話も続かずに、俺は適当な言葉を探したが見つからない。

　自分をあからさまに嫌きらっている相手にかけたい言葉なんて、ろくに浮かばなかった。

　俺は早々に監督の頼みを引き受けたことを後こう悔かいする。

　黙っていると「何か用かよ？　俺帰りたいんだけど」と抑よく揚ようのない声で言われた。

「引き留めて悪い。ただ声をかけに来ただけだ」

　俺の言葉に「はっ」と藤谷が馬鹿にするように笑う。

「先せん輩ぱい面づらするなよ。学校だけでもうんざりしてるのに、仕事場でまでそういう態度とられるの嫌いやなんだよ」

　藤谷はがさがさ音を立てて帰り支度を続ける。俺を邪じや魔ま者だと言わんばかりの雰ふん囲い気きに「邪魔して悪かったな」と言ってドアを閉めた。

　楽屋を出ると、丁度向かいから歩いてきた鹿山に「先輩、藤谷なんかに構ってやることないですよ」と言われる。鹿山も監督に何か言われて藤谷の様子を見に来たのかもしれない。

「お前も昔はひどかっただろ」

　そう返すと鹿山は「ここまでじゃないですよ。こんな奴やつに関かかわったら不ふ愉ゆ快かいになるだけですよ」と嫌そうに名前の貼はられたドアを見た。

　さっきの藤谷の態度は確かに酷いが、鹿山ほどの怒りは湧わかない。俺は本気であいつをどうにかしてやろうと思ったわけではなく、ただ矢代監督に頼まれたから来ただけだ。

　これで義理は果たしたのだから、後はどうでもいい。確かに演技は酷く、それは共演者としては確かに迷めい惑わくだが、光樂ならば良い指導者を藤谷につけるぐらいの金はあるだろう。演技指導はそいつがすればいい。

「あんまりそういうこと言うな。本人は頑がん張ばってるんだから。脚本読みの時からしたら随ずい分ぶんうまくなってる」

　脚本読みの時が酷すぎたというのもあるけれど、それでもましにはなった。

「でも明らかに主役張れるレベルじゃないですよ」

　不服そうな鹿山を宥めるように軽く背中を叩たたいて「撮さつ影えいこれからなんだろ？」と話題を変えた。意外にドアが薄うすいから、俺達の会話が藤谷に聞こえてなければいいと思った。

　面倒なことになるのはごめんだ。










　明け方まで続いた撮影が終わり、一度家に帰ってから仮か眠みんのつもりでベッドに入ったらそのまま眠ねむってしまった。クランクインから一ヶ月が経たち、これから撮影が忙いそがしくなるので今のうちに出席しておきたかったのに、気付いたらもう三限目が終わる時間だ。十月の日差しはまだ強く、睡すい眠みん不足の体にはその日差しがきつい。相変わらず門の近くで張っている連中の前を素す通どおりして、校内に入ったところで携けい帯たいが鳴り出す。

　校内では厳格に携帯での通話が制限されている。メールは許されているが通話は休み時間以外厳禁で、見つかれば放課後まで没ぼつ収しゆうされる。といってもほとんどの連中は教師の目を盗ぬすんで通話している。

　さすがに職員室から見晴らしのいいグランドで通話をすることもできずに、校舎に入ってから下げ駄た箱ばこの陰かげに隠かくれて通話ボタンを押した。液えき晶しように表示されていたのは「鹿山」の文字だった。

「はい」

『あ、先輩？　もしかして寝ねてました？』

「起きてたよ。学校だからあんまり話せない。用件は？」

『すいません。またあいつのことなんですけど…』

　鹿山は苛いら立だちを込めてそう言った。こんな風に言うってことは藤谷のことなんだろう。

『撮影時間になっても来ないんです。携帯も通じなくて、うちの事務所の子が同じクラスにいるっていうから連れん絡らくしてみたんですが通じなくて。もしあいつが学校にいたらマネージャーに連絡取るように言って貰えませんか？』

　携帯が通じないのは当たり前だ。授業中ならよほどのことがない限り、携帯は使えない。

「わかった」

『すいません、もし無事に見つかったらまた連絡します』

　鹿山はそう言って通話を切る。

　俺は自分の下駄箱の近くにある藤谷の下駄箱を確かく認にんした。扉とびらの中央が硝子ガラスなので中に靴くつがあるのかどうか見ることが出来る。藤谷の靴はまだ中に入っていた。

　俺は映画の撮影と学校だけだが、藤谷は本業である音楽活動や雑誌やＰＶプロモーシヨンビデオの撮影も入っている。ただでさえあまり学校に来られなかったのに、映画の撮影まで入ってほとんど寝る暇ひまもないだろう。もしかしたら教室で寝ているのかもしれない。

「そんなになってまで学校に来る意味あるのか？」

　でもそういえば、俺も子役時代はそうだった。たまに学校に行けるのが嬉うれしかった。俺にとって一番は役者業だったが、その次に学校が好きだった。現場じゃいつも大人おとなに囲まれていたから、同世代の奴やつ等らがたくさんいるのが嬉しかったのだろう。

　だけど藤谷はそんなタイプにも見えない。

　階段を上がり、廊ろう下かで時計を見る。あと数分で授業が終わるチャイムが鳴るので大人しく教室の外で待ち、チャイムが鳴ってから教室に入った。藤谷の席を見たが、そこに藤谷の姿は無い。

　トイレにでも行っているのかと思いながら自分の席に向かうと、後ろから学ランの裾すそを引かれた。

「井川君！」

　振ふり返ると、数人の女子が困ったような顔で俺を見上げている。

「二限目の体育から藤谷君いなくなっちゃったの。川添君たちが藤谷君に何かしたらしいんだけど……」

　女子の一人がちらりと、教室の隅すみで雑誌を見ながら笑っている川添たちを見る。

「私達じゃどうにもできなくて…。あいつらが言うこと聞くのって井川君だけだし」

「お願い、どうにかして！」

　藤谷のファンの女子にそう言われ、また面めん倒どうなことになったと思いながらそちらに行く。藤谷には学校でも仕事場でもうんざりしていると言われたが、うんざりしているのはむしろ俺の方だ。それでも知ってしまった以上無視はできない。

「楽しそうだな」

　近づいて話しかけると、川添が俺に雑誌を手て渡わたす。

「あ、充！　見てくれよこれ！　女性誌なんだけど、〝上質のフェロモン〟って煽あおりで藤谷が載ってんだぜ？　こいつ半はん裸らで格好つけてるんだけど」

　川添の言葉にげらげらと他ほかの連中が腹を抱かかえて笑う。渡された雑誌の頁ページには確かに上半身を晒さらした藤谷が、白い肌はだの外国人女性を腕うでに抱だいている様子が写真で掲けい載さいされていた。記事は女性と男性のセックスアピールがどうの、という内容だった。

「どうしたんだよ充」

　少しも笑わずに表情が硬かたいままの俺を見て、川添の友人の一人が訝いぶかしむように俺の顔を窺うかがう。

「藤谷は？」

「あー…あいつなら、体育倉庫」

　ばつがわるそうに川添が答える。それを聞いて思わず「どういうことだ？」と問い直す。

「だって、あいつ調子に乗ってるからさぁ」

　こんなのはほんのお遊びだというように、わざと明るい調子で川添が口にする。

「放課後になればバレー部とかが開けるだろ。まぁ人前に出たくなくて隠れてるかもしれないけどさ」

　くすくすと川添の取り巻きが笑う。

「鍵かぎかせ」

　俺が表情を崩くずさずにそう言うと、川添は不服そうな顔をしながらもポケットから体育倉庫の鍵を取り出す。その様子を見ていた他の奴が「なんだよ、そんなに真しん剣けんになるようなことかよ」と拗すねたような表情でぼやく。

「そうだ」

　強い口調で言い切って、鍵を受け取って体育倉庫に行く。再びチャイムの音がして休み時間が終わったのが分かった。授業に出るために眠いのを我が慢まんして学校に来たっていうのに、これじゃ何のために来たのか分からない。

　非常階段から外に出て、プールの脇わきを通って体育館に向かった。鍵がかかっていない体育館のドアを開けて中に入り、バスケットやバレーのコートラインが描えがかれた床ゆかの上を通って奥にある体育倉庫に行く。分厚い鉄製のドアがスライド式になっている。川添から渡された鍵で施せ錠じようを解いてドアを開けると、三つ折りになったマットの上に座ったまま、壊こわれた携帯を手の中で弄もてあそんでいる藤谷と目があった。

　藤谷はびしょぬれの体操着を着ていた。髪かみも濡ぬれている。川添達に水でも掛けられたんだろう。人前に出たくないと言っていたのはきっとこのことだ。

　相変わらずやることが子供じみている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺がそう尋たずねると、藤谷は不ふ愉ゆ快かいそうに「何しに来たんだよ」と言った。

　藤谷の携帯電話は真ん中から綺き麗れいに折れていて、壊れた部分から茶色のセロファンのようなものが覗のぞいていた。これでは電話が通じないのも仕方ない。

　俺は学校指定のシャツを脱ぬいで藤谷に渡す。下にはまだＴシャツを一枚着ていたから、少し肌はだ寒ざむいがなんとかなる。

「濡れた服脱げよ。風邪かぜ引くだろ」

　藤谷は俺が差し出したシャツを受け取らずに、睨にらみ付けるように俺を見上げる。

「うざったいと思ってていいから着ておけ」

「ふざけんな」

　藤谷が低い声でそう言う。こんなところまで来てやってるのにそんなことを言われる理由が分からずに、ただ見下ろしていると藤谷がもう一度強い口調で「ふざけんなよっ」と吐はき捨てた。

　藤谷はいつもの眠そうな目を珍めずらしくつり上げている。

「あいつらには俺が言っておく」

　その方が丸く収まるだろう。今回はやりすぎだ。ここら辺で注意しておかないと、もっと面倒な事態になる。

「……何考えてんだよ、俺に同情してるのか!?」

「そんなんじゃない」

「じゃあなんだよ。俺、あんたから主役奪うばったのに。あんた昔から俺のことなんて嫌きらいなくせに、こんな時に構うなよ！　腹の中では他の連中みたいに俺のこと馬ば鹿かにしてるくせに、なんで慰なぐさめようとしたり、フォローしたりするんだよ！　意味わかんねーよ！」

　いつもは血の気の薄うすい藤谷の顔が興奮して赤くなっている。

「本当は他人のことなんてどうでもいいくせに！　俺が何しても、どんなこと言っても怒おこりもしないのは、俺のことがどうでもいいからじゃないかっ」

　まるで癇かん癪しやくを起こした子どものようにそう言ってから「嫌いやなんだよ、あんたの側そばにいるの」と藤谷が絞しぼり出すように口にする。

「あんたといると昔あった嫌なことを思い出す。自分が無力だって思い知らされる」

　藤谷の手から壊れた携けい帯たいが床に落ちた。

「昔…？」

　訝しく思ってそう聞き返すと、藤谷は口の片かた端はしだけを上げて皮肉げに笑う。

「どうせあんたは俺のことなんて覚えてないだろうな」

　藤谷は疲つかれたようにため息を吐ついて「もうやめる」と口にした。

「学校も映画も、もうどうでもいい。もともと映画の主役なんて…俺はできない。やりたくない。事務所が勝手に持ってきた仕事だ」

　その言葉に今まで我慢していたものが爆ばく発はつした。好き勝手な事を言って、最後は泣き言で逃にげようとする目の前の男に怒りがこみ上げた。この男の役を一体どれだけの人間が欲しがったと思っているんだろう。

　ばさっと手に持っていたシャツを投げつけると、視界を一いつ瞬しゆん遮さえぎられた藤谷が怒ったようにシャツを払はらいのけて「何するんだよっ」と言った。

　その肩かたを摑つかんで、だんっと壁かべに押しつける。痛みで一瞬呻うめいた藤谷は、それでも負けずにぎらぎらする目で俺を睨み付ける。

「簡単に捨てられるなら、どうして引き受けたんだ？」

「し、知らねーよ。事務所が勝手に」

　知らず知らずのうちに藤谷の肩を摑む指先に力が入る。

「ならさっさと辞やめろよ。代わりの奴やつはすぐに見つかる」

「……」

　我慢するのも面倒になった。こんな奴に構ってやることないと思った。体育倉庫の鍵は開けたんだし、後は自分でどうにかするだろうと藤谷から離はなれようとしたときに、「だって」と弱々しい声が薄い唇くちびるから漏もれる。

「俺また明日やり直し喰くらうだけだ。散々怒ど鳴なられて、うんざりされて、俺だってうまくやりたいけど、できねーよ！　何度も同じセリフ言わされて、何度説明されたって、どうしたら望むとおりやれんのかなんて、わかんねーんだよ!!」

　悩なやんで困って嫌になって、そんな風になったことは誰だれだって経験があるはずだ。うまくやりたいのにうまくできなくて、期待に応こたえられない自分が嫌になる。いつか外されるぐらいなら、自分から辞めたくなる。

　そんな気持ちは俺にだって覚えはあった。

　でも、だからといって放ほうり出した事は一度もない。

「それは逃げたい奴の言い訳だろ」

「じゃあどうすれば良いんだよ！　迷めい惑わく掛かけてるのなんて俺が一番分かってんだよ！」

　苦しげに言った藤谷の言葉に、俺はびっしりと書き込みがされた藤谷の台本を思い出した。台本の端はもうぼろぼろで、捲めくり癖ぐせもついていた。スタジオの端で台本を真剣な目で追っていた姿も思い出す。

　仕事はおそらく山積みで、忙いそがしい合間を縫ぬって学校や練習に通ってるんだろう。

「台本だって百回以上は読んでる。演技のレッスンもちゃんと受けてる。だけど、全然出来ない」

　藤谷は俯うつむいてぽつりと「俺なんか辞めた方がいいって、あんただって思ってるじゃないか」と口にする。

　俺は藤谷の肩を摑んでいた手を放して、制服のポケットから携帯を取り出す。藤谷のマネージャーの番号が分からないので、鹿山に電話を掛かける。

　三コール鳴らずに出た鹿山は、俺に迷惑をかけたことを同じ事務所の先せん輩ぱいとして謝罪する。見つかったと告げたが、今日は野外ロケで限られた時間内での撮さつ影えいだったから今から来てももう遅おそいと口にした。

　俺は前に見たロケ香こう盤ばん表を思い出して、鹿山が焦あせって俺にまで電話を掛けてきた理由が分かった。今日のロケは撮影許可の下りにくい最近出来たばかりの、有名な美術館の中庭でやるはずだったのだ。

「そこに藤谷のマネージャーいるのか？」

『はい、替かわりますか？』

「頼たのむ」

　数秒で電話の相手が藤谷のマネージャーに替わった。鹿山と同じように俺に謝罪するマネージャーに事情を説明する。

　学校で閉じこめられていたと聞いて息を飲んだ後に、マネージャーは慌あわてて俺に再び謝る。

『すぐに迎むかえに行きます。本当にご迷惑をおかけしました』

「この後仕事入ってますか？」

『え？　いえ、今日は撮影のために空けていましたから……』

「じゃあ藤谷は俺が送っていきます」

　そういってまだ戸と惑まどっているマネージャーを無視して通話を切った。

　振ふり返ると藤谷はマネージャー以上に戸惑った顔で俺を見る。

「早く着き替がえて行くぞ。明日の撮影までにこの間のシーン練習するんだから」

　藤谷は「何考えてんだよ」と口にする。

「主役をお前が奪ったなんて思ってない。主役になれなかったのは俺の力量不足だ」

　もう一度藤谷にシャツを渡わたす。藤谷は今度はちゃんと受け取った。

「それに台本があんなにぼろぼろになるまで練習してる奴を馬鹿にするつもりはない。努力してる奴を笑うほど落ちぶれてない」

　そう言うと、藤谷は俯いて小さな声で「ごめん」と呟つぶやいた。










　タクシーで乗り付けた藤谷のマンションは見るからに家賃が高そうだった。

　エントランスはホテルのロビーのように広々としていて、両サイドには観葉植物がシンメトリーに配置されている。黒光りする廊ろう下かを通り管理人がいるフロントの前を過ぎ、奥のエレベータに乗り込む。

「本当に来るのかよ」

　エレベータのボタンを確かく認にんする前にそう尋たずねられ、俺は「当たり前だろ」と答える。

　ここまで連れてきておいて往おう生じよう際ぎわが悪い。

「俺は別に、あんたに教えてくれなんて頼んでない」

　ボタンを押しながらも、藤谷は戸惑ったようにそう呟く。エレベータを降りて部屋のドアを開けても藤谷は何も言わなかったが、俺の行動を不可解に思っているのはその表情からも読みとれる。

　俺だってまさか本当に演技指導するはめになるなんて思わなかった。

　矢代監かん督とくに頼まれた時は引き受けるつもりなんかなかったのに、気付けばこうしてこいつの部屋に上がり込んでる。こいつが言った通り、こいつに頼まれたわけでもないのに。

「着替えてくる」

　素っ気なく言うと藤谷は玄げん関かん付近の階段を上がって二階にむかった。

　俺は広い部屋に感心しながらも、リビングに向かう。天てん井じようは吹ふき抜ぬけだった。

　部屋には大型のテレビとオーディオ類が幅はばをきかせている。部屋の中央にはローテーブルと黒いソファが一つ置かれていた。ギターがソファの近くに転がり、黒いタイル張りの床ゆかには楽がく譜ふが散乱している。楽譜と言ってもギターのコードが手書きで書かれているので、俺には見てもよく分からない。

　階段を下りてくる音に振り返ると、藤谷は黒いシャツとジーンズに着替えて台本を手にしていた。自分の家だというのに、俺を見ると藤谷は所在なさそうに視線を逸そらす。

「じゃぁ、この間のシーンからな」

　俺がそう言うと藤谷は顔を歪ゆがめて「なぁ、なんであんたこんなことすんの？」と聞いてきた。

「何が？」

　自分でもお節せつ介かいな事をしているとは分かっている。だけど、あんな風に必死な顔を見せられたら、思わず手を貸してやりたくなってしまったんだ。藤谷は決して関かかわりたくないタイプなのに、俺も相当の物好きだ。

「……あんた、俺のこと嫌きらいだろ？」

　噓うそを許さないようにまっすぐ俺を見て藤谷は口にする。

「俺が嫌いなのは、自分の仕事に対して精せい一いつ杯ぱい努力をしない人間だ。お前はどっちだ？」

　俺の問い返しに藤谷は手に持っていた台本をぎゅっと丸めた。

「俺だって努力してる」

「…なら、俺はお前が嫌いじゃない。それに、俺を嫌ってるのはお前の方だろ」

　今までの態度を考えると、好かれているとはとても思えない。

「俺は、別に…」

　何かを言いかけて、迷うように視線を揺ゆらした藤谷は結局俯いて黙だまり込む。

「お前が俺の事を嫌いでも、それはそれで構わない。でもお前が本当に上手うまくなりたいっていうなら、そろそろ練習を始めよう」

　藤谷はまだ納なつ得とくいかないような顔をしていたが、台本を俺に手て渡わたして自分のセリフを口にした。

　その後を俺が続ける。このシーンはこの間一度見た。だから台本を見なくても出来る。

　動作は入れずにセリフだけの練習をした。

　シーンが終わった後に、俺はまず何から直そうかと思いながら、台本の該がい当とう頁ページを捲る。

「一番最初のこのセリフ、凪がどんな気持ちで言ったか分かるか？」

　冒ぼう頭とうのセリフを指さすと、藤谷は「苛いら々いらしてる」と答えた。

「どうして？」

「家に帰りたいのに同じ質問を繰くり返されてるからだろ？」

　そこは監督に何度も言われた、と藤谷は続ける。

「じゃあ、最後のこのセリフは？」

「それも、苛々してる」

「確かに凪は全すべて、苛々しながら口にしてる。でも、その苛々にも種類がある。刑けい事じから不当に扱あつかわれての苛立ち、時間を気にしているための苛立ち、同じ質問を何度もされていることへの苛立ち。苛立ちの理由は全部違ちがう」

　藤谷は眉まゆ根ねを寄せて「そんなの、区別なんかできねーだろ」と困こん惑わくした表情を浮うかべる。

「どうして？」

「どうしてって…」

「時間を気にして苛立ってる人間はどんな行動を取る？」

「え…？」

「時計を気にする。貧びん乏ぼう揺ゆすりをする。指先でテーブルを叩たたく。落ち着つきなく姿勢をかえたりする。口調も自然と速くなる。話し相手がゆっくりしゃべると、その間にすら苛立ちを覚える」

　俺は本気塾に入ったばかりの頃ころ、塾じゆく長ちように「人間観察をしろ」と言われた。老人の特とく徴ちよう、子供の特徴、女性の特徴、それらをすべて言えるようにしろと課題を出されたこともある。特徴さえ摑つかめば、そういう役が来た時にそれらしく見せることができると教えられた。もちろんステレオタイプじゃ駄だ目めだが、ステレオタイプも知らないようじゃ演技はできない。

「でもそんなの、台本には書いてない」

「台本が全てだとでも思ったのか？」

　台本に書いてあることだけじゃ演技はできない。演じるなら想像して台本にないところまで補完しなければならない。それは何もアドリブをしろと言っている訳じゃない。

「じゃあお前は相手役が喋しやべってる時、自分はただ人形みたいにじっとしていていいと思ってるのか？」

「それは…、違ちがうけど」

「だったら考えろ。お前が演じる視線や指先、仕草の一つ一つが凪航を構成しているんだ」

　そう言って台本を閉じる。

「最初からもう一度。何回でも付き合ってやるから、お前が考えた演技をしてみせろ」

　俺がそう言うと藤谷はもう一度台本を手にとって、とっくに暗記している内容に目を落とす。

　その後何度も練習を繰り返した。休きゆう憩けいも入れずに二人でもくもくと演技をして、腹が減ってから宅配ピザを注文した。いくつかのシーンを練習して、時計の針が翌日にさしかかるところで今日の練習を切り上げる。俺も藤谷も気付けばぐったりと疲つかれていたが、それでもそれはどこかスポーツをした後のような心地ここちよい疲ひ労ろう感だった。

　藤谷は今日の練習で少しずつ凪を摑みはじめた。

「充」

　玄げん関かんで靴くつを履はいている時に初めて名前を呼ばれて振り返ると、藤谷は申し訳なさそうに「今までごめん」と頭を下げる。これまでの態度のことだろう。

「気にしてない」

　俺の言葉に藤谷は顔を上げた。

「今日は…ありがとう。俺、がんばれると思う」

「そうか」

　初めて見る藤谷の笑え顔がおに戸と惑まどいながらも、綺き麗れいなそれに思わず見み惚とれた。そういう顔ばかりしていればいいのに勿もつ体たいない。

「じゃあ、また明日学校で」

　バイバイと手を振る藤谷が子どもみたいで可笑おかしくて、俺も笑いながら手を振り返した。

　つきあってみれば可愛かわいいもんじゃないか。

　そんな思ってもみなかった事実に驚おどろきながら、去り際の藤谷が可笑しくて帰り道で思い出して一人また笑ってしまった。










　藤谷の演技の練習に成り行き上つきあうはめになってから一ヶ月、クランクインからは二ヶ月が経たった。

　最初は本当にぎこちなかった藤谷の演技はだんだんと見られるようになってきた。まだ台本からその人物の表情や感情までを厳密に感じ取ることはできないが、それでも要求された演技がだんだんとこなせるようになっている。

　正直頑がん張ばっていると思う。演技を教えているとき、藤谷は恐おそろしいぐらいに真しん剣けんだ。

　今日もあいつはロケで撮さつ影えいしているが、昼には学校に顔を出すと言っていた。

　そろそろ来る頃か。そう思いながら腕うで時ど計けいを見ていると、チャイムが鳴った途と端たん教室に藤谷が飛び込んでくる。最近は学校でもよくしゃべるようになった。

　といっても、俺以外の人間には相変わらず関わろうとはしないが。

「リテイク一回しか出さなかった」

　嬉うれしげに藤谷はそういうと「凄すごいだろ」と相変わらず偉えらそうに口にする。

「すごいな、シーン58？」

「そう」

　セリフの量が多い所だ。丸々一頁ページちかく一息に藤谷がしゃべるシーンが入っている。教えてみて分かったが、藤谷は努力家だ。どんな長セリフでも確実に覚えてくるし、練習を怠おこたらない。

「良かったな」

　そういって笑いかけると、藤谷は嬉しそうな顔で「まあな」と微笑ほほえんだ。今まで鬱うつ陶とうしいとしか思わなかったが、最近は特に突つっかかってくることもないし、こんな風に懐なつかれると可愛いとすら思える。

　藤谷が何かを言いかけたときに、近くまで来た川添が「充、飯食いに行こうぜ」と俺を誘さそった。普ふ段だん俺は学食じゃなくて、学校の近くの定食屋で飯を食っている。学食だと芸能科以外の親しくない生徒に声をかけられて面めん倒どうだからだ。特に最近は映画のこともあって、みんな色々と聞きたがっている。

　芸能科でも藤谷みたいに明らかに売れているタイプには話しかけづらいようだが、俺みたいに中ちゆう途と半はん端ぱな知名度の相手は話しかけやすいのだろう。

　俺が定食屋に出で掛かけることを知っている川添はいつもは食事に誘うことはないが、今日に限って声をかけてくる。恐らく藤谷に対して張り合ってるんだろう。

　だけど、そんな子どもっぽい感情につきあってやる義理はない。

「悪い。こいつと仕事の話があるんだ」

　俺がそう言って川添の誘いを断ると、心なしか藤谷が嬉しそうな顔をした気がした。

　最近どうも懐かれている。高飛車な態度はそのままだが、あまり辛しん辣らつな物言いも無くなったので、そう悪くはない。

　鹿山の時と似ているなと思いながら、バッグから財さい布ふを取り出そうとすると、藤谷が「飯なら持ってきた」と口にする。

　教室で食べていると注目を浴びるからという理由で、俺達は三階のロビーに行く。自じ販はん機きやコピー機が並べられている狭せまいロビーの隅すみに一つだけある長なが椅い子すは女子が使用していた。だけど藤谷が「使ってる？」と尋たずねると、全員にこやかに立ちあがって藤谷に席を譲ゆずる。

　男前は色々と得でいい。

　藤谷が簡単に礼を述べて座る。俺も女子に礼を言ったが、みんなむしろ藤谷と話せたことが嬉しそうだ。俺が座ると、藤谷がナイロンバッグから弁当を取り出す。渡わたされた弁当を開けると京きよう福ふく亭ていの幕の内だった。

「すごいな」

　思わずそう口にする。高級料りよう亭ていの京福亭は一日百個限定の幕の内弁当を販はん売ばいしている。味が良いので予約分でほとんど完売するほど人気がある。けれど味が良い分値段が高い。個人的に購こう入にゆうしたことはほとんどなく、たまにロケ弁で支給されるとその日一日幸せな気分になる。

「昨日のロケで出たときに充がこれ好きだって鹿山が言ってた」

「呼び捨てにするなよ。年ねん齢れいも芸歴も鹿山の方が上だろ？」

　俺もあいつを呼び捨てにしているが、鹿山は芸歴が浅い人間が自分にタメ口を使うのを嫌きらう。

「あんた鹿山と仲良いよな」

　面おも白しろくなさそうに藤谷が口にする。

「まあな」

「俺あの人嫌いだ。性格悪いし」

　それを聞いて思わず笑う。藤谷と鹿山は実は結構似ていると言ったら、なんて言うだろうか。二人とも必死に否定するに違いないが、実際よく似ている。負けん気が強いところも、強ごう情じようなくせに一度相手を懐ふところに入れて仕し舞まえば人一倍その相手を信用してしまうところも。あんなに嫌われていたのに、一体どうしてここまで藤谷が懐いてくるのか不思議でならない。

　初めは鹿山もそうだった。恐らく藤谷も鹿山も直情的で素す直なおな性格なのだろう。

「嫌いって、子どもみたいな言い方するな」

「子どもでいい。本当に嫌いだから」

　不機き嫌げんになった藤谷に構わず、「頂きます」と言って弁当に箸はしをつける。里いもの煮にっ転がしや大根の煮に付つけを食べて、思わず顔がにやけた。

「美味うますぎ」

　なんでこんな美味いんだろうと思いながら、程ほど良く焼き色のついた鰊にしんの煮付けを解ほぐして口に入れる。味が染しみていて最高だ。

　一通り楽しんでいると、視線を感じて顔を上げる。ぽかんとした顔で藤谷が俺を見ていた。

「何だよ？」

　不思議に思って尋ねると藤谷は意外そうに「美味そうに食べるなって」と口にする。

「美味いもの食べたら美味そうな顔になるのは普ふ通つうだろ？」

　どうしてそんなに不思議そうなのか分からない。

「そうだけど、でもいつも充の笑顔って演技だから。少し驚いた」

　藤谷に指し摘てきされて思わず固まる。まさか演技がばれているとは思わなかった。

　ほとんど誰だれも気付かないのに、どうして藤谷は気付いたんだろう。

　俺がそう思っていると、目の前の廊ろう下かを川添たちが通りかかる。彼らは明らかに藤谷を見ながら何かぼそぼそと話すと、馬ば鹿かにするような笑い声をあげて通り過ぎていった。

「俺なんかと一いつ緒しよにいたら充もそのうち悪く言われんじゃねーの？」

　藤谷も弁当に箸をつける。味わっているのかいないのか、がつがつと食べる姿によほど腹が減っているのかと思った。

「小学生のガキじゃあるまいし、そんな馬鹿げたことにつきあってられるか」

　いじめだとか、嫉しつ妬とだとか、そんなものに振ふり回されるほど暇ひまじゃないし、他人に興味もない。

「あいつらのこと気にしてるのか？」

　意外に思ってそう尋ねた。

「そんなんじゃねーけど…」

「怯おびえる必要なんかないだろ」

　からかうようにそう口にしたが、本気で藤谷が川添たちに怯えてると思っている訳じゃない。

　体育倉庫で藤谷を見つけた時、藤谷は怯えても悲しんでもいなかった。ただ苛いら立だっていた。川添達にというよりも、自分に対して。びしょぬれになりながらも、藤谷の心をしめているのは演技のことだった。そういうところがこいつの凄いところだと思う。

　俺とは別の意味でこいつは川添達のことなんて気にしていない。

「なんで格下に怯えんだよ」

　臆おく面めんもなく藤谷はそう口にする。確かに人気や知名度で言えば川添たちは藤谷には敵かなわないだろう。だけど仮にそうであっても、川添たちに怯えている生徒は結構いる。だけどこの間の一件で事務所から川添たちに注意がいったせいもあって、川添たちは藤谷に手を出すのをやめたようだ。あくまで表面上と俺の目の届く範はん囲いでの話だが。

「俺はあんたに迷めい惑わくが掛かかるんじゃないかって思っただけだ」

「心配してくれるのか？」

　俺がそう切り返したら、自分が口にした言葉の意味に今初めて気付いたのか、藤谷がうっすらと顔を赤くして「別に、そんなんじゃねーよ」と言った。その表情は自分の失言を悔くいているように、歪ゆがめられている。

　意外に可愛かわいいところがあるじゃないか。

「そ、それより、言っておくけど前にあいつらが言ったのデマだから。なんか業界でもそういう噂うわさばっかり流れてるけど、違ちがう」

「前に？」

「年とし増まのスポンサーと寝ねるってやつ」

　そういえば前にそんなやりとりを川添としていた。

「分かってる。若い綺き麗れいなスポンサーだったんだろ」

「ちげーよ！　そっちじゃなくて！」

　本気で怒おこった藤谷がおかしくて「その顔、二章のシーン25で使えそう」とさらにからかうとじろりと睨にらまれる。

「デマだって分かってるよ。お前はそういうタイプじゃない」

　これ以上からかうと度が過ぎてしまいそうで、宥なだめるように口にする。

「あんた意地悪だ」

　その言葉に思わず笑った。藤谷のしゃべり言葉は意外に結構子どもっぽい。そんなこと他ほかの連中は知らないんだろう。テレビじゃほとんど喋しやべらないから。

　くだらない話をしていたら藤谷はふいに腕うで時ど計けいを見ると、食べ終わった弁当の容器を持って立ちあがる。

「じゃあ俺これからまた撮さつ影えいだから」

「飯だけ食いに来たのか？」

「リテイクの自じ慢まんしたかっただけ。じゃ、がんばってくる」

　そう言って藤谷が俺に背を向けてロビーを出ていった。その後俺は午後の授業を全すべて受けて、放課後になるとその足で特急に乗った。横よこ浜はまで降りて、タクシーの運転手に今日のロケ地である私立病院の名前を告げる。駅から三十分程度で着き、夜間用の入り口の前に停とめて貰もらう。

　そこでは見慣れた顔のスタッフが忙いそがしそうに機材を運び込んでいた。

　タクシーを降りて「お疲つかれさまです」と声を掛けると、スタッフに「着き替がえは四階の四○五号室でお願いします」と言われる。

　指定された病室に行くと、ドアの前にはおそらく誰かのマネージャーが立っていた。声をかけようとすると、病室のドアが勢いよく開く。

　飛び出してきたのは岬サクラだった。こうして会うのは顔合わせ以来だ。

「あ、久しぶりー」

　患かん者じや用の衣装を着て、頭に包帯を巻いている。サクラは今回の映画で連続殺さつ人じん鬼きに狙ねらわれながらも唯ゆい一いつ生き残った被ひ害がい者しやを演じる。しかし精神的なショックが強すぎて、ここ一年程度の記き憶おくが抜ぬけているという設定だ。内気で人の目が見られず、吃どもりながらでないとしゃべれない。男性に触さわられることに恐きよう怖ふ心を抱いだいているという役やく柄がらは本人とは面白いくらいに真逆だ。

　相変わらず長く艶つややかな黒くろ髪かみと、血管が浮うきそうなほど白い肌はだをしている。

「深夜の病院てちょっと怖こわいよね。心しん霊れい映像が撮とれたらどうしよう」

　そう言ってサクラは足早にエレベータの方へ消える。

　俺は入れ替かわるように病室に入って、そこにいたスタッフに渡わたされた衣装を着る。一応スタッフが女子なので、ベッドの周りにあるカーテンを引いて着替えた。

　俺は早めに来ていたので、暇な時間を病院の一階ロビーで過ごした。外来の診察時間をとっくに過ぎているので、ロビーは静まりかえっていて、明かりは非常灯の青い光だけだった。長なが椅い子すに座ってぼんやりしていると、階段を下りてくる足音がする。

　振り返れば藤谷がこちらに近づいてくる。

「出番は？」

「今日は終わった。朝から撮影ばっかりでうんざりしてる」

　藤谷は疲れたように俺の横に座る。

「あんたホテルどうすんの？」

「帰るよ」

「帰れんのかよ」

「終電逃のがしたらマンガ喫きつ茶さで寝て、明日の朝帰る。俺の撮影は今日はこれで終わりだからな」

　どうせ撮影が終わるのは夜中になる。明日は学校だから、始発に乗るなら数時間だ。そのためにホテルを取るのは勿もつ体たいない。

「俺の所に泊とまれば？」

　藤谷がこちらを見ないでそう口にした。

「ホテル、取ってあるから」

「俺に気を遣つかわなくてもいい」

「気き遣づかってるわけじゃない。別に、嫌いやならいい」

　視線を合わさないまましゃべる藤谷は、人づきあいが下手へたな奴やつだなと思う。

　あんなに女子に騒さわがれて売れてる男が俺なんかに断られたぐらいで、そんな寂さびしそうにしてるなんて少し可笑おかしい。

「それじゃ、遠えん慮りよ無く行かせて貰う」

　俺がそういうと藤谷は「じゃあ撮影終わるまで待ってる」と口にした。

　そろそろ時間だと思い立ちあがって、撮影が行われている三階の個室に向かう。

　現場ではベッドの上でサクラがグミを食べていた。

　その周りではカメラの位置調整やライティングが行われている。

「サクラちゃんそろそろグミやめてくれない？」

　助じよ監かん督とくの言葉にサクラは手に載のせたグミを一度に口に入れて、もぐもぐさせながら「ふぁい」と返事をする。

　準備が整うと一度テストが入った。監督が俺とサクラに相変わらず大おお雑ざつ把ぱな指示を出してからリハーサルなしの本番が始まる。カメラが回り出した瞬しゆん間かんに、サクラも俺も一瞬で役に入り込む。

　サクラは見事に儚はかない少女を演じて見せた。揺ゆれる視線や初対面の男を警けい戒かいする硬かたい雰ふん囲い気きがうまく出ている。久しぶりに共演して随ずい分ぶん成長していることに驚おどろいた。藤谷はサクラがその気になれば簡単に演技で食われてしまうだろう。

　カメラの都合で同じシーンを何度か別方向から撮って、撮影が終わる。

　サクラは「おなかすいたな～」とぼりぼりと包帯の巻かれた頭を搔かきながら口にした。

「お疲れさま」

　俺のシーンはこれで終わりだ。全体としては、あとはサクラが病院の中を走るシーンの撮影が残っているだけだ。

「京って結構かわいいじゃない」

　ベッドから下りるサクラに手を貸すと、そんなことを言われた。

「なんだよ、食指が動いたのか？　やめておけよ、お前らの事務所ただでさえ仲悪いんだから」

「それって嫉しつ妬と？」

「するかよ」

　そう言って笑うと、サクラが唇くちびるを尖とがらせる。

「してくれないんだ？」

「当たり前だろ。お前とはもうただの友達なんだから」

　過去につきあっていたこともあったが、今はもうなんとも思っていない。

「ふーん、そういうこと言うなら京とのキスシーンをベッドシーンに変えて貰うよう監督に頼たのんじゃうから」

　笑いながらサクラが言う。サクラならやりかねない。

「あいつが可哀かわい想そうだからやめろ」

「なんだ、やっぱり嫉妬してるんじゃない。充がどうしてもっていうならまたつきあってもいいよ」

　からかうようにぎゅっともたれかかり、胸を寄せてきたサクラに「あんまり人のこと当て馬に使うなよ」と小声で言う。サクラはそれを聞いて、にやりと笑った。

「なんで充にはばれんのかな」

「一応お前の元彼氏だからな」

　サクラにしか聞こえないようにそう言って、俺はちらりとサクラのマネージャーを見た。

　多た忙ぼうで人気も話題性もあるサクラのマネージャーにしては、どこかぼんやりした顔の男だ。それでも俺達が親しげに話し合っている様子は何度かちらちらと目の端はしで確かく認にんしていた。彼がサクラに気があるかどうかは分からない。売り出し中の女優が昔関係のあった男優と親しげにしていたら特別な感情が無くても気になるだろう。

「応おう援えんしてるからがんばれよ」

　そういって細い肩かたを叩たたく。個室を出ると、そこで待っていた藤谷が面おも白しろくなさそうな顔で立っていた。

「どうかしたか？」

「……別に」

　不ふ機き嫌げんになっている理由が分からない。普ふ段だんから気分屋だから、放っておけばそのうち良くなるだろうと考えて、周りのスタッフや役者に挨あい拶さつをしてから病院を出る。スタッフの一人にホテルまで送ってもらい、ロビーで鍵かぎを受け取って部屋に向かう。

　部屋のドアを閉めると、ずっと無言だった藤谷が「あの人とまだ続いてんの？」と聞いてくる。

「サクラ？」

　いきなりその話題を出されると思っていなかった。

「つきあってたことがあるんだろ？　あんたは昔から良い女とばかりつきあってるって、うちの事務所の人間が言ってた」

　そんな噂うわさがあるなんて知らなかった。うまくやっている方だから今まで公おおやけに問題視されたことはないが、一応目は付けられていたのだろう。

　もしかしたら藤谷は自分の相手役が共演者の男と必要以上に親しいのが面白くないのかもしれない。確かにあいつはいい女だから、独どく占せん欲よくが湧わくのは同じ男として解わからなくはない。もし藤谷が凪の感情に同調しているのだとしたら、演じる上で良い傾けい向こうだと言えるのかもしれない。

「別に今は何もない」

　立ち止まっている藤谷の横をすり抜けると、セミダブルのベッドと二人がけのソファが置いてあるのが見えた。ソファは横になったときに足を投げ出して寝ねる格好になりそうだ。旅館だったら畳たたみの上で雑魚ざこ寝ねできたが、地方じゃないかぎり旅館なんてスタッフも用意しないだろう。

　座ったまま寝るのは慣れている。車の中やスタジオの折り畳たたみ椅い子すで眠ねむることにも抵てい抗こうはない。

「…シャワー浴びてくる」

　藤谷は既すでに運び込まれていた荷物の中から着き替がえを取りだしてバスルームに消えた。

　俺は手帳を開いて明日の予定を確認する。明日は学校と都内のハウススタジオで夕方から映画とは関係ない仕事の写真撮さつ影えいがある。それ以外は特に予定も入っていない。

　手帳を仕し舞まってから帰り際ぎわに貰もらった弁当を口にする。

　昼に食べた京福亭とは値段の桁けたが違ちがう安さと速さが売りのチェーン店のものだが、中ちゆう華か風ふうの弁当はそれなりに美味うまい。温かかったらもっと美味かったのに、と残念に思いながらもあんのかかった鶉うずらの卵を嚙かみしめる。

　食べ終わる頃ころにはバスルームから出てきた藤谷が、冷蔵庫からミネラルウォーターのボトルを取り出して口を付けた。

　いつも尖っている蜂はち蜜みつ色の髪かみが水気を含ふくみ、頭の形に添そうように下りている。

　普段大人おとなびているが、こうして見ると子どもっぽく見える。年相応の顔つきになっている。アイボリーのゆったりとしたルームウェアを着ているのが新しん鮮せんに思えた。ガドのボーカルとしてメディアに登場する時は黒系の服装しかしていないし、映画の中でも今のところ学ランしか着ていない。

「あんたも浴びてくれば？」

　そう言われてバスルームに行く。

　大したホテルじゃないが、中のアメニティは充じゆう実じつしていた。薫かおりの良い石せつ鹼けんで体を洗う。髪も適当に洗って、時間をかけずにシャワーを終わらせる。

　そのまま用意されていたバスローブを着て、髪はタオルドライで大雑把に乾かわかした。

　部屋に戻もどると、藤谷はソファに座って台本を片手にしていた。

「なぁ、ちょっとだけつきあって」

　藤谷の言葉に俺は「いいけど」と言いながら弁当と同じく、ロケで貰ったペットボトルのお茶に口をつけた。

「疲つかれてないのか？」

　良く知らないが、こいつのスケジュールの過密さは半はん端ぱじゃないはずだ。

「昨日から寝てない」

　ＰＶの衣装合わせで四時間もとられた挙げ句に、収録予定だった音楽番組の司会者が遅ち刻こくしたせいで、無む駄だに寝る時間が削けずられたと愚ぐ痴ちをこぼす。

「だったら学校なんか来ないで仮か眠みんしとけば良かったのに」

「……あんた鈍にぶい」

「はぁ？」

　藤谷は俺に自分の台本を渡わたす。

「二章のシーン64。岬サクラとのシーン」

　開かれた頁ページは記き憶おくを取り戻そうとするヒロインの奈々が、探たん偵てい役の凪の後を付いてくる描びよう写しやから始まっている。儚はかないだけの印象だった少女が凪に付いてくるなと怒ど鳴なられて、怯ひるみながらも反論するシーンだ。夜中に繁はん華か街がいの路地裏で撮影する予定だが、俺が出演するシーンではないから明確な場所は聞いていない。それに、まだ先のシーンのはずだ。

「明日の飯田さんとのシーンはいいのか？」

　練習が必要なのはそっちじゃないだろうか。序じよ盤ばんの撮影でもめて以来、飯田さんはぴりぴりしている。普段から扱あつかいにくい女優ではあったが、今はそれに輪を掛かけてつきあいづらい。

「大だい丈じよう夫ぶ、そっちは出来てる」

　藤谷はそう言い切ると、シーン64の最初のセリフを口にした。

「付いてくるな迷めい惑わくだ」

　藤谷は台本を暗記しているのでソファから立ちあがると、凪の表情でそう言った。

　既に芝しば居いに入っている。

　───俺のペースはお構いなしだな。

　仕方がないからざっと台本に目を通して、少ない奈々のセリフを覚える。藤谷のセリフの次の行には〝奈々「（怒おこった顔）私は私の記憶を取り戻したいだけ」〟と書かれている。

　台本から顔を上げて、そのセリフを口にしようとした瞬しゆん間かんに、近づいてきた藤谷に唇を塞ふさがれた。触ふれあっただけで離はなれた唇に一いつ瞬しゆん何が起こったのかと考える。

「キスシーンも、練習しておきたかったんだ」

　目が合うと藤谷が言い訳のように口にした。シーン64には確かにキスシーンがある。凪が奈々を理論で言い負かしたあと、感情論で逆に言い負かされそうになってその口を塞ぐというシーンだ。その後、凪は奈々に頰ほおを叩かれる。

「もっと後の方だろ」

　キスされた唇を指で押さえながらそう言った。まさかカメラが回っていないところで、男にキスされるなんて考えてもみなかった。一度か二度、その手の趣しゆ味みの奴やつに誘さそわれたことはあったが、いつも丁てい重ちように断っていた。

　男とのキスなんて、冗じよう談だんにしてはきつすぎる。

「じゃあ、もう一回最初のセリフから」

　藤谷がそう口にした。

「キスシーンなんか練習しなくてもできるだろ」

　再びキスされるのは堪たまらないと思ってそう言った。それに藤谷に経験がないとはとても思えない。前に川添達に見せられた雑誌に写っていた藤谷は、女を酔よわせる男の顔をしていた。

「いつも練習にはつきあってくれただろ」

「俺はサクラより背も高い」

　だからやっても練習にならないだろ、と藤谷を丸めこもうとしたら藤谷は「凪は奈々のことどう思っていたと思う？」と聞いてくる。

「二次元の女の子にしか興味がない凪が、原作じゃ奈々のために何度も命をかけてる。シーン64では、きっと凪は自分が奈々を気に入ってることを自覚してる。だから危険な目に遭あわせたくない」

　藤谷の言葉に少し驚おどろいた。前はセリフしか見えていなかったのに、今じゃその裏にある心情を読んで演技してる。前は監かん督とくや俺がいちいち口にしないと行間を理解する事なんてできなかったのに。何度も何度も台本を読み込むことで、藤谷なりに凪の気持ちを理解したのだろう。

「ここは好きな人にキスするシーンだ。だから練習相手は充じゃなきゃダメだ」

　藤谷の言葉に俺は驚きを自覚するより先に、「冗談だよな」と言った。

　冗談であって欲しいと思った。じゃなきゃ、俺も対処に困る。

「俺をからかってるだけだろ」

　そう言って俺は台本を置く。帰ろうかと逡しゆん巡じゆんしながらバッグに目を向けると、藤谷は「そうだよ」と言った。

「いつも冷静なあんたがどんな顔をするかと思っただけ。反応が少なくて詰つまらない。折せつ角かく男にキスまでしたんだから、もっと驚いてくれてもいいのに」

　藤谷は悪びれもせずにそう言ってシーン64の練習を続けた。動きは入れずにセリフを読み合うだけの練習を二回通してやったあとに、「疲れたからもう寝ようぜ」と立ちあがると藤谷はベッドサイドのライトだけを残して電気を消す。

「本当に明日の練習はいいのか？」

「平気だって言っただろ」

　欠伸あくび混じりに返事をした藤谷はベッドに入る。

　これから部屋を出ていくのは先ほどの事を過か剰じように意識しているようで、諦あきらめてソファに寝ねようとすると藤谷が「広いからこっちにくれば？」と口にした。

「それとも、さっきキスしたから俺のこと怖こわい？」

　不敵な顔で藤谷がそう言うから、俺は「そんなんじゃない」と言ってベッドに入る。

　さっきのことが冗談だったとお互たがいに確かく認にんするためにも、俺はその誘いにのる必要があった。ここで断れば、キスをする前の関係には戻れないだろう。

　こいつが前みたいに俺の前で無気力な顔しか見せなくなるのは嫌いやだ。

　だから俺は真っ白なシーツとシーツの隙すき間まに入りこんで、柔やわらかすぎる枕まくらに顔を埋うずめる。横になって初めて、自分が眠かったのだということに気付いた。

　藤谷は俺に背を向けたまま何も言わない。疲れていたようだから眠ったのかもしれないと俺も目を閉じる。

　先ほどのキスが冗談なんかじゃないのは分かっていた。でも藤谷が「冗談だ」と言ったからそれはもう、冗談になったのだ。

　───その方が良い。

　しばらくそんなことを考えていたが気付けばいつの間にか眠っていた。けれどふいに、息苦しさに起こされる。

　一体なんだと目を開けると、藤谷が俺の唇くちびるにキスをしていた。

「ふじ、たに…？」

　寝ぼけながら声を掛けると、一いつ瞬しゆん怯おびえたような顔をした藤谷が躊躇ためらいながら口を開く。

「……あんたやっぱり嫌なやつだよ。冗談なんかじゃないって気付いてたくせに」

　藤谷は俺の腕うでを押さえて、俺を上から見下ろす。

「気付いてるのに、俺の横でどうして寝られるんだよ？」

「お前を信用してるから」

　俺がそう言うと藤谷は切せつ羽ぱ詰つまったような顔でゆるく首を振ふる。

「俺だって男だよ。好きな人が横で寝てたら、我が慢まんなんてできねーよ」

　藤谷が顔を近づけてくる。押さえられた手に力を込めて振り払はらおうとしたら「逃にげるなよ」と縋すがるような声で言われた。

　その声に動けなくなる。

　唇が先ほどと同じように合わせられて、藤谷は「すげー好きなんだ」と口にした。

　唇を離した後、藤谷は俺の首筋に鼻先を埋める。

　俺の腕を摑つかむ藤谷の手にはもうそれほど力は入っていなかったが、振りほどくことができない。触れている体はやけに温かくて、相手が同じ男だと分かっているのに心地ここちが良い。

「一回だけでいいから」

　らしくもなく、小さい声で藤谷が言う。

「それで諦めるから」

　ぎゅっと、藤谷が抱だきついてくる。

　小さく震ふるえながらも強く抱きついてくる硬かたい体に、子どものころに両親の離り婚こんが嫌で母親に縋り付いた自分がだぶる。怯おびえるように体を寄せる藤谷を見ていて、思わずため息が漏もれた。

　俺はこいつを突つき放せない。こんな風に強くしがみついた後、突き放されたときの寂さびしさを嫌いやっていうほど知っている。

　それに、なんだか可愛かわいいと思った。それは決して恋れん愛あい感情ではないけれど。

「わかった」

　自分でもなんでそんなことを言ったのか不思議だった。

　男を抱きたいと思った事なんて一度もない。それに俺は人一倍面めん倒どうなことが嫌いで、こいつを抱いたら面倒なことになると分かっているのに。

　でも突き放せなかったんだからしょうがない。俺は自分で思ってた以上にこいつを気にいっていたようだ。

「お前の気持ちには応えられない。抱かれてやることも出来ない。でも一回抱くだけなら、出来るかもしれない」

　俺の首筋に顔を埋めていた藤谷の頭に軽く手を載のせて、犬でも撫なでるように頭を撫でた。いつも尖とがらせているから、硬いイメージがあったが、触れた髪かみは指に柔らかくからみつく。

「いいのかよ？」

　藤谷の震える声とその吐と息いきが首筋に掛かかる。

　まさか本当に俺が引き受けるとは思っていなかったのだろう。おそるおそる顔を上げた藤谷の目を見て「抱くだけでいいなら」と答える。自分でも安やす請うけ合いしすぎだと思ったけど、想像以上に高い藤谷の体温にもっと触れていたいと気付いてしまった。

「いい、それでいい」

　一回だけでいい、と藤谷が言って頭を撫でていた俺の掌てのひらに自分の唇を押しつける。

　目が合うと藤谷は恥はずかしそうに、困ったように目を逸そらす。

　その首筋に掌を滑すべらせる。指が触れただけで、さっきまでの積極性が噓うそのようにびくりと震えた。

　引き寄せて服の中に手をいれる。藤谷の脇わき腹ばらに掌が触れると、静電気が走ったみたいに藤谷の体が跳とび上がる。その過剰な反応に思わず笑う。

　上に着たアイボリーのルームウェアを脱ぬがせて、むき出しの肌はだを確かめるように触れる。藤谷は大人おとなしくされるがままになりながら、体を硬くして耐たえるように唇を嚙かむ。そんな風にしていると、まるで俺が無む理り矢や理り触れているみたいだ。目を覗のぞき込むために顔を近づけると、今まで大人しかった藤谷の手が俺の体を押しのけるように肩かたに置かれる。

「嫌なのか？」

「そうじゃない」

「じゃあ、怖いのか？」

　肩に置かれた手を自分の手の中に握にぎりこむ。さっき藤谷がしたように体温の高いその掌に口づけながら問うと、「そんなんじゃねーよ」とむっとしたような声が返ってきた。

「そういうんじゃなくて、すげー緊きん張ちようしてるだけ」

　確かに掌は汗あせを搔かいてしめっていた。藤谷が大人しいうちに、下に穿はいているものも取り去って仕し舞まう。硬い胸に唇を寄せると、藤谷の手が俺の背中に回る。太ふと股ももに手を滑らせると、腕に藤谷の手が抵てい抗こうするようにおかれた。

「手が邪じや魔ま」

「だ、だって…」

　顔を赤くして「そっちはあんまり見られたくない。触さわられるのも…」と口ごもる。コンプレックスでも抱いているのかと思えば「気持ち悪いだろ」と言った。

「俺が、触る」

　そう言うと、藤谷がゆっくりと唇を合わせる。

「女の人のこと考えてていい。俺きっとつまんないと思うから」

「らしくないな」

　いつもと違ちがってしおらしい。別人を相手にしてるみたいで、不思議な感覚だ。

「仕方ねーだろ、こんなの初めてなんだから」

　俺も男とするのは初めてだ。それなのに未いまだに自分の中で嫌けん悪お感が芽生えないことを不思議に思っている。

「初めてって、女とはしたことあるだろ」

　藤谷はその言葉に「悪いかよ」とふて腐くされたように口にする。

　あまりにもそれが意外で「噓だろ」と呟つぶやいてしまう。女子には抱かれたい男だの、つきあいたい男だのと騒さわがれて、その手のランキングじゃいつも上位にいる藤谷がまさか経験がないなんて噓みたいだ。

　そう言えばさっきから藤谷が仕し掛かけてくるキスは唇を合わせただけで離はなれていく。肌に触ふれる掌は熱くて、その体も温度が高すぎるぐらいに熱いがいやらしさがない。迷うように何度も俺の腕や背中を撫でるばかりだ。

　いっこうに先に進まない動きに焦じれて、その体を組み敷しいた。

　ベッドに押さえつけて、開いた唇を奪うばって舌を這はわせた。

「んんっ」

　驚いたようにぎゅっと俺の腕を摑む。藤谷の舌の側面を自分の舌先でなぞるようにからませて吸う。何度も同じようなことをやっていると藤谷の体が柔らかくなって、あんなに力が張っていた指先がぱたりとベッドの上に落ちる。

　荒あらい呼吸を繰くり返す藤谷は「俺がするって言ったのに」と窘たしなめるように俺を見た。

「焦らされるの好きじゃないんだよ」

　濡ぬれた藤谷の唇を指で辿たどる。眼めを見つめたら恥ずかしそうに逸らされる。ここまできてその反応はないんじゃないかと、むき出しの肌に唇を寄せる。

「あっ」

　高い声があがって、引きはがそうとするように肩に手をおかれる。

「したいんじゃなかったの？」

　意地が悪い質問だが、藤谷の反応はとてもしたい奴やつのものに思えない。

　返事を待っていたが一向にしゃべりだす気配がない。唇を寄せていた肌から体を引こうとして、ベッドを軋きしませるとようやく藤谷が口を開く。

「したいけど、触られるとどうしたらいいのか解わからなくなる」

　恥ずかしくて困る、と指の隙すき間まから漏れた声が震えている。ほてった顔を隠かくそうとしている姿を見て、体の奥が熱くなった。さっきまで、本当に抱いてやれるだろうかと半分不安だったが、今は衝しよう動どうのままに組み敷いて喘あえがせたいと思った。

　誘さそうように尖った乳ち首くびを舌で舐なめると「ひっ」と悲鳴のような小さな声があがる。

　勃たちあがりかけた性器に触れる。まだ柔やわらかいそこを手の中に握りこんだ。

「だめ、待って…俺、あっ」

　抵抗する手を無視する。女みたいにか弱いわけじゃないが、俺のほうが力が強いからそんなんじゃ抵抗にならない。

　裏筋を指先で辿るようにして、柔らかな陰いん囊のうも指で弄いじる。藤谷の性器はすぐに硬くなった。

　男とも女とも経験がないなら、他人にこんな場所をこんな風に触れられるのも初めてなんだろう。

　そこら中の男が嫉しつ妬とするほど格好いい顔をして、ガドの京としていつも不敵に笑っている男が俺の下で顔を赤く染めながら息を乱している様子に興奮を誘われる。

　藤谷は「見るな」と言っただけでもう抵抗はしなかった。

　きつく膝ひざを閉じて、泣きそうな顔で俺を見上げる。その顔が可愛いと思った。触れるたびにびくついて、緊張する体も可愛い。

　───欲情するくらいに。

「少し触っただけなのにこんなに濡れるんだ？」

　直じかに触れると先走りに濡れた硬い性器が震える。藤谷の耳元で囁ささやきながら、舌で耳を舐めた。

　陰いん茎けいを擦こすりながら指先で強く尿によう道どうの辺りを擦ると、藤谷は「も、離せ」と首を振ふる。

「いきそうだから、離せ」

　掠かすれた声と、遠えん慮りよがちに俺の肩に回された手が可愛かわいくて、そのお願いを聞く気にならない。

　自分の硬かたくなった性器を自覚して、今すぐにでも藤谷に入れたくなる。

　無理矢理奥の方まで突き上げて泣かせたいと思った。だけど頼たよりなく首をふる様があんまり可愛くて、初めてだからと怯える様が可哀かわい想そうでその衝動をどうにかやり過ごす。

「いけよ」

　少し乱暴に手をスライドさせたら、呆あつ気けないほど簡単に藤谷が射精する。

「あ…っ」

　余り触れてないのにこんなのでいけてしまうなんて、自分でもあまり触ったりしないんだろうかと下世話な想像をする。

　腹に散った白はく濁だくした液体を指で掬すくって、藤谷の奥まった場所にぬりつけた。

「っあ、んん」

　指先を潜もぐり込ませると、怯おびえたように藤谷が俺の肩に爪つめを立てる。

「充っ」

　硬くなった表情を解ほぐすように何度もキスをした。やわらかく舌を絡からめて、名前を呼びながら髪かみを撫なでてやる。やさしく背中を抱だき寄せながら、唇くちびるを合わせているとだんだん藤谷の表情から怯おびえがなくなっていく。

「まだ怖こわいか？」

　藤谷は答えなかったが、再び自分から唇を合わせる。薄うすい舌が、躊躇ためらうように俺の唇に触れる。

「んっ」

　二本目の指を入れると、きつく締しめ付けられる。中で動かすと藤谷が熱のこもった吐息を吐はいた。その吐息に煽あおられる。恥ずかしがる仕草が可愛かわいくて堪たまらない。

　俺が抱いてきた女はみんな、こんな風にはならなかった。良い意味でも悪い意味でも遊び慣れていて、自分に自信を持っていた。そんな彼女たちが好きで、楽だったから今まで不満なんて持ったことなかった。

　だけど腕うでの中で震ふるえながら快感に戸と惑まどう姿に、彼女たちを相手にした時以上に我が慢まんが利きかなくなりそうだ。それでも優やさしく抱いてやりたいと思った。

「なか熱いな」

　指を動かしながら言った言葉に、藤谷は俺の髪を引っ張って「恥はずかしいことばっかり言うなよ」と小さな声で抗こう議ぎする。

　俺は片手でバスローブの紐ひもを解ほどいて、脈打って充じゆう血けつした性器を藤谷のものとすりあわせる。触れあった瞬しゆん間かん、びくりと引いた藤谷の腰こしを引き寄せる。

「逃にげんなよ。こういうのがしたかったんだろ？」

　自分が男相手にこんなことをするなんて想像もしなかったのに、気付けば違い和わ感なくやっている。汚きたないとか気持ち悪いとか思うよりも先に、もっと触れたいと思った。

「……いじわるだ」

　責めるように言われて、確かにそうかもしれないと思った。もっといじめたい。可愛い反応ばっかり返ってくるのが楽しくてたまらない。ガキの頃ころは、好きな子をいじめるという同級生の心理が解らなかった。好きな子には優しくして、相手にも好きになって貰もらえばいいと単純に考えていた。その考えは正しいんだろう。

　だけど、今になってようやくガキだった頃の同級生の気持ちが分かる。

「だっていやらしすぎるだろ。たったこれだけで、藤谷のまた硬くなってる」

　すりあわせるうちに藤谷の性器の尖せん端たんからは、あとからあとから半はん透とう明めいな液体があふれ出してくる。

「言うな」

　見るな、離せ、言うな、さっきから命令されてばかりだ。どうせならもっと、積極的なお願いが聞きたい。この行こう為いは自分が望んだものだってことを、こいつに思い出させたい。

「あっ…」

　指を抜ぬいて、その場所に痛いぐらいに張りつめた性器を当てる。入りたくてぞくぞくする。とろけた肉に入り口がひくついているから尚なお更さらだ。こんな体で純情なそぶりをみせるから堪らなくなる。これが全部演技なら、こいつは大した役者だ。俺なんか足あし下もとにも及およばない。

　こんなに誰だれかを抱きたくて堪らないのは初めてだ。

「欲しいか？」

　自分が入れたくて仕方がないのにそう聞いた。返事を急せかすように乳首を摘つまむ。

「っあ、いや…ぁ」

「嫌いやなの？」

　ちがうだろ、と言うように摘んだ乳首を嬲なぶる。

　ひくつく入り口を指先で広げた。

「なあ、欲しくないの？」

　欲しくないならここでやめようか？　耳元に吹ふき込むように尋たずねる。

　そろそろ俺も我慢の限界だ。返事が聞けないなら無む理り矢や理りにでも入れてしまおう。

　そんな風に思っていると、藤谷がぼろっと目め尻じりから涙なみだをこぼした。

「う…あっ、どうしてそんなこと。知ってるくせに」

　それから俺の首筋に抱きついて「お願いだから、もういじわるすんのやめろよ」と口にする。

　幼い口調が尚更加か虐ぎやく心をそそる。そんなもの自分の中にあるなんて思いもしなかったのに。

「じゃあちゃんと欲しいって言えよ」

　藤谷が洟はなをすすりながら「ほしい」と消えそうな声で言った。

　本当に可愛い。こんなに可愛くなるなら、男相手だってなんだって抱ける。

　一度だけじゃなく何度でも。

　だけどそれは所しよ詮せん肉欲なんだろう。こいつの気持ちに応こたえるつもりがない俺は、この一度だけでやめにしないといけない。だけど手放すには惜おしいと思った。

　指先に吸い付くような肌はだも、潤うるんだ目元も、薄い唇も全部。こんなにいやらしいなんて想像もしてなかった。

「いい子だな」

　あやすように頰ほおにキスをして、入れたくて仕方なかった場所にゆっくりと埋うずめていく。

「いっ、あっ」

　奥に奥にと入り込んでいくたびに、背中に食い込む爪の力が増していった。宥なだめるように藤谷の性器を手の中で愛あい撫ぶする。

　辛つらそうなのが可哀想だとは思うけど、俺は押し寄せる快感に目が眩くらんで動き出したくなる。その衝しよう動どうをやり過ごすために、またキスをした。キスをしていると俺も藤谷も落ち着く。音を立てながら舌を絡めて、空いた手で乳首を可愛がっているときゅっと中が締まる。

「すごいな、今の意識してやってんの？」

　無意識にそう口にして、また意地悪なことを言ってしまったと気付く。

　だから藤谷が何かを言う前に、深いキスをする。そうやっていると、俺を銜くわえ込んだ場所がきゅうきゅう締まる。波打つようなその動きに、腰が揺ゆれる。

「んっ…あっ…やっ」

　揺さぶると藤谷が良い声を出す。耐たえきれなくなって、力任せに何度もゆさぶった。

「っはぁ、あっ、充、んっ」

　やさしくしてやろうと思ったのに、気付けば夢中で突ついていた。奥の方まで何度も何度も突き上げて、藤谷はいつの間にか嬌きよう声せいしかあげなくなっていた。それでもその体は感じていて、勃たちあがった性器はいつのまにか色の濃こい液体を垂らしている。

「いっちゃったんだ？　今度はちゃんといく時は言えよ」

　聞こえてるのか聞こえてないのか、とろんとした眼めの藤谷の足を持って今までとは違ちがう角度から激しく突き上げる。

「あっ、だめ、だめ、俺…、ぁ…う」

　出したばかりで敏びん感かんな体が、逃げるようにびくびくと腰を揺らせる。

「こんなの、すぐ、また、いっちゃ、う」

　藤谷はいやいやと首をふる。腹の間で擦こすれる藤谷の陰いん茎けいはまだ硬いままだ。

　体の最さい奥おうに俺をくわえこんだまま、どうにもできない官能にぼろぼろと涙を流す。

　その涙を舌を伸のばして追いかけた。

「ひっ…ぁああ…、も、いく、また俺、…あぁ…っ」

　甘い声を聞いていると俺も限界が近づいてくる。出してしまいたいような、まだ味わっていたいような些さ細さいなジレンマを感じていると藤谷の唇が動いた。

「すき」

　かすれてろくに声になっていなかったけど、そう聞こえた。確かめる前にもう一度、今度はさっきよりもちゃんとした声で藤谷が言う。

「すき。充のこと、すごくすき」

　それを聞いて、何かを言い返す間もなく藤谷の中に射精した。どくどくとなかに注ぎ込んで、ずるりと抜いた。その刺し激げきにまた藤谷はいった。

　藤谷は三度目の射精で腹を汚よごしたあとで、眠ねむるようにぐったりと眼を閉じた。俺が息を整えた後もその目は開かなかった。初めてなのに激しすぎたせいかもしれない。

　藤谷の体を備え付けてあったタオルで簡単に拭ぬぐって、俺はもう一度シャワーを浴びてから藤谷の眠るベッドに入り込む。俺の横で藤谷は静かに眠っていたが、俺はただその顔を見ていた。あどけない顔をしているのが可愛かわいくて、ついその額にかかった前まえ髪がみをどかしてやる。

　そんなことをして、はっと自分の動作に気付き思わずその手で顔を覆おおう。

「何をやってるんだ俺は」

　好きになってもやれない相手を抱だくなんて、どうかしてる。しかも同性で、共演者だ。撮さつ影えい期間がまだ残っているのに、馬ば鹿かなことをした。

　共演者と成り行きで関係を持ってしまうなんてこと、俺は今までしたことがなかったんだ。

　あくまでプライベートと仕事はわけてきた。サクラとつきあったのだって、共演した舞ぶ台たいが終わって半年も経たってからのことだ。

　つきあう気もないのに気を持たせるようなまねをするのは、藤谷に対しても不誠実だ。

　疲つかれていたのに、ろくに眠れないまま空がうっすらと白んでくる。

「ごめんな」

　寝ねている藤谷に向かって呟つぶやいてから、音を立てないようにベッドを出る。そろそろ始発が動き出す頃だ。バスローブから普ふ段だん着ぎに着き替がえて、部屋の隅すみにあるデスクの上のメモ用紙に先に帰る旨むねを走り書きして一枚破く。それをベッド脇わきのサイドボードに置いて部屋を出た。

　藤谷が目覚める前に部屋を出るということが、まるで一夜の関係を持った事実から逃げ出すようで罪悪感が足取りを重くする。

　それを振ふり切るようにホテルのロビーを歩きながら、もう一度小さく心の中だけで「ごめん」と繰くり返した。










　授業が終わってから、電車に揺られてスタジオに向かう。

　今日は成せい城じよう近くのスタジオで撮影なのでロケと違って面めん倒どうがなくていいが、シーンは藤谷とのかけあいなので気が重い。藤谷とはあの日以来初めて顔を合わせることになる。

　この三日間、仕事が忙いそがしいのか藤谷は学校に来なかった。顔を合わせるのは少し緊きん張ちようする。

　何もなかったふりをうまくしなければならないと考えてる自分に気付いて少し驚おどろいた。今まではそんなこと、意識しなくても普ふ通つうに出来ていたのに。関係を持った相手と仕事で一いつ緒しよになっても、そんな気配はおくびにも出したことはない。

　やたらとあいつのことを意識している自分をおかしく思いながらも、メイクや衣装の準備を終えてスタジオに入る。

「あ、お疲れ様でーす」

　出番が終わった共演者とすれ違って声をかけられ、お辞じ儀ぎを返す。脚きや立たつを跨またいだ照明さんが腕うでを伸ばして作業をしている。

　監かん督とくはどこにいるのかと視線を巡めぐらせれば、奥の方でカメラマンともめている。普ふ段だんは大人おとなしい人なので怒おこったところをあまり見たことがないが、カメラマンに対してはいつも感情をストレートに出している。つきあいが長く気心が知れているからということもあるだろうが、それにしても今日はいつもよりも激しい。

「今日の監督、ぴりぴりしてますよね」

　不意に背後からそう声をかけられて振り返ると、黒いスーツにキャメルのコートを羽織った鹿山が立っていた。刑けい事じというよりは、金持ちの青年実業家といった風体だ。普段と違って撫なでつけられた髪かみがいかにもエリートっぽい。

「何かあったのか？」

　俺より先に別のシーンを撮とっていた鹿山なら知っているだろうかと声をかけると、鹿山は「隣となりのスタジオで赤座監督が撮ってるんですよ」と苦く笑しようしながら言う。

「なるほどな」

　それで納なつ得とくした。赤座監督と矢代監督は昔から仲が悪い。悪いといっても、赤座監督の方が監督としてのキャリアが長いこともあって、矢代監督は赤座監督に何を言われようと人前じゃ大人しくしてる。それでも方々から二人が不仲だという噂うわさは耳に入ってくる。

　なんでも赤座監督がオファーをした大おお御ご所しよの俳優が、矢代監督の映画からもオファーが来ていて時期がかち合うという理由で、赤座監督の方を蹴けったことがきっかけだという話だ。本当か噓うそかは分からないが、赤座監督からしたら自分よりもキャリアの浅い新米監督と比べられて蹴られたなんて、不ふ愉ゆ快かい以外の何ものでもないだろう。

　かといって、矢代監督もそれが理由で目の敵かたきにされるのも納得できないだろう。

　見ていると、監督が話し合いを止やめてこちらに来た。

「藤谷君は？」

「すいません、今メイク入って──」

　同じ事務所の鹿山が謝り終わる前に、スタジオに藤谷が入ってきた。

「すみません、遅おくれました」

　軽く頭を下げた藤谷を見た監督は俺達に「セット入って」と素っ気なく口にする。リハーサルはなく、俺と藤谷はセットの所定の場所で待機する。その時、俺の手が藤谷の肩かたに偶ぐう然ぜん触ふれて、藤谷はびくりと震ふるえた。

　藤谷に何か声を掛かけようとした時、スタッフが大きな声で「はい、スタート！」と口にする。

　このシーンは死体安置所モルグで不ふ審しんな行動をとる警部を、凪と仁が隠かくれて見ているという場面だ。鹿山のアクションの後で仁が凪に話しかけ、それを凪が「静かに」と遮さえぎる。

　なのに、その時になっても藤谷は黙だまり込んだままだ。不審に思って顔を上げると、藤谷は視線を泳がせて「静かに」とまるきり棒読みで口にする。

「止とめてください」

　助じよ監かん督とくではなく矢代監督自らがそう口にすると、セットのなかに入ってくる。

　そのまま、まっすぐ藤谷を見る。藤谷は目を伏ふせて「すみません」と謝った。

「やる気ないよね」

　怒りを抑おさえたような声で矢代監督が言う。

「何か他ほかの事考えてるだろ」

　監督の指し摘てきに、藤谷は再び「すみません」と俯うつむいたまま口にした。そのまま重苦しい間が空いてから、監督はため息を吐つく。

「出ていけ」

　矢代監督は一言だけ口にして踵きびすを返す。思わずぽかんとした鹿山は次いで、矢代監督への謝罪を促うながすように藤谷の背中を押したが、藤谷は何も言わずに頭を下げるとそのままスタジオを出ていく。

　その後ろ姿を、慌あわててスタッフが追っていく。他の連中は怒っている監督にうろうろと視線を彷徨さまよわせ、どうしていいのか分からないというように所在なげにしている。

　現場のこの空気は小さい頃ころ散々味わったものに似てる。両親がケンカをしていたとき、俺はいつもこの空気の中じっと息を殺すようにしていた。

「これだから最近のガキは」

　出ていけと言われて出ていった藤谷を見て、鹿山はうんざりしたような顔をする。

「先せん輩ぱいも追いかけることないですよ」

　釘くぎを刺すような鹿山の言葉に、俺は「そうもいかないだろ」と言ってセットを出ようとする。鹿山がそんな俺の腕を摑つかむ。

「甘やかしすぎなんですよ、あいつのこと」

「そういうわけじゃない」

　普段だったら撮影を途と中ちゆうで投げ出すような奴やつを追いかけない。あいつがちっぽけなプライドを守るために監督に頭を下げられないようなやつだったら、俺も鹿山のように呆あきれていただろう。

　だけどさっき俺の指が触ふれた瞬しゆん間かんの怯おびえたようなあいつの顔を見たら、否いや応おうなくあいつの不調は俺が原因だと分かってしまった。

　鹿山の手を外して、俺がセットを出ると背後でため息を吐くのが聞こえた。

　鉄製の扉とびらを抜ぬけて廊ろう下かを歩いていると、自動販はん売ばい機きの側そばでスタッフと助監督に説得されている藤谷を見つける。

「すみません、俺が話します」

　俺がそう声をかけると、二人が振り返る。藤谷は怯えるように俯いただけで、こちらを見ようとはしない。

「任せて大だい丈じよう夫ぶかい？」

　心配そうな助監督に頷うなずいて「十分ぐらい大丈夫ですか？」と尋たずねる。

　助監督はやれやれという顔でちらりと藤谷をみてから仕方なさそうに頷き、俺に頭を下げるスタッフと一緒にスタジオに戻もどる。

　二人きりになったのを確かく認にんしてから、俺は藤谷に近づく。

「俺のせいか？」

「別に…そんなんじゃ…」

　藤谷はぐっと片方のこぶしを握にぎる。俺の方を決して見ない藤谷に、先日の夜のことを後こう悔かいした。俺がこいつを抱だいたから、こいつは演技ができなくなった。

　やっぱり俺はこいつを抱くべきじゃなかった。

　きっと、藤谷はあの夜のことを後悔してるんだろう。いくら好きだと言ってもやはり男同士だ。寝ねてしまったら想像と違ちがって、気持ち悪く感じたのかもしれない。

「……悪かった」

　思わずそう口にする。その途と端たん藤谷は弾はじかれたように顔を上げた。

「何…それ。悪かったって何だよ？」

　藤谷がきつい眼まな差ざしで俺を睨にらみ付ける。その視線の強さに思わずたじろぎそうになる。

「あの日も、ごめんって言ったけど、なんで謝るんだよ」

　藤谷がどんっと、俺の肩を小こ突づく。あの日、眠ねむる藤谷に向かって言った言葉をまさか聞かれているとは思わなかった。

「ふざけんな、後悔なんかするな。謝ったりするな。あんたが後悔したら、俺もっと惨みじめになるじゃねーかよ！」

　強い口調なのに、瞳ひとみが揺ゆれてる。傷つけたと気付いたら、胸が痛んだ。

「お前の方こそ、後悔してるんじゃないのか？」

　藤谷は「なんで俺が後悔すんの？」と言う。

「俺を避さけてるだろ？」

　先ほど手が触れた時のことを口にすると、藤谷は首を振ふる。

「俺は、ただ怖こわいだけだ」

　小さな声で藤谷は呟つぶやく。

「あんたに気持ち悪いって思われるのが怖いだけ」

　思ってもみなかったことを言われて驚おどろく。そんな殊しゆ勝しような性格じゃないだろうと軽口を叩たたこうとして、藤谷の真しん剣けんな表情に本気で心配していたのだと知った。

「そんな風に思ってない」

　藤谷は探さぐるように俺の瞳を覗のぞき込む。迷子の子供のような顔を安心させるために藤谷の頭を撫でた。だけど触れた瞬間、藤谷は体を硬こう直ちよくさせた。その反応に少し傷つく。

　けれど手を放そうとすると、その手をぎゅっと藤谷がにぎりしめた。

「まだ、カメラの前に立てない」

「どうした？　体調でも悪いのか？」

　俯いているから表情は見えないが、相変わらず力が入りすぎて体が硬かたくなっているのが分かる。

「じゃなくて、緊きん張ちようする」

「？」

「あんたの側にいるってことに、緊張する」

　いつもの無表情な顔だけど、ほんのり目元が赤い。普ふ通つうだったら気付かない程度のその変化を見つけて、俺の方まで恥はずかしくなる。

「あんなことまでしたのに？」

　からかうつもりじゃなくて、本当に疑問に思って口にした。藤谷は「だからだろ」とぶっきらぼうに反論する。

「あと一分だけ待って。そしたら、ちゃんと出来る」

　そう言って繫つないだ手に力を込める。

　言うとおりに待ってから、スタジオに戻る。藤谷は入ってすぐに監かん督とくに頭を下げた。

「やる気のない奴に構ってられるほど暇ひまじゃない。やる気があるならさっさと入ってよ」

　俺と藤谷は再びセットの中に入る。今度はリハーサルから行った。

　藤谷は気持ちを切り替かえて、いつものように凪を演じてみせた。その表情や仕草は最初の頃から考えると、見み違ちがえるほど様になっている。

　テイクは三回目でＯＫが出た。次は別のスタジオでの撮さつ影えいだ。その間再び待機させられる。

　スタジオにはいつの間に来たのか、藤谷のマネージャーの女性が立っていた。

　彼女が監督に挨あい拶さつをした後に、藤谷を連れてスタジオを出ていく。その時に鹿山ともなにか話していた。二人がいなくなると、俺は衣装を替えるためにもう一度楽屋に戻る。

　シーン番号と役名の書かれた紙が貼はられた服がハンガーに掛かっていたので、手早くそれに着き替がえた。鹿山はずっと黒いスーツ姿だし、藤谷もほとんど学ランだ。俺は普通の私服が多いので、彼らのなかでは一番着替えの回数が多い。

　着替えが終わって外に出ると、細い手足のスタッフが大きな段ボールを持って息をきらしながら運んでいた。よろよろと壁かべにぶつかりそうなのを見かねて手を貸す。

「大丈夫？」

「あ、すみません。大丈夫ですから！」

　どう見ても大丈夫じゃない。彼女の手から段ボールを奪うばってスタジオの扉の横まで運ぶ。ここまでなら、他のスタッフに見とがめられて彼女が責められることはないだろう。

「ありがとうございます！」

　頭を下げて再び廊下を引き返そうとする。

「まだあるの？」

「はい、あと三個残ってます。すみません、すぐ運びますから」

　急いでいるところを見ると、次の撮影で使う小道具なのかもしれない。

「手伝うよ」

「あの、でも……」

「落として壊こわしたら大変だろ」

　俺がそう言うと、彼女はまた「ありがとうございます」と大きな声で口にする。

　一階に下りてロビーを通ったら、ロビーでは撮影が行われているようだった。藤谷が派手な格好をした男達に囲まれながら、ソファに座ってカメラを向けられている。

　俺がそちらに視線を向けていると、彼女が「映画の宣伝用の映像を撮とってるみたいですよ」と言った。

「製作発表が終わってから放送ってことになってますけど」

「あれってバンドの？」

　撮影の合間なので、藤谷だけが学ランだ。格好からして周りのメンバーのほうが目立ってもいいはずなのに、やはりその一団で一ひと際きわ目を惹ひくのは藤谷だった。

「井川さん、もしかしてガドのメンバー知らないんですか？」

「曲は聴きいたことあるけどメンバーまではな…。ガド好きなの？」

　意識して聴いたことはないが、色んな場所で流れている。

「好きって言うか、憧あこがれてます。めちゃくちゃに見えて旋せん律りつを大事にしている辺りがＵＫロックに近いし、何より京様が歌もギターも最高に上手うまいんですよね」

　───あいつ、ファンに様付けで呼ばせてるのか。

　うっすらと頰ほおを染めて力説する彼女に、音楽には明るくない俺は首を傾かしげながら正直に「京ってそんなに上手いの？」と聞いた。

　本名を知っていても、仕事中は芸名で呼ぶのは暗あん黙もくのルールみたいなものだ。本名で活動している俺にとっては関係ないルールだが。

　俺の言葉に驚いた彼女は「本当に聴いたことあるんですか？」と問い返してきた。俺は肩かたを竦すくめて搬はん入にゆう出しゆつ口に向かう。

　搬入出口はトラックの荷台から荷物を下ろすことが多いので、コンクリートの高い段差が出来ている。そこに、大きな段ボールが三つ残されていた。見覚えのないスタッフが何人か作業していたが、こちらには見向きもしなかった。

　もしかしたらうちのスタッフではなく赤座組の連中かもしれない。

「本当にすみません」

「どうせ暇だから」

　彼女が両手で抱かかえた段ボールと同じものを俺も持つ。台車を探したが、空いている台車は一つも見つけられなかった。近くにあるエレベータを使おうとしたら、そこは見知らぬスタッフが使用していた。

　順番待ちしている暇もないようで、彼女は再びロビーを通って階段を上がる。スタジオの前まで運んだところで、他ほかのスタッフが彼女を呼び止めた。何か他の用事を頼たのまれているのを見て、俺は最後の一つを運ぶために再び階段を下りる。

　搬入出口から最後の段ボールを手にロビーを通りかかると、既すでに撮影は終わったようで藤谷と四人のメンバーはそれぞれくつろいでいた。カメラが回っていた時は親しげな雰ふん囲い気きだったのに、カメラがなくなったら途と端たんにそれぞれが適当な距きよ離りを空けてばらばらに動いている。

　そのうちの一人が俺に気付いて近づいてきた。

「おい、お前これでなんか食い物買ってきて」

　そいつが俺の持っている段ボールの上に紙し幣へいを置く。

　荷物運びをしている俺を見てどうやらスタッフと勘かん違ちがいしたらしい。それにしたって、その態度はどうかと思うが。

　両手が段ボールで塞ふさがっていた俺は置かれた紙幣を手に取ることも出来ずに、自分より背の低いそいつを見下ろす。すると後ろからばたばたと見知らぬスタッフが走り抜ぬけていった時に、紙幣がふわっと床ゆかに落ちた。

「何してんだよ、とろいなぁ。さっさと拾えよ」

　そいつがそう言って足あし下もとの紙幣を顎あごで指す。

「使えねー」

　背後からやってきた別のメンバーがそいつの肩にもたれかかりながらそう口にする。

「早くしたほうがいいよ、こいつ怒おこらせると手付けられないから」

　けらけらと笑いながら、別のメンバーが足下の紙幣を靴くつ先で蹴ける。

　つきあってやるのも面めん倒どうで、面識のあるこいつらのマネージャーを呼ぼうとしたら、びしゃっと足下に茶色の液体が飛んだ。

　顔を上げると空の紙コップを手にした藤谷が立っていた。

「っ、てめぇっ」

　先ほど俺に紙幣を渡わたした男が、藤谷にコーヒーを掛かけられて怒ど鳴なる。傍かたわらにいた別のメンバーの白いシャツにもコーヒーの染しみがついていた。

「お前らなんかが充に話しかけてんじゃねーよ」

　藤谷は手の中の空になった紙コップを、男の胸むな元もと辺りに投げつける。

「ふざけんな、その自じ慢まんの顔ぼこぼこにしてやる」

　紙コップが廊ろう下かに落ちるよりも早く、メンバーの一人が藤谷に殴なぐりかかる。

「きゃー！」

　どこからか女の悲鳴が聞こえて、俺は咄とつ嗟さに藤谷を庇かばうように二人の間に割って入る。放ほうり投げた段ボールががしゃんと音を立てて廊下に落ちるのと、俺が藤谷のバンドのメンバーに殴られるのはほぼ同時だった。

「っ」

　歯を食いしばる暇もなく頰を殴られて、口の中に血の味が広がる。痛みに顔を顰しかめて殴られた場所を手で抑おさえた。思わず歯を嚙かみしめて、折れていないかどうか確かく認にんしてしまう。

　殴られた事に怒いかりを感じるより先に、俺を殴ったメンバーに摑つかみかかっている藤谷を宥なだめなきゃならなかった。取っ組み合いになっている二人のうち、藤谷を引きはがす。もう一人の方は別のメンバーが羽は交がい締じめにした。

　それでも俺の腕うでの中から逃のがれようともがく藤谷にむかって、慌あわててやってきたマネージャーが「いい加減にしなさい！」と怒鳴る。

「うるせーよ、ババァ！　わめいてんじゃねーよ！」

　興奮している藤谷の怒鳴り声が耳に痛い。声量に感心してる場合じゃないが、これなら舞ぶ台たいでも充じゆう分ぶんいけそうだ。

「こんなことするなんて何考えてるの！」

　こんなこと、というのはメンバーに対してコーヒーをぶちまけたことらしい。

「ふざけんな、悪いのはそいつだろうが。あんた何見てたんだよ!!」

　怒りに任せて怒鳴った藤谷をマネージャーは睨にらみ付けて、それから俺を見てはっと息を飲むと、土下座でもしかねない勢いで頭を下げる。

「私の監かん督とく不行き届きのせいで、本当に申し訳ございませんっ」

　自分の母親とそう変わらない年ねん齢れいの人が目に涙なみだを溜ためて俺に謝罪した。俺を殴った男はそれを見て、流石さすがに俺がスタッフではないことに気付いたようだ。

　いつの間にか周りに人が集まっていて、男はばつが悪そうな顔で「放せよっ」とメンバーに言うと、まだ自分を睨み付ける藤谷や自分のために謝るマネージャーを無視してロビーから外へ出ていく。

「うわっ、何やってるんですか井川さん！」

　騒さわぎを聞きつけてやってきたのか、俺のメイクを担当してくれているスタッフがぎょっとしたような顔で近づいてくる。

「もー、髪かみ崩くずれてるし口の端はし切きれてるじゃないですか。この後撮さつ影えいあるのに…」

　非難めいたスタッフの声を聞いて、もう一度藤谷のマネージャーが謝る。

　いつの間に来たのか、プロデューサーと監督がここにいない下村の代わりに藤谷のマネージャーと藤谷に抗こう議ぎする。

「俺は大だい丈じよう夫ぶですから」

　そう言った俺を見て矢代監督は首を振ふりながら「お前は大丈夫でも仁は大丈夫じゃないだろ」と言う。そう言われてしまうともう何も言えない。黙だまった俺の腕を鹿山が引いて楽屋の方に歩き出す。

「手当てしましょう。早く冷やした方がいい」

　藤谷のことが気になったが、撮影に影えい響きようしてしまうので手当てを拒こばむこともできずに大人おとなしく楽屋に戻もどる。放り投げてしまった段ボールの中身は大丈夫だったのだろうかと心配しながら、スタッフが持ってきた救急箱を開ける。

　切れた口の端を消毒液に浸ひたしたガーゼで拭ぬぐうと鹿山は冷れい湿しつ布ぷを適当な大きさに切って、俺の頰に貼はる。右頰のほとんどに湿布が貼られた俺は、さぞ間ま抜ぬけに見えるんだろうなと思った。

　サクラ辺りに見られたら、また馬ば鹿かにされそうだ。

「俺だったら、先せん輩ぱいのことこんな目に遭あわせない」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやいた鹿山の言葉の意味が分からずに視線を向けると、衝しよう撃げき的な言葉が返ってくる。

「あのガキと先輩、なんかあったでしょう？」

　聞くというよりは確認するように鹿山は口にした。

「そういうの分かるんです。俺、先輩のことずっと見てきたから」

　鹿山は眉まゆ根ねを寄せて、俺の怪け我がをした頰に手を当てる。

「同じ男でもいいなら、あんな奴やつじゃなくて俺にしてくださいよ」

　囁ささやくような声で言った鹿山は驚おどろく俺の目をまっすぐ見た。

「それ、本気で言ってるのか？」

　今まで鹿山が俺をそんな風に思っているなんて、考えたこともなかった。

「本気に決まってる」

　真しん剣けんな顔で言う鹿山に俺は首を振る。

「悪い。俺はお前のことそういう対象で見られない」

　藤谷に告白された時よりも違い和わ感を感じてそう答える。藤谷に告白された時は思い出さなかったのに、鹿山に告白されたら、女装して出た舞台で男性の共演者に誘さそわれたことを思い出した。あの時に感じた気まずさと困こん惑わくが、鹿山を見ていると蘇よみがえってくる。

　決して鹿山のことは嫌きらいじゃないが、その気持ちを受け入れることはできないと感じた。

「なんでですか？　あんなガキでもいいなら、俺でもいいじゃないですか」

「無理だ」

　鹿山はその整った顔を崩くずして、泣きそうな顔をした。

「もしかして、先輩はあいつに本気なんですか？」

　そう言われて、俺は初めて自分が藤谷と鹿山の気持ちを区別して考えていることに気付く。

　何が違ちがうのかうまく説明ができないが、俺は鹿山を抱だくことはできない。藤谷の気持ちも鹿山の気持ちも受け入れられないと考えているのに、藤谷を抱くことはできた。その違ちがいがどこにあるのか分からないけど。

「俺は諦あきらめませんから。あのガキよりも、俺の方が先輩のこと好きですから」

　そう言って鹿山は楽屋を出ていく。

　その後ろ姿を見ながら、俺はややこしいことになったとため息を吐ついた。










　昨日殴られた時の腫はれが引かず、撮影が出来ないので仕方なく家で時間を潰つぶす。最近忙いそがしくてできなかった掃そう除じをして、一週間ぶりにパソコンを開いて溜たまっていた知り合いからのメールに返信する。

　事務所には一応昨日の夜に下村を通して報告をした。下村は既すでに藤谷のマネージャーから話を聞いていたようで、驚きはしなかった。

『殴られた方で良かったです。殴った方だったら大変でした』

　いつもと同じくのんびりとした声でそう言っただけで、それ以外に特に何も言わない。現在下村は俺のことよりも、別に担当している新人子役の世話でいつも手一いつ杯ぱいのようだ。基本的に俺は下村に限らずマネージャーに終始側そばに居られるのは好きじゃない。でも今回のようなトラブルが起きると、直接自分が動かずともマネージャーが動いてくれるので助かる。

　下村のようにスケジュール管理と契けい約やく業務の代行やこういった事務所同士の話し合いだけをしてくれるマネージャーの方が楽でいい。他ほかのタレントから見たら、恐おそらく下村のようなマネージャーはマネージャーとして失格なんだろうけど。

「結構まだ痛いな」

　ぴりぴりと痛む右の口角に手を当てる。

　口の中も切ったせいで、熱いものを食べるたびに沁しみる。とりあえず湿布は朝起きて取り替かえた。家でただ時間を過ごすのも勿もつ体たいなくて、午後になってから買い物に出で掛かける。

　よく行く店で入にゆう荷かしたばかりだという靴くつとジャケットを買って、出来たばかりの窯かま焼きピザの店でマルガリータを食べていると、仕事用の携けい帯たいに見知らぬ番号から着信があった。

　プライベート用の携帯なら見知らぬ番号に出たりしないが、仕事用となるとむしろ見知らぬ番号からの方が多い。休日の電話を鬱うつ陶とうしく感じながらも、急用だと悪いので出る。

「はい」

『いつもお世話になっております。ガドのマネージャーの横よこ須すですが…』

　昨日俺に頭を下げた藤谷のマネージャーだ。

「どうも」

　まさか俺の携帯番号を知っているとは思わなかった。鹿山か藤谷に聞いたのか、それとも別ルートからだろうか。どちらにしても用件だけ聞いてさっさと切ってしまおうと思っていると、昨日の謝罪の後で「実はお願いがあるんです」と切り出された。

「え？」

　意味が分からずに問い返す。謝罪のためにかけてきたんじゃなかったのかと驚く。さすが業界最大手の事務所の人間はやることが違う。

『昨日の一件で京がバンドをやめると言い出しているんです。それで井川さんとは仲良くさせて頂いているようですし、京のこと説得して頂けないかと思いまして』

　どの面つら下げてそんなこと言っているのかと、思わず苦く笑しようした。

『あの子今日のレコーディングを放って、家にこもってるみたいなんです。私が行ってもドア開けてくれなくて…。でもあの子は井川さんのことが大好きですから、井川さんから説得されれば考え直してくれると思うんです。お願いします』

　その声には藤谷のことを思いやる心情が表れていた。だけど普ふ通つうそんなことを俺に頼たのむだろうか。常識的に考えればありえないだろうと、怒おこるよりもむしろ呆あきれる。

「よく俺にそんなこと頼めますね」

『申し訳ありません。ですが、井川さんでなきゃあの子のこと、説得なんてできません。どうかお願いします』

　何故なぜ俺に頼たよるのだと言いたいが、俺も藤谷のことは気になった。

「分かりました。話だけはしてみます」

　そう言うと再び感謝される。通話を切ってから手帳の後ろに入っている路線図を見た。ここからだと地下鉄で何度か乗り換かえるはめになる。直線距きよ離りはそんなに遠くないから、タクシーを使ったほうが早そうだ。

　食事を終わらせてから、俺は通りでタクシーを拾って乗り込む。行き先を告げた後に藤谷に電話をしようかとも思ったが断られる気がして、結局アポも取らずに藤谷のマンションに向かった。

　このマンションは出入り口でわざわざ住人を呼びだして、ロックを解除して貰もらわないと入れない。車を降りるとちょうど住人が入っていく所だったので、一いつ緒しよに自動ドアをくぐる。

　管理人室の前を通ってエレベータに乗り込むと、住人はちらりと俺を振り返ったが特に何も言わないので、俺は自分で勝手に藤谷の部屋がある階のボタンを押した。

　エレベータはすぐに停とまって、俺は足早に降りて藤谷の部屋の前まで行く。

　インターフォンは押さずに携帯で藤谷に電話する。何度かコールした後で藤谷が出た。

「俺だけど、今家にいるか？」

『……充？』

「ドアの前に来てる。開けろ」

　そう言うと、藤谷は考えるように沈ちん黙もくした後で通話を切る。数秒してからガチャリと鍵かぎが解除され、ドアが開けられた。そこに立っていた藤谷は俺を見ると「昨日はごめん」と子どもみたいにしゅんとしながら謝る。

「とりあえず中に入れろ」

　藤谷は体を引いて俺を中に通す。収入の規模が違うのだから当たり前だが、いつも来るたびに藤谷の家の広さは無む駄だだと思う。使っていない部屋が二部屋もあるのだから、もっと家賃の安いところに引っ越こせばいいのにと、他人ひと事ごとながらいつも思ってしまう。

　もっともセキュリティや交通の便の関係でここに住んでいるのかもしれない。それにガドのボーカルとしてのイメージもあるだろう。

　俺はいつものように勝手に藤谷の家のソファに座る。部屋の中のものは黒で統一されているから、当然このソファも黒い革かわ張ばりだ。インテリアや生活必ひつ需じゆ品は全すべて引っ越して来る前からそろっていたと言っていたから、恐らく藤谷の趣しゆ味みではないのだろう。

「バンド辞やめるって騒さわいでるんだって？」

　キッチンで何かやっていた藤谷は「もしかして横須から聞いたのか？」と口にする。

「俺のこと説得しろとでも言われた？」

「ああ」

「あのババア何考えてんだろうな。昨日の今日で、よくそんなことできるな。本当にうちの事務所って最悪……。充にはもう、充じゆう分ぶん迷めい惑わくかけてんのにな」

　疲つかれたような声で藤谷が言いながらコーヒーの入ったカップを俺の前に置くと、俺の隣となりに一人分の間を空けて座る。

「昨日監かん督とくとプロデューサーから抗こう議ぎされてさ、うちの上層部にも昨日のことで話が行って、事情聞くために俺やメンバーが専務に呼ばれたんだ。いい機会だからそこでバンド抜ぬけさせてくれって頼んだ」

　俺は藤谷が淹いれてくれたコーヒーに口をつける。

「もともと合ってなかったんだよ。俺、こういうのやりてーわけじゃねーし」

　そう言って藤谷はテーブルの上に置いてあった透とう明めいなケースに入ったＣＤを、カシャンと壁かべに立てかけられたギターの方に投げる。

「化け粧しようして着き飾かざって、くだらねー歌を歌いたかったわけじゃねーんだよ。デビューだって本当は、インディーズのころから一緒にやってきたメンバーとするはずだったんだ。顔が良いだけでろくに努力もしない、あんな下手へたくそ連中とこれ以上組んでられない」

　藤谷は一通り、メンバーへの愚ぐ痴ちを言った後に「契約が切れたら、うちの事務所もさっさと辞めて、充のところで役者になる。音楽活動は元の仲間ともう一度インディーズでやる」と続ける。

　俺は飲み終わったコーヒーのカップをテーブルの上に戻もどして、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、来たことを後こう悔かいした。

　こいつは体育倉庫で主役なんて辞めると言った時と何も変わっていない。嫌いやになって投げだそうとしているだけだ。

「要するにお前は逃にげたいんだな」

「え？」

「お前の考え方は甘い。そんな風に考えてるなら、どこの世界だって無理だ」

　俺は立ちあがって、ギターの前に投げ出されたＣＤを藤谷の前に置く。

「これを作るのにどれだけの人間が動いているのか知っていて、こんな風に粗そ雑ざつに扱あつかうやつと組んで仕事をするのはバンドのメンバーだって嫌だろうな」

「なんであいつらの方庇かばうんだよ。充の顔殴なぐったのはあいつらだろ」

　理解できないというように藤谷が呟つぶやく。

「庇ってるわけじゃない。だけどお前が自分たちのバンドを嫌きらってることは、きっとあいつらにも伝わってるんだよ。だからあいつらがお前に突つっかかるんだ」

　川添たちも同じだろう。藤谷が自分たちを馬ば鹿かにしていることを知っているから、それでいて結局藤谷に敵かなわないのも知っているから、あんな風に藤谷に対して子供じみた苛いら立だちをぶつけてくるんだろう。

「あいつらに諂へつらってバンド続けろっていうのかよ。あんたのこと馬鹿にして殴った下手くそな奴やつ等らと仲良く歌ってろっていうのかよ」

「それはお前が決めればいい。俺は別に説得しに来た訳じゃないからな。ただお前がバンドを辞める理由に俺を引っ張り出すなって言ってるんだ。メンバーが俺を殴ったから辞めるなんて、人を言い訳にするな」

　こいつを売り込むために事務所がどれだけ金をつぎ込んだかなんて、こいつは考えてもいないのかもしれない。元金を回収しないうちにこいつに辞められちゃ事務所も堪たまらないだろうが、それは光こう樂がくの都合だから俺はわざわざ言う気もない。それに褒ほめられるようなことばかりやってきた事務所じゃないってことは、俺もよく分かっている。こいつからすればそういう卑ひ怯きような手口は耐たえられないんだろう。だから俺はこいつが事務所を辞めたいということにも、バンドを辞めたいということにも反対するつもりはない。

　だけど人を逃げるための口実に使うのは我が慢まんできない。

「充っ」

　帰るためにソファから立ちあがったところで、藤谷が俺の腕うでを摑つかむ。

「俺のこと、呆れた？」

　縋すがるような目で藤谷がそう聞いてくる。

「正直な」

　その一言で、藤谷の顔が傷ついたように歪ゆがむ。

「俺のこと、また嫌いになる？」

　藤谷が眦まなじりを下げて頼りない顔で見上げてくるから、それ以上きついことを言うこともできなくなる。

「またって、別に嫌ったことなんてないだろ」

　藤谷はそれを聞くとほっとしたように息を吐ついた。

　それから俺が逃げないか気にしながら、俺の腕を抱だき込んだ。

「だってすげーむかついたんだよ。あいつが充のこと殴った時、俺……頭に血が上って」

「わかったから」

　頭を撫なでてやると落ち着いたのか、俺の腕を摑む力が少しゆるんだ。それでもまだ離はなしてくれそうにない。

「バンドのこと…確かに逃げようと思ってたのかもしれない。周りに引き留められるのなんて分かってたから、俺…甘えてただけかもしれない」

　充が引き留めてくれるのも、期待してたのかもしれないと藤谷は言った。

「もう少し頑がん張ばってみる。仲良くはなれなくても、努力してみる」

「そうか」

　結果的にこいつのマネージャーの思うつぼになってしまった気もするが、こいつにとって今の時期にバンドを抜けるのはマイナスにこそなれ、プラスにはならないだろう。

「充に呆あきれられないように頑張る」

　ポイントは結局そこなのか。なんだか分かっているようで分かっていない気がするが、今はまだそれでもいいだろう。とりあえず、今回の騒ぎは治まったんだから。

　抱きしめられた手を引きはがすタイミングを探していると「すげー嬉うれしい」と藤谷が口にする。いったい何のことだと思っていると、笑えみを浮うかべた顔で藤谷が俺を見た。

「前は俺が何言っても怒おこりも笑いもしなかったのに、共演してから充が怒ってくれる」

「どういう意味だ？」

「だって前は俺がどんなに嫌な事言っても、嫌な事しても呆れたような顔ぐらいしかしてくれなかったじゃん。充って、興味ない奴やつにはいつもそういう顔してるから、充にこうやって怒られるのが嬉しい」

　構って欲しくてわざと悪戯いたずらを繰くり返す子どものようだ。呆れるを通とおり越して、なんだか可愛かわいく思えてくる。

「あー…」

　こいつのことを可愛いと認めたら、鹿山と藤谷の違ちがいが分かった。凄すごく簡単なことだ。

　もしかしたら最初から分かっていたのかもしれない。

「どうかしたのか？」

　低い声を出して片手で口元を押さえた俺を見て、藤谷が驚おどろいたように顔を覗のぞき込んでくる。

　その色素が薄うすい琥こ珀はく色の瞳ひとみを見ながら、自分が弾はじきだした答えが正しいことを再確かく認にんした。

　俺はこいつに欲情できるけど、鹿山にはできない。すごく単純だけど、この問題の本質だ。

　それが分かった瞬しゆん間かん、藤谷が無む邪じや気きに触ふれてくるのがまずい気がして、その体を押しのける。こいつのことを抱けると知っているからまずい。気持ちもないのにまた一線を越えてしまいそうになる。

「悪い、俺用事思い出したから」

　このまま近くにいたらまずい。越えないつもりの一線を飛び越えたくなりそうだ。

「用事って、もう帰るのかよ」

　全身で寂さびしい、と訴うつたえるように俺を見た。そんな子犬のような眼めをされると困る。

　心の中で渦うず巻まく感情に明確な名前をつけるべきじゃなかった。それが肉欲だと自覚した途と端たん欲しくなってしまう。一度だけ触さわった体の感かん触しよくが蘇よみがえる。

　最近はあまり女を抱いてなかったせいかもしれない。とりあえず、家に帰ってから後あと腐くされのない女友達を呼び出そう。欲求不満が解消されれば、この衝しよう動どう的な欲求は消えるはずだ。

「お前だって仕事だろ」

「横須にはさっき今日と明日で一日やるから考え直せって言われた」

　昨日の今日で休みを組めるマネージャーが羨うらやましい。さすが光樂だ。腕の良いマネージャーをそろえている。

「本当に帰るのかよ？」

　行かないでと言わないところがこいつらしい。

　───やばい、そんなところをまた可愛いと思ってしまった。

　俺はわざとらしく携けい帯たいを取り出して、来てもいないメールを見る振ふりをする。

「ちょっとぐらいなら、つきあってやれる」

　そう答えると、藤谷はまた嬉しそうな顔をする。

　俺の言葉や態度で藤谷の雰ふん囲い気きがくるくると変わる。ポーカーフェイスというか、感情が表に出にくいタイプのせいか、表情自体に変化はあまりないけどそれでも瞳に宿る感情は雄ゆう弁べんだ。

　持ってる雰囲気を全部眼に宿せるなんて、伝説の歌か舞ぶ伎き俳優みたいだ。本人は無自覚なんだろうけど、それを演技で活いかせたら凄い役者になるだろう。

「これ、お前の新曲？」

　先ほど俺が拾ったＣＤに手を伸のばすと、藤谷は「プロモ」と短く答える。よく見ると、ＣＤではなくＤＶＤだと分かった。

「本当はまだ持ち出し厳禁なんだけど、横須が良い出で来きだから見ろって昨日寄よ越こしたんだよ。見てバンドを辞やめるのを考え直せってことなのかもしれねーけどさ」

　結局見てない、と藤谷は言う。

「見て良いか？」

　そう聞くと藤谷は眉まゆ根ねを寄せて「いいけど、すげー変なカッコして気持ち悪いことしてるだけだ」と答える。

　藤谷の言う変なカッコというのは、黒いファーやレザーを着ることだ。派手なブーツに着けすぎのアクセサリーを藤谷は嫌っているらしい。だからといって、似合わないわけじゃない。

　変なカッコは想像がつくが、気持ち悪いことっていうのが気になった。

　藤谷は俺の手からＤＶＤを受け取るとレコーダーに差し入れて、リモコンを大型の液えき晶しよう画面に向ける。まだ制作段階らしく楽曲名とバンド名などが簡単に表示される。

「たぶん詰つまんないと思うけど」

　だけど、光樂が売り出し中のバンドに下手へたなＰＶを付けるわけがない。制作費だってかなりかけているはずだ。

　肝かん心じんのＰＶはセピアの画面で始まった。それから光がスパークして、荒こう廃はいしたビルの間に藤谷が一人で立っている姿が映される。

「長なが崎さきにある有名な廃はい墟きよの島で撮とる予定だったんだけど、色々手を回しても撮さつ影えい許可が下りなくて、仕方ないからセット組んでＣＧで補完したんだ。望遠部分の背景は実際ロケで撮って合成したんだけど、そのせいで思ったより時間がかかってまだ完成してないんだ」

　藤谷が崩くずれた瓦が礫れきの中から一枚の古ぼけた写真を取り出した瞬間、セピアだった画面がカラーに替わる。同時に無音から、いきなりドラムとギターの迫はく力りよくある音がスピーカから流れだす。

　藤谷はなんの感かん慨がいもなく見てるが、カメラワークには苦労の跡あとが見て取れるし合成部分もうまい。特とく殊しゆ効果は多いが、それでもごちゃごちゃした印象はなかった。

　見入っていると不意に画面が替わる。曲の繫つなぎの間に廃墟になる前の近代的な街の様子が映された。その街の中で藤谷曰いわく、変なカッコをして豪ごう遊ゆうするメンバーが映される。それから黒い蛇へびと白い蛇が絡からみ合う映像と交こう互ごに、上半身裸はだかの藤谷の体に後ろから男が手を伸ばしていやらしく触る映像が流れる。

　藤谷は映像の中では相変わらずつまらなそうな顔をしている。その背後の男の顔がちらりと映った。そいつはこの間俺を殴なぐったバンドのメンバーだった。

「気持ち悪いだろ」

　藤谷が淡たん々たんと言う。撮影のときのことを思い出したのか、もの凄く嫌いやそうな顔をする。

　男の手が藤谷の脇わき腹ばらを掠かすめて鎖さ骨こつに這はう。その瞬しゆん間かん藤谷が流し目をするようにカメラを見た。

　───ぞくりとした。

　視線で誘さそう。それも、媚こびるような眼じゃない。挑ちよう発はつするような、馬ば鹿かにするような、侮ぶ蔑べつにも誘ゆう惑わくにもとれるその眼に不覚にも見み惚とれる。この映像を撮った時に、藤谷が誰だれとも体の関係がなかったなんて、こんな眼を見せられたら誰も信じないだろう。

「男同士でべたべたしたって、見てる方もやる方も気持ち悪いだけなのにな。この監かん督とく最悪だよ」

「いや、そんなことない。誰が作ったのか興味あるな」

　あえて藤谷とメンバーの、どこか淫いん靡びなものを連想させる映像は無視してそう答えた。再び藤谷の歌が始まると、先ほどの映像は消える。消えたことにほっとした。

　知らず知らず自分の組んだ指に力が入っていたのに気付いて、指を解く。

　苛いら々いらと嫉しつ妬とを感じて、そんな自分に戸と惑まどう。殴られた時よりもあの男に腹が立つ。

　藤谷が気持ち悪いこと、というシーンはそこだけだった。ラストは映写機のフィルムが焼けて穴が空くように、ＰＶの最初に藤谷が手にした写真が燃えていく映像で終わっていた。

　ともすれば陳ちん腐ぷになりそうなのに、うまく纏まとまっている。

「充？　もしかして怒ってるのか？」

「なんで？　怒ってないよ」

　藤谷の指し摘てきに、知らず知らずに握にぎっていた掌てのひらを開いた。

「なら、いいけど」

　表に出すつもりのなかった感情を藤谷に指摘されたことに戸惑いながら、前に笑え顔がおを偽にせ物ものだと見破られたことを思い出す。

　なんで藤谷にばかりばれるのか不思議だ。

　自覚した気持ちまで見み抜ぬかれては困るから、仕事以上に気を遣つかって何でもないふりを演じる。

　その後、一時間ほど藤谷の家で過ごしてから自宅に戻もどった。

　家に着く頃ころには女を呼び出して抱だく気なんてとっくに失うせていた。らしくもなく部屋の中で一人ため息を吐ついて、拷ごう問もんのような一時間を耐たえきった自分を密ひそかに褒ほめる。

　あいつのＰＶなんて見なきゃ良かった。自覚しなくてもいいことを自覚してしまった。ただの欲情なら嫉妬なんてしない。あいつの肌はだを誰にも触れさせたくないなんて、それはきっと執しゆう着ちやくを伴ともなった恋れん情じようなんだろう。

　───一体、いつの間に落とされたんだろう。
















　十二月の寒い日に映画の制作発表がいつも使っているスタジオで行われ、それが午後のニュースで放映された翌日にはもう学校全体がその噂うわさで持ちきりだった。

　芸能科の連中のほとんどは知っていたが、一いつ般ぱんまではまだ知れ渡わたっていなかったので、藤谷や俺は廊ろう下かを歩くたびに「がんばってください」とか「絶対見に行きます」と見知らぬ女子に声を掛かけられる。

　二、三日は大体そんな感じだった。いつもばれないから油断していたら、校門を出たところで出待ちしていた藤谷ファンの子たちに気付かれて、慌あわてて引き返すはめになった。

　普ふ通つうのファンよりも藤谷のファンはバイタリティーのある子たちが多いせいか、俺でさえ危機感を覚える。

　それでも一週間ぐらい経たてば学校の中はいつもと変わらなくなった。見知らぬ女子に話しかけられることもあまり無くなる。今みんなが注目しているのは、中等部に通っているアイドルが、大物プロ野球選手の隠かくし子ごだという噂だ。

　その子には気の毒だが周囲の興味が逸それたので助かった。これで学校で台本を読んでいても後ろから覗のぞき込まれる心配がなくなった。もっとも、読んでいるのは映画の台本ではなく、舞ぶ台たい監かん督とくを目指す友人の書いた練習作なのだが。

「ちょっと、学校でまで仕事するのやめてよね」

　いきなりそう声をかけられて振り返ると、隣となりの席の女子が俺の台本を指さしている。最近は彼女も多た忙ぼうのようで、目元には隠しきれない疲つかれが見えた。元気が売りのアイドルだから、学校ぐらいでしか疲れた顔を見せられないのだろう。

「俺の勝手だろ」

「もう思い出したくないのよ、仕事のことなんて。今日はパァーッと学校で勉強しようと思ったのに」

「学校で勉強することのどこがパァーッとなんだ？」

　普ふ段だん芸能活動をメインにしていると、たまの学校が息いき抜ぬきになるらしい。演技をすることは大好きだし、将来もこれで食っていこうと思っている。でも、ここまで感覚が狂くるってしまうほど仕事をしたいとは思わない。

「でもいいわ、藤谷君に免めんじて許してあげる。今日会えるなんて思わなかったから、すごく嬉うれしい」

「良かったな」

「ね、藤谷君と充って仲良いわよね？」

「共演者だからな」

「この間の制作発表で藤谷君が言ってた好きな子って誰？」

　彼女の言葉に先日の制作発表記者会見を思い出して頭痛を覚える。映画の紹しよう介かいが終わり、スタッフや出演者のコメントが終わったところで、記者から色いろ恋こいに関する質問が藤谷に向けられた。

『今回共演された岬さんと、プライベートで恋れん愛あいに発展する可能性はありますでしょうか？』

　サクラが前回出演したハリウッド映画の完成発表で相手役の有名俳優が「プライベートでも情熱的な恋愛に発展する可能性を期待してる」と言ったことを踏ふまえて、笑いを狙ねらった記者が藤谷にそう質問したのだ。

　それを知らなかった藤谷は正直に「他ほかにどうしても好きな人がいるので、岬さんとの恋愛は考えられません」といつもの無気力な顔で答えた。

　あのとき壁かべ際ぎわに立っていた藤谷のマネージャーの顔から笑みが消える瞬しゆん間かんを、俺は偶ぐう然ぜん目もく撃げきした。

「知るかよ」

　今まで浮ういた話のなかった藤谷の爆ばく弾だん発言の余波は想像以上で、俺も学校で何度か同じ質問を受けた。

「あたし、実はその好きな人って見当ついてるんだよね」

　にやにや笑いながら口にする。確信的な瞳ひとみに見つめられて背中に嫌な汗あせを搔かく。

「その、好きな人ってさ、もしかして…あたしじゃない？」

「………なんで、そう思うんだ？」

「え、だってさー…あたしが充と話してるといつも藤谷君嫌そうな顔でこっち見るんだよ？　興味なさそうにしてる藤谷君がそんな顔するのって、あたしが充と話してるときだけだし」

　両手を口に当てながら「どうしよう～」と嬉しそうな悲鳴を上げる。

「うちの事務所そういうの厳しいし、あたし束そく縛ばくとか嫉妬とか苦手だし。困るなぁ」

　全然困っているようには見えない。

「お前って幸せな女だな」

　いろんな意味で。

「えー幸せってほど幸せじゃないよ？　モテすぎるのも大変だし。ふられるよりもふるほうが辛つらいしさー。やっぱり、嬉しいけど困るよ」

　その思考回路が幸せすぎて羨うらやましい。

　ふいに視線を感じて藤谷の方を見る。藤谷は不機き嫌げんそうな顔で俺達を見ていたが、目が合うと戸惑ったように顔を逸らす。これ以上勘かん違ちがいをする女子を増やさないためにも、後で撮さつ影えいの時にでも注意しておかなければならないと思った。

　隣の席の女子じゃないが、想おもわれるのは嬉しいけど困る。

　そんな風にされると、藤谷の気持ちに応こたえるつもりがなくても応えてやりたくなってしまう。

　───しっかりしろよ、俺。

　男同士でつきあってどうするんだ。どうせ藤谷も気の迷いだ。刹せつ那な的な思考に流されるな。

　そんなことを呪じゆ文もんのように何度も心の中で繰くり返す。

　途と中ちゆうで早退した藤谷と違ちがって、俺は最後まで授業を受けてから直接ロケ現場に行った。

　今日のロケは水道橋の外れにある定休日のラーメン屋で行われる。創業五十年の年季の入った店構えや店内は小こ汚ぎたないと言えなくもないが、美味うまい店としてラーメン通の間では有名らしい。

　俺が衣装に着き替がえてから店のドアを開けると、スタッフがエキストラにそれぞれ要点を伝えているところだった。素人しろうとではなくプロのエキストラなので向こうも慣れたものだ。

「よろしくお願いします」

　そう声を掛けて彼らの横を通り過ぎ、カウンターの中でラーメン屋の店主と話している監かん督とくに近づく。

　今回ラーメン屋の店主の役は本物が演じてくれるらしい。エキストラへの演技指導を頼たのんだところ、店主から「湯きりにしたって、包丁にしたって、素人が玄人くろうとぶったってダメだ。ちょっと齧かじった連中なら、そんなのすぐに見抜いちまうよ」と言われたために、本人に出て貰もらうことになったと監督から聞いた。

「藤谷君来ました」

　入り口の方でスタッフの一人がそう言うと、監督は話をやめて引き戸の方を見た。

　監督は藤谷が来たのでようやく仕事に取りかかれるとばかりに、店主との雑談をやめて俺達に簡単な指示を与あたえる。

「あんまり食べなくていいからね」

　俺と藤谷にだけ聞こえるような小さな声で監督はそう囁ささやいた。藤谷は不思議そうな顔をしているが、俺にはその理由が分かる。

　このシーンは凪と仁がお互たがいの推理を披ひ露ろうする場面だ。ラーメンをすすりながら「ルミノール反応が検出された」「線せん条じよう痕こんが一いつ致ちしない」「死亡推定時刻から予想される犯行時刻のアリバイは完かん璧ぺきだ」「胃の内容物からの死亡推定時刻は湿しつ度どと温度で簡単に狂う」などとお互いが見つけた糸口を潰つぶし合うような会話を繰り返す。その二人の会話を聞いて怪け訝げんな顔で眉まゆ根ねを寄せる女店員や、無言で二人の横から椅い子す一個分ずれるサラリーマンをエキストラが演じる。

　最後にラーメンを啜すすり終わった仁が、思いついたようにぽつりと新しい推理を口にする。それを聞いた凪は仁の推理を検証するために仁を促うながしてラーメン屋を出る。

　難しいシーンじゃないが、食事をしながら演技をするシーンは思いの外大変なものだ。何せ、リテイクの度たびに食べなければならないんだから。

　おそらく藤谷はその辺りを分かっていないだろう。リハーサルの時には食べるマネだけだったが、本番が始まって実際にラーメンに口を付けて、藤谷は食べながら演技をすることの難しさに気付いたようだ。

　咀そ嚼しやくが終わらないうちからセリフを喋しやべり、噎むせるのを見てテイクを重ねそうだと覚かく悟ごした。

　三度目のテイクの後に、どんぶりの中の麵めんが少なくなってきたのを見て、スタッフが店主に頼んで替かえ玉だまを入れる。

「テイク四、スタート」

　スタッフのかけ声に俺はスープを啜ってセリフを口にする。それに対して藤谷がセリフを口にするが、その間が空きすぎていてリテイクだ。次のテイクではセリフの間に気を配りすぎて手元がおろそかになったので、また監督にカメラを止められる。

　だんだんとラーメンの湯気が立たなくなってきたのを見て、スタッフの一人がお湯をどぼどぼと俺達のラーメンに注ぐ。それを見て店主は眉をひそめたが、最初のシーンでは湯気が出ていたのに途中で消えているなんて可笑おかしいので仕方がない。

　今気付かなかったとしても、後でスクリプターに指し摘てきされるだろう。スクリプターはそういう映画の間ま違ちがい探しが仕事なのだから。

　お湯で薄うすめられたまずいラーメンを我が慢まんして美味そうに食べて、次のテイクを撮とるがそれもＮＧだ。もう一度テイクを重ねる前に、監督が藤谷のそばに来て演技指導を行う。

「すごく上手うまくなってる。だからもう少し頑がん張ばって」

　指導の後に矢代監督が口にしたその言葉に俺は内心驚おどろく。矢代監督はお世辞を言わない人だ。相手が大物だろうが小物だろうが、思ったままを口にする。お陰かげで周りのスタッフはいつも苦労しているらしいが、それでもそれが矢代監督の魅み力りよくの一つだ。

　その監督が「すごく上手くなってる」というぐらいなんだから、藤谷はようやく矢代監督に認められたんだろう。

「はい」

　藤谷は嬉しそうに頷うなずいて、再びカウンターの席に座る。

　次のテイクに入る前に、目の前にあったラーメンがいきなり店主の手でさげられた。流石さすがにさっきお湯をかけたことで怒おこったのかも知れない。職しよく人にん肌はだで自分の作るものに誇ほこりを持っているのなら怒るのも仕方ないことだ。

　慌あわててスタッフが取りなすように近づいて来たが、何かを言う前にどんとカウンターに新しいラーメンが置かれた。

「そんなまずそうなもん、目の前で美味そうに食われちゃたまんねぇよ」

　監督は「すみません」と小さく言って、俺と藤谷も礼を述べてから次のテイクに入った。伸のびた麵に味の薄いスープとは比べものにならない美味いラーメンを食べる。

　そのテイクでようやくＯＫが出る。俺達がラーメン屋から出ていくシーンを撮り終わって、ここでのロケを終しゆう了りようさせた。けれど、先ほどつくって貰ったばかりのラーメンはカウンターの上に置かれた丼どんぶりの中に半分以上残っている。次のスタジオ撮影にも早く行かなきゃならないし、正直腹はもういっぱいだった。普ふ段だんだったら店主に断って捨てて貰う。

　しかし、藤谷は戻もどってラーメンに箸はしを付けた。

　迷めい惑わくそうな顔をするスタッフを無視してもくもくとラーメンを啜る。

「俺もいいですか？」

　近くにいた矢代監督に尋たずねると「スタッフが片づけ終わるまでならね」と答えた。

　カウンターに戻って俺も食べかけのラーメンに口をつける。

「無理しなくてもいいぞ」

　店主の言葉に藤谷は「美味いから勿もつ体たいない」といつものぶっきらぼうな調子で口にする。

「そうかよ」

　店主は嬉うれしそうな顔で頷くと、洗い物をはじめた。

　俺と藤谷が食べ終わる頃ころには、もう既すでにエキストラも捌はけ機材も店の中から運びだし終わって、撮影用に配置を変えたテーブルや椅子をスタッフが直しているところだった。

「ごちそうさまでした」

　俺が頭を下げると、藤谷も軽く下げる。

　店主は強面こわもての顔に少しだけ笑えみを浮うかべながら「今度は定休日以外に客として来な。腹ぺこで食えばもっと美味いからよ」と言うので「是ぜ非ひ」と答えた。スタッフが今日の礼を述べているのを後しり目めに、俺達は外に出てバスに乗り込む。

　バスの中で藤谷は黙だまったままだった。周りからしたらいつもと同じに見えるんだろうが、その表情がいつもよりも硬かたいことに気付く。平気なふりを装っているんだろうが、その程度の芝しば居いじゃ俺は騙だまされない。撮さつ影えい所じよについてからスタジオの準備が整うまで楽屋に居て良いと言われ、俺は自分の楽屋に入るときに側そばにいた藤谷も一いつ緒しよに引っ張り込んだ。

　藤谷はドアが閉まると同時に「気持ち悪い」と口にする。

「あたりまえだ」

　そんな細い体でラーメンを三杯ばい分も食べたら流石にきついだろう。

「寝ねてていいぞ」

　そう言うと、藤谷は靴くつを脱ぬぎ捨てて畳たたみの上にごろんと横になった。俺はバッグの中のピルケースから白い錠じよう剤ざいを二つ選んで、藤谷にミネラルウォーターのボトルと一緒に渡わたす。

「何？」

「胃腸薬」

「なんで持ってんの？」

「いいから飲んでおけ」

　透とう明めいなピルケースの中には酔よい止どめ、胃腸薬、鎮ちん痛つう剤ざい、解げ熱ねつ剤ざいが入っている。

『常に言い訳は許されないってことを忘れちゃ駄だ目めよ。プロなら万ばん全ぜんの体調であることは当たり前なんだから』

　まだ駆かけ出しの子役の時、ロケ先で熱を出して年ねん輩ぱいの女優に薬をわけて貰った。その時に言われた言葉が未いまだに忘れられなくて持ち歩いているが、体調管理が出来るようになってからは自分自身で使うよりも、むしろこんな風に共演者に分けることのほうが多い。

「俺も次からそうする」

　藤谷は錠剤を水で飲み込んで、横になったまま「おいしかったけどな」と呟つぶやく。

「確かに勿体なかったよな、捨てるの」

　だけど俺だけだったら捨ててしまっていただろう。いつもそうだったから。それが当たり前だと思ってたし、仕方ないと思っていた。

　でも藤谷が食べ始めたのを見て、自分の考え方が一方では正しくて一方では間違っていることに気付いた。きっと藤谷とは優先順位が違ちがうんだろう。

　俺は撮さつ影えいの都合を優先する考え方を知らず知らずのうちに身につけていて、藤谷は作り手の感情を優先する考え方を当たり前のように身につけている。

　そういうところが、いいなと思った。そういうところは大人おとなだと思うが、一方で藤谷は昼間のような子供じみたこともする。

「お前、女子睨にらむなよ」

　おかげで勘かん違ちがいする奴やつが出てきている。

「無意識だから知らない」

「インタビューでも迂う闊かつなこと言うな」

「事実だから良い」

　尚なお更さら悪い。

「ああいう迂闊なこというと、マスコミに追っかけ回されるぞ」

　どうせ事務所が握にぎりつぶすんだろうが、それだって金がかかる。あんまり不用意な発言ばかりしていると、藤谷の方が潰つぶされる。現在のガドの人気は事務所のマネジメント能力の成せる業わざだ。それがなくなれば、消えるのは早いだろう。音楽業界は移り変わりの激しい世界だ。

　けれど今回の映画で結果を出せれば話は変わってくるだろう。

「充の名前はだしてない」

「ださないでくれ。頼たのむから」

　名前なんか出されてたら、制作発表の記者会見じゃなくなってしまう。翌日のスポーツ新聞の見出しが頭に浮かぶ。

「しないよ。俺だってそれぐらいは分かってる」

　そう言った後、藤谷は気分がまだ悪いのか体勢を変えて、腹に手を当てている。

「平気か？」

「平気じゃない。でも……膝ひざ枕まくらしてくれたら、きっとすぐ治る」

　甘えるような声で藤谷が口にする。

「そんなんで治るのか？」

　見え透すいた噓うそをおかしく思いながらそう問いかける。

「治る」

　藤谷は自信ありげに言い切って、あぐらをかくように軽く曲げた俺の足の上に頭を載のせる。自分からしたいと言い出したくせに、恥はずかしいのか耳が赤くなっている。頰ほおの色は変わらないが、耳だけは素す直なおに心情を表していた。

「小さい頭」

　足の上に感じる重さは大してない。陽ひに焼けてないうなじに指で触ふれたくなって、その欲求を封ふうじ込めるように拳こぶしをつくった。

　それでも視線は白い肌はだを辿たどる。襟えりに隠かくれた肌の先を見たいと思い、慌てて視線を逸そらす。これ以上見ていたら藤谷に気付かれそうだ。

　頭ぐらいなら触れてもいいかと、セットを崩くずさないように注意して藤谷の髪かみの中に手を入れる。普ふ通つうの触さわりかたをしなくてはと考えて、ついこの間まで邪じや気きもなく触っていた自分の手の動きを思い出しながら撫なでた。

　そんなことばかり考えていたから、突とつ然ぜんドアが開いた瞬しゆん間かんに俺は思わずびくりと硬こう直ちよくした。

「先せん輩ぱいっ」

　ノックもなく入ってきた鹿山は藤谷を見て、満面の笑みを一いつ瞬しゆんで凶きよう悪あくなものに変えた。

「てめぇ、何やってんだよ」

　入ってきた鹿山が藤谷の胸むな元もとを摑つかむ。それを藤谷が邪険に払はらった。

「触るな」

　藤谷が鹿山に対して物もの怖おじせずにそう口にする。

　ジャンルは違うとは言え、一応同じ事務所の先輩相手にとる態度ではないが、いきなり摑みかかってくる鹿山も鹿山だ。

「良い度胸じゃねぇか。ろくに演技もできないくせに」

「それでもあんたより稼かせいでる」

　言い合いがヒートアップしていくので、仕方なく「おい」と口を挟はさんだが無視される。

「とりあえず先輩から離はなれろよっ」

「俺は充が好きだから離れない。見てるのが嫌いやならそっちが出て行け」

　馬ば鹿かにするように藤谷が舌を出す。

「俺だって先輩が好きなんだよ。お前よりもずっと前からな！」

「充のことを好きになったのは、絶対あんたより俺の方が先だっ」

「噓うそ吐つくんじゃねぇよ。大体、先輩から金で役奪うばっておいて好きだなんて図ずう々ずうしいんだよ。この間もあんなに迷惑かけておいて」

　藤谷のバンドのメンバーが俺を殴なぐった時のことを鹿山に言われると、藤谷は先ほどまでの威い勢せいを無くして黙り込む。勝ち誇ほこったように鹿山が笑うのを見て、頭が痛くなってきた。

　好かれているというよりも、気に入ったおもちゃを取り合うような二人の態度につきあうのが面めん倒どうになる。

「お前らちょっと落ち着け」

　むきになっている二人をクールダウンさせようとして口にしたら、どうやら逆効果だったようで、鹿山に突とつ然ぜん抱だきつかれた。

「俺も先輩が好きだから離れない」

「ふざけんなっ俺だって」

　藤谷にも抱だきつかれる。

　ケンカをする子どものような二人に「いい加減にしろ」と言いかけた時に、軽いノックの後で返事も待たずにドアが開けられる。

「失礼しまーす、脚きやく本ほんに変へん更こうがあって、あの」

　入ってきたスタッフは藤谷と鹿山に抱きしめられている俺を見ると、一いつ拍ぱくおいてから「失礼しました」とぱたんとドアを閉めた。

　三人で良かった。二人きりでどちらか一方に抱きつかれていたら、さすがに誤ご魔ま化かしがきかないが、三人だったら気持ち悪いぐらいに仲がよいと思われるだけですむ。

「ふざけすぎだ」

　二人を引きはがしながらそう言うと、「ふざけてなんてないですよ」と鹿山が唇くちびるを尖とがらせる。

「俺は本気です」

　鹿山に負けじと何かをいいかけた藤谷を遮さえぎって、俺は台本を持って立ちあがる。

「お前らの意地の張り合いに俺を巻き込むな。ケンカなら二人だけでしろ」

　そう言って二人を残して楽屋を出る。来週にはあの二人と一いつ緒しよに京都で撮影合宿をすることを考えると、知らず知らずに足取りが重くなる。

　スタジオにいたスタッフに変更箇か所しよを聞いて、増えたセリフと動作を頭の中に入れて撮影に臨のぞむ。

　今日は藤谷や鹿山との撮影はないので、俺だけ一足先に撮影を終えた。スタッフに挨あい拶さつをして帰ろうとすると、監かん督とくに手招きされる。

「これは充用の台本だから」

　近づいた俺に、監督は袋ふくろに入った台本を渡わたした。

「俺用ですか？」

「そうだよ。だから共演者にも見せないでね。台本もあとで回収させてもらうから」

　そう念を押されて受け取る。そろそろ撮影も終しゆう盤ばんにさしかかってきた。今までの台本にはまだ犯人役が書かれていない。容疑者として一番最初に疑われたのは俺が演じた仁だったが、その次には被ひ害がい者しやの担任で、現在一番怪あやしいのがベテラン俳優の榊さんが演じる警部と奈々の父親だ。一応俺は自分が犯人役をやることは知っていたが、貰もらった台本には犯人らしい記述は今までなかった。

「わかりました」

　朝丘仁が人殺しをするような人物にはとても思えない。だからこそ、その詳しよう細さいが知りたくてうずうずしていた。何故なぜ朝丘仁は人を殺したのか。殺したとしたらどうやって？　アリバイの秘密は？　犯行の時の凶きよう器きは？　本当に快楽のための連続殺人だったのか？

「今回の映画は充を主役にって声が上がってたんだけど、俺が反対したんだ」

　そう言われて顔を上げる。聞いていた噂うわさと違ちがうが、監督の言葉には否定的な響ひびきがない。

「充が凪航を演じたら、朝丘仁を演じられる人間がいなくなる。オーディションで久しぶりに充を見て、朝丘仁の役は充以外に考えられないと思ったから」

　だからって本当は主役に彼を据すえるつもりはなかったんだけどね、と呟つぶやいてから監督は俺の肩かたを叩たたく。

「でも藤谷君はずいぶん良くなったよ。充のお陰かげだね」

「そんなんじゃないですよ。あいつは、意外に努力家だから」

　最近はあまり俺との稽けい古こはしていないけど、それでもちゃんとこなしている。ただでさえ本業が忙いそがしいみたいだから、プライベートの時間は全すべて練習に費ついやしているのだろう。

「うん、見ていて分かるよ。台本は全部頭に入ってるみたいだからね。普通、芝しば居いの経験がない子はそれだけでもすごく大変だと思うよ」

　藤谷を褒ほめる言葉を聞いて、なんだか温かい気持ちになる。

「だけどやっぱり、朝丘仁は充でないとダメだったんだよね。鹿山君でも藤谷君でも、他ほかのどの俳優でもなくてさ」

　そう言って監督はとんとんと、指先で俺が持つ台本を叩いた。










　録音部が白い息を吐はきながら大声で「撮さつ影えいが始まるのでお静かにお願いします」と何度目かわからない声を掛かける。

　周りに集まった観光客のなかにはちらほらと外国人の姿も見えた。試ためしに助じよ監かん督とくの一人が英語で注意を呼びかけたが、ビデオカメラをこちらに向けながら短パンにリュックサックを背負った外国人は静かになる気配はない。近くにいた日本人の団体も携けい帯たいのカメラを向けて来る。マイクには恐おそらく、写真を撮とるときの「カシャリ」というやけに電子的なシャッター音が入っているに違ちがいない。

　それでもどうにか撮影を終える。撮った映像を見させてもらったが、湖の水面に枯かれ葉はが波は紋もんを作り、雪が太陽の光を受けてきらめく風景がとても綺き麗れいだった。今回の映画は全体的にそういう映像の処理がやたらと綺麗だ。すでに東京、神奈川、千葉と撮影で移動しているが、どこも観光ＰＲのように綺麗に映されている。

　だけどそれは死体発見現場や殺害現場に限ったことで、普ふ段だんのシーンには見られない。非日常的なことだけが美しい映像で撮影される。

「ここ四時までだから早くして！」

　一足先にロケバスに戻もどろうとする俺の背後で、撤てつ収しゆう作業が大急ぎで行われている。俺も手伝おうとしたが、先月ガドのメンバーに殴られた時に小道具を落として壊こわしてしまったせいで、装そう飾しよく部に迷めい惑わくをかけたのを思い出す。

　だから手伝わないことを後ろめたく感じながらも、駐ちゆう車しや場に戻った。

　バスの近くではスタッフが忙しそうに小道具を箱に詰つめ込んでいる。彼は俺の姿に気が付くと「お疲つかれさまです。バスの中にお弁当あるんで、次の現場までに食べてください」と言った。

　その言葉に大人おとなしく従って、運転席の真後ろに積んである弁当を手に取る。最さい後こう尾びのシートに座って蓋ふたを開けると、洋風の弁当だった。少し重いものを食べたいと思っていたから丁度良い。

　ハンバーグを口に運びながら、先ほどのシーンで殺人事件の痕こん跡せきを探す仁を演じたのを思い出す。この後、仁は別の殺人事件の現場で同じように一人で捜そう査さしていた凪と偶ぐう然ぜん顔を合わせて、そこから仕方なく一緒に捜査をはじめる。

　凪はまだ知らないが、仁は犯人が誰だれか薄うす々うす気付きはじめている。

「犯人役は犯人役でも、こんなの演じるのは初めてだな」

　弁当を食べ終わってから、バッグの中から心理学の本を取り出す。多重人格の正式名めい称しようは解かい離り性同一性障害と言うらしい。台本を読んで朝丘仁にその傾けい向こうがあることを知ってから、それ関係の本を何冊も読んだ。

　詳くわしく本を読んで初めて、この障害について俺が多くの誤解を持っていたことに気付いた。ジキルとハイドのようなものだと思っていたが、あれはＳＦサイエンスフイクシヨンだった。といっても、またこの映画が広まれば観みた人に俺が抱いていたのと同じような誤解を与あたえてしまうのかもしれない。そうならないように、だけど台本に反さないように少しでもリアルにこの障害に苦しんでいる仁を演じなければならない。

　キャラが全く違う人間を演じわける。殺さつ人じん鬼きと、どこにでもいる平へい凡ぼんな男。

「一人二役に似てるな」

　台本には仁の中に何故二つの人格が生まれたのかは書かれていない。

　映画では明かされないまま終わるようだ。だから俺は俺なりの答えを出す。仁になりきるためにはそれが必要だ。書かれていない部分を上手うまく想像出来たとき、初めて役に〝はまる〟と言える。今回、この新しい台本を渡されたことで、ようやく俺は仁になりきることができた。

「次のシーンは藤谷とか…」

　次は静かな見せ場だ。セリフの数も動作も少ないが、だからこそ難しい。

　藤谷はうまくやれるだろうかと考えて、思わず口元が綻ほころぶ。うまくできなかったら何度でもつきあってやればいいかと思い直した。

　そんな風に知らず知らず藤谷と演技することを楽しみにしている自分に少し呆あきれる。

　想おもいに応こたえてやるつもりもないくせに、と苦く笑しようした。

　しばらくしてから、どやどやとスタッフが何人もバスに乗り込んでくる。

「すごい押してるから、次の現場急いでくれる」

　助監督の一人が運転席に座るスタッフにそう告げる。

　俺のシーンが終わってから、少し場所を変えての風景撮影があった。どうも観光客が邪じや魔まで時間がかかったようだ。といっても、観光客の方でも道を塞ふさいだり、良い景色けしきを独ひとり占じめする俺達を邪魔だと思っているのだろう。

　次のシーンの台本を確かく認にんしていると、あっという間にロケ現場に着いた。現在改修工事中で一いつ般ぱん公開がされていない寺での撮影だ。バスを降りて撮影現場に入っていくと、すでに準備は整っていた。学ランの襟えりをスタッフに正されていた藤谷が、俺に気付いて近寄ってくる。

「この間のこと、まだ怒おこってるか？」

　そう聞かれて一いつ瞬しゆんなんのことか解わからなかったが、そう言えばこの間楽屋で中ちゆう途と半はん端ぱに藤谷と鹿山を叱しかったまま放ほうり出してしまったんだった。

　まさかまだあの時のことを気にしているとは思わなかった。

「怒ってないよ」

　そう言うと藤谷の表情が安あん堵どに変わる。俺はスタッフに呼ばれて立ち位置の指導を受けた。矢代監督がカメラを覗のぞき込んで唸うなりながら「枝が邪魔だなぁ」と口にする。

　監督が言っているのは梅の枝らしいが、まさか手た折おるわけにもいかない。そのために全体的にカメラや立ち位置を少しずらすことになった。

　撮影自体はほぼ一発で終わった。

　このシーンで仁は自分が犯人だという確証を得る。凪はまだ気付かない。だけど、ふいに仁の空気が変わったことには気付く。そんな微び妙みような場面だった。表情はいつもの気楽な仁のままなのに、証しよう拠こを見つけた瞬しゆん間かんに仁の雰ふん囲い気きが変わる。

　仁の底に眠ねむる闇やみがゆっくりゆっくり水面を目指して上じよう昇しようしてくる。

　それに戸と惑まどいを覚える凪の表情は、恐らく矢代監かん督とくの理想通りだったのだろう。

　終わった瞬間監督が満面の笑えみで頷うなずいた。俺と藤谷の撮影は今日はこれで終わりだ。一足先にスタッフにホテルに送り届けられる。

　車の中で、藤谷は「すごかった」と口にした。

「何が？」

「俺、演技してなかった」

「してただろ？」

　凪は何もしゃべらなかった。だけど、その瞳ひとみや雰囲気で凪が戸惑っていることは充じゆう分ぶん伝わった。心配していたのに、まさか一発でＯＫが出るとは思わなかった。

「上手くなったな、お前」

　俺が素す直なおに褒めると、藤谷は首を振ふる。

「あれは本気で戸惑ったんだ。いきなり空気が変わって、驚おどろいた」

　藤谷はそのときの感覚が蘇よみがえってきたのか、まじまじと俺を見た。

「前に横須が言ってたんだ。初めての芝しば居いの共演者が充だって事、その充から指導を受けられるってことは俺にとっては最高に幸運なことだって」

「なんだ、それ」

　そこまで光こう樂がくの敏びん腕わんマネージャーに認められている理由がわからない。確かに子役の頃ころは当たり役はいくつもあったが、最近はそれほど注目されていなかった。この間の近松ものの舞ぶ台たいで演じた殺人者で、久しぶりに高い評価をされなければ周りからも忘れられていただろう。

　それに俺程度の役者なんて掃はいて捨てるほどいる。

　俺は同世代で俺より上手い役者を両手の指で数え足りないほど知っている。

「鹿山篤郎には鹿山篤郎が演じる何かの役しかできないって横須が言ってた。役のほうが鹿山に馴な染じんで、鹿山が役に馴染むわけじゃない。だからどんな役も、いつもと同じように見えてしまうんだって」

　鹿山の話は確かにそうだ。それでも、ある意味それは才能なんだろう。あいつはどんな役にも存在感を与えることができる。それは短所でもあり、長所でもあるのだ。

　存在感のない役でも鹿山が演やれば途と端たんに注目を集めることができる。あいつはそういうオーラを持ってるんだろう。

「でも充は役に溶とけ込むって言ってた。盗ぬすめるものは全部盗んでこいって言われたけど、俺が盗めるレベルじゃない」

「経験を積めばすぐに追いつくよ」

　俺の言葉に藤谷はゆるく首を振って、考えるように黙だまり込んだ。

　車がホテルに着くと、俺達はスタッフに呼ばれて簡単な衣装合わせをした。急きゆう遽きよ台本が変へん更こうされたシーンで使うことになった服や小物を実際に身につけて確認する。普ふ段だん小規模な式典に使われるような、それほど大きくない広間には衣装や小道具などがいくつも並べられていた。

　珍めずらしく藤谷は学ラン以外のものを着せられていた。

　ハーフ丈たけの薄うすい黒のトレンチコートに、モノトーンのロンＴと黒いパンツ姿の藤谷は、学校での尖とがった印象とは違ちがい知性的に見えた。

　衣装部のスタッフがてきぱきと仕事をしながらも、どこかうっとりと藤谷を見上げていた。

　その気持ちはよく解る。

「お疲れさまでーす」

　知らず知らずのうちに俺も見み惚とれていると、広間の入り口からサクラが顔を出す。

「これお土産みやげのカヌレなんで良かったら食べてくださいね」

　そう言ってサクラが隅すみのテーブルに可愛かわいらしいラッピングの施ほどこされた菓か子し箱を置くと、女性ばかりのスタッフが歓かん声せいに近い声を上げた。

　サクラは新しい衣装を着ている俺のところに近づいて来た。

「明日の昼から来るんじゃなかったのか？」

　スケジュールは確かそうなっていたはずだ。

「明日の朝の仕事が流れたの。だから一足先に来たんだけど、もうお腹なかがぺこぺこで…。夕食一いつ緒しよに行かない？」

「いいけど、あんまり金ないぞ」

　そう言うと、サクラはつんと顎あごを上げて腰こしに手を当てる。

「私は岬サクラよ。安っぽい店になんか行けないわ」

　そう言ってサクラに急せかされるまま、試着用の簡易カーテンの中で衣装を脱ぬいでスタッフに渡わたし、腕うでを引かれて広間を出る。なんとなく振ふりかえったときに、藤谷が悲しそうに顔を伏ふせたのが見えて、少し胸が痛んだ。










「安っぽい店には行かないんじゃなかったのか？」

　商店街から脇わき道みちに入ったところにある小料理屋はカウンター席が十席程度のこぢんまりとした店だった。籐とうで編まれた椅い子すに角の取れたカウンターは相当使い込まれているようで、客もほとんどが常連のようだ。

「安い店と安っぽい店は違うのよ井川君」

　そう言ってサクラは先ほど頼たのんだかやくご飯を口に入れながら、年上ぶった口調で俺を諭さとす。

　目の前には大皿が並べられ、注文をすればそこから店主が小皿に料理を盛って出してくれる。薄うす味あじだがどれも美味うまい。俺が舌した鼓つづみを打っていると、女将おかみに勧すすめられてサクラは日本酒を頼む。

　俺は未成年なのでこういう場所での飲酒はできない。問題を起こせば現在撮さつ影えい中の映画や、ここで一緒に飲んでいるサクラにも迷めい惑わくがかかる。

　だけど美味そうに飲むサクラが羨うらやましくてついつい視線を向けてしまう。

「なによ？　みとれないでよ」

「みとれてねーよ」

「みとれなさいよ」

「どっちだよ」

「こんなにいい女が横にいるのに、なんであんたたちって他ほかの人がいいわけ？」

　その言葉に何か含ふくみを感じて「何かあったのか？」と尋たずねる。そう言えばサクラが外で飲むなんて珍しい。いくらホテルから近いと言っても、マネージャーがこんな時間に二人きりで出で掛かけることを許したのも珍しいことだ。いくら俺達が変装に長たけているといっても、普ふ通つうならばサクラを放り出したりはしないだろう。

「好きな人がいるって言われたのよ」

　豚ぶた肉にくをタマネギの芽と味み噌そで炒いためたものを口に運びながら、サクラはなんてことなさそうに言った。

「その人と結けつ婚こんも考えてるんだって。写真見せて貰もらったことあるんだけど、正直私の方が断然綺き麗れいなの」

　マネージャーに恋こいをしているというのは知っていた。良い男ばかりとつきあってきたサクラが選ぶにしては、平へい凡ぼんな男に見えた。

「いつもみたいに奪うばい取らないのか？　それが恋れん愛あいの醍だい醐ご味みだって言ってただろ？」

　出会ったばかりのころ、サクラはそんなことを誇ほこらしげに言っていた。

「ガキのセリフだわ」

　サクラはそれ以上何も言わない。俺も追つい及きゆうするような野や暮ぼなマネはしなかった。

　美味い飯を食べて満足して店を出るときに、サクラは何も言わずに俺の分まで払はらった。

「口止め料だから」

　財さい布ふを出そうとする俺にサクラはそう言って笑う。

「誰だれかに言いたかったの。聞いてもらえて良かった」

「……ごちそうさま」

「どういたしまして」

　店からホテルまで短い距きよ離りだが、通りかかったタクシーを捕つかまえる。俺はいいが、サクラはもし見つかれば取り囲まれてしまうだろう。

「どうせ失恋したし、本気で手出しちゃおうかな」

　タクシーを降りる時にサクラがそう言う。先ほど飯代を出して貰った代わりに、代金は俺が払った。ワンメーターの距離で降りることを詫わびると、運転手は気にしなくていいと笑ってくれた。

　その笑顔に軽く頭を下げて、俺もサクラを追ってタクシーを降りる。ドアボーイが開けたドアからホテルに入り、ロビーを横切る。

「藤谷にか？」

　心なしか咎とがめるように口にした。

　エレベータの前に立っていたホテルのスタッフがドアを開けてくれる。中に入って、二人きりになったところでサクラは「嫉しつ妬と？」と聞いてくる。

　同じ質問を前にもされたと思いながら「そんなんじゃない」と答える。だけど誤ご魔ま化かしようもなく声は硬かたくなった。

「どっちに？」

　普段はあまり見せない、年上の女の顔でサクラが微笑ほほえんだ。俺より先に、サクラがエレベータを降りる。

「どうしてあんたたちってそうなの…？」

　落ち込んでると言うよりは楽しんでいるように、今日二回目のセリフを口にしてサクラは背を向ける。ドアが閉しまる寸前「充がいらないなら、私が貰うからね」と挑ちよう発はつ的な事を言った。

　ドアが閉まると再び緩ゆるやかな上じよう昇しようを続けるエレベータの壁かべに寄りかかって、俺はサクラのさきほどの問いに対する自分の答えに苦く笑しようした。

　───どっちに？

　そんなの決まっている。俺は藤谷に手を出すと言ったサクラに嫉妬した。

　まさか見破られるなんて思わなかった。俺があいつの恋愛感情を読みとったように、あいつにも俺の恋愛感情が読みとれるのかもしれない。

　サクラに張り合われたら勝ち目がない。だけど、勝ち目がなくていいんだろう。

　どうせ、この恋はうまくいかない。

　俺と藤谷が好きあっても想おもい合っても、そんな不毛な関係はお互たがいの将来にとって、不安要素にしかならないだろう。俺はそんなスキャンダルであいつがこの世界から消えるのを望んでいないし、俺自身それで今まで積み上げてきたものが台無しになるのは嫌いやだ。

　あれはたった一夜限りの過あやまちだ。そうでなくてはならないんだ。

　カメレオン俳優の渾あだ名なは伊達だてじゃない。本気になればいくらでも気持ちを隠かくして、だませる自信がある。演技を続けていれば、きっと自分自身すらも騙だませる。

　そう覚かく悟ごを決めてエレベータを降りた。

　部屋に戻もどるといつの間にか荷物が運び込まれていた。下村の代わりに派は遣けんされた新人のマネージャーがやってくれたのだろう。荷物の上にはセロハンテープでメモ用紙が貼はってあった。

　変更になった明日の予定が書いてある。それを確かく認にんして枕まくら元もとの目覚まし時計をセットする。

　それから粗あらい目のニットコートを脱いでクローゼットに掛かけたところで、ドアが遠えん慮りよがちにノックされた。

　ドアスコープから見たら、そこには藤谷が立っている。

　こんな時間に訪ねてくる理由を想像して、自意識過か剰じようになっている自分自身を笑った。

　───演技するって決めたくせにな。

　その気持ちをもう一度確認して、一呼吸置いてからドアを開けた。

「こんな時間にどうした？」

　そう聞くと藤谷は俯うつむいたまま「台本、解わからないところあるんだ」と口にする。

「悪いんだけど、明日じゃダメか？」

　藤谷は顔を上げて俺の顔を見ると、「岬さんが中にいるのか？」と聞いてくる。

「まさか。今日は疲つかれてるだけだ。早朝からずっと撮影だったから」

「…ごめん、そうだよな」

　しゅんとしたまま項うな垂だれる姿が可哀かわい想そうになる。

「少しぐらいなら、つきあってやれるぞ」

　腕うで時ど計けいをちらりと見てからそう口にする。こいつの家に行った時もそうだった。最初に抱だいた時もそうだ。どうも俺はいつも不敵な顔をした藤谷が落ち込んでいる姿に弱いらしい。

「いい。本当は、ただの口実なんだ」

　強がるように笑ってから踵きびすを返すと、足早にいなくなってしまう。

　ドアを閉めてから、思わず顔を押さえる。

　先ほどの駆かけ引きめいた言葉を藤谷は恐おそらく無意識で口にしたんだろう。あいつのことだから、ただ本心を口にしただけなんだろう。

「決意がぐらつきそうだ」

　手を伸のばせば触ふれる距離にいる。抱きしめてしまえる。抱きしめればキスができる。その先も。

　過あやまちの夜のことを思い出したらあの生々しい感覚まで蘇よみがえって、俺は情けなくもバスルームに向かった。










　京都で三日目の撮影となる今日は午前中に曇くもりだした空が、午後に入ってからとうとう雨を降らせた。昨日は雨が降っていて撮影が中止になったために、今日こそと思っていたがどうやら長引きそうだ。

　脇わき役やくを務めたベテラン俳優がクランクアップし、花束を貰って引き上げたところでスタッフは撮影を続行するか否いなかでもめた。結局時間もないことだし、雨の中で撮影を続けることに急きゆう遽きよ決まった。激しい雨じゃなかったが、それでも十二月の雨は体を芯しんまで冷やした。

　俺は竹林の中を一人で走るシーンを撮とらされた。クレーンを使った撮影だったのでテストの時にカメラの動きを摑つかむ。リハーサルでは思った以上にぬかるんだ土の上を、転びそうになりながらも走った。逆にその不安定な走り方がリアルだと監かん督とくに言われ、本番でもあえて変えずに走る。

　ＯＫが出てからモニタを覗き込むと、完全に狂くるった顔をして走る朝丘仁の姿があった。カメラワークのお陰かげもあって、臨場感のある画えがとれている。実際にはコマ割りを変えて、もっと迫はく力りよくを出す予定だ。

「どうぞ」

　スタッフから渡わたされたタオルを受け取って髪かみを拭ふく。濡ぬれたシャツが張り付いて気持ちが悪い。

「はい、じゃ次のシーン行くよ」

　助監督がそう言うと、俺が作った足そく跡せきを消していたスタッフが大急ぎで作業を終わらせる。カメラの位置が変わってもう一度テストをやった後に、サクラと藤谷が近くに停とめられたバンの中から出てきた。

　まだ他ほかの準備が終わっていなかったので、二人は手持ちぶさたに俺のシーンをモニタで確認する。

「同じ殺さつ人じん鬼きでも油地獄の時とは随ずい分ぶん違ちがった雰ふん囲い気きね」

　サクラが真しん剣けんな目で映像を追う。このシーンは完全に闇やみに体を乗っ取られた朝丘仁が奈々と凪を追いつめる大事な局面だ。サクラは逃にげ足が遅おそいので途と中ちゆう、凪が抱きかかえるようにして走る。仁は獲え物ものをいたぶるように二人を追いかける。

　映画になれば繫つながったシーンだが、撮さつ影えいは別々なので俺だけ先に走ったのだ。

「不思議ね。どっちも罪悪感もなく人を殺す犯人であることには変わりないのに、朝丘仁と与よ兵へ衛えは全然違ちがうわ」

　与兵衛とは油地獄の役名だ。

「俺の舞ぶ台たい見たことあるのか？」

　意外に思って聞くと「変装して行ったわ。充の舞台は勉強になるもの」と答えが返ってきた。

　撮影の準備が出来て、サクラと藤谷が呼ばれる。

　カメラが回されると、俺は邪じや魔まにならないところに立って二人が走るのを見た。逃げる二人の背後でカメラマンが走る。竹林のなかを走る若者と手ぶれの画は、低予算ながら世界中に衝しよう撃げきを与あたえたあの映画を彷ほう彿ふつとさせた。

「いいんじゃない？」

　監督が横の助監督に声を掛ける。すると助監督が「カット、ＯＫです」とメガホンを口に当てて大声を出す。

　肉眼で確認できないところまで走っていた二人が、木々の向こうからカメラマンと一いつ緒しよに歩いてくる。今度は別の角度から撮るために、二人はもう一度走る。

　そんな風にいくつかのパターンを撮ってから、ようやくこのシーンの撮影が終わると、二人は僅わずかに息を上がらせていた。

　シーンを撮り終わったところで、雨が激しくなり風も出てきた。次は竹林のなかから道路に飛び出した凪と奈々が車にひかれそうになり、その運転手に助けて貰もらうというシーンだった。道路を使うのでこの時間この区域は通行止めになっている。

　張られたテントの下で監督と一緒にモニタを眺ながめていると、ずぶぬれの二人がこっそりとバンの中に入っていくのが見えた。昨日去り際ぎわにサクラが言った言葉を思い出して、意識しないようにしていても目の端はしで様子をうかがってしまう。

　しばらくして出てきた時、二人が妙みように寄り添そっているように見えて腹が立つ。

　藤谷みたいなタイプはサクラの好みではなかったはずなのに、二人で立っている姿はやけに絵になっている。

　二人がテントの方に来たので、俺はなんとなく避さけるように別のテントで固まっているスタッフの方に行く。

　雨が激しすぎるために、しばらく弱まるのを待つ。三十分ほど経たった頃ころに、ようやく雨足が弱まる。スタッフはここぞとばかりに撮影を開始した。

　モニタを見ていると、道路に飛び出した藤谷が転んだのが解った。

「カット」

　その声を聞いて転んだ藤谷が立ちあがる。体に怪け我ががないことを確認してから泥どろで汚よごれた衣装を着き替がえて、再び同じシーンを撮る。今度はうまく行った。

　監督のＯＫが出た途と端たん、撤てつ収しゆう作業が始まる。藤谷はテントに戻ってくると着ていた服を脱ぬいで、渡されたタオルで全身を拭いた。その姿を女性スタッフがじっと見つめている。そのことに気を取られていると、サクラに腕うでを引かれた。

「充、撮影終わりだよね？」

　タオルで髪を拭くサクラは、雨のせいで肌はだにぴったりと白いワンピースを張り付かせている。下着が透すけているのを見て、先ほどスタッフの何人かがサクラを見ていたことを思い出す。

　考えていることが丸出しの彼らの表情と同じようなものが、藤谷を見る俺の顔にも浮うかんでいたのかもしれない。そう考えると恥はずかしくなった。

「終わってる」

「あのさ、私このあとまだ撮影あるんだけど、京はもうホテル帰るみたいなんだよね。面めん倒どう見みてあげてくれないかな？」

「面倒？」

「京の足、朝のロケで捻ねん挫ざしてテーピングで固めて走ってたの。誰だれにも言うなって言われたんだけど…さっきも転んじゃったから」

　だから二人してバンの中に入っていったのか。寄り添うように立っていたのもそれが理由なら納なつ得とくがいく。

「わかった」

　俺の答えにサクラはほっとしたように息を吐つくと、濡れた服を着替えるために俺の側そばを離はなれる。

　ロケバスの中で服を着替えてきた藤谷は、そのまま一足先にスタッフやマネージャーと一緒に帰ろうとするから、俺も一緒にホテルまで送って貰うように頼たのんだ。

　車に乗るとき、藤谷が一いつ瞬しゆん足の痛みに顔をしかめる。

　助手席に座った藤谷のマネージャーはそれには気付かず、雨の中での撮影に文句を言う。

「本業は歌手なのに、風邪かぜでも引いたらどうするのよ」

　その文句に運転しているスタッフは申し訳なさそうな顔で謝る。

　藤谷のバンドのメンバーが俺を殴なぐって以来、矢代監督と藤谷のマネージャーとの仲は悪い。あの時は矢代監督が藤谷のマネージャーや光こう樂がくに相当激しく抗こう議ぎをしたようだ。

「大体スケジュールだって無む茶ちや苦く茶ちやなんだから。主役は京なのに岬さんの方を優先して組むのも間ま違ちがってると思うわ。確かにキャリアは向こうの方が長いけど…」

　次々と出てくる文句に聞き苦しいものを感じていると、助手席の真後ろに座る藤谷が舌打ちをする。

「うるせーよ。あんたの文句は聞き飽あきてんだよ」

　それを聞いてマネージャーは黙だまる。空気は余計に重苦しくなった。

　俺は窓の外を見た。雨は再び激しさを増している。空は重い雲がたれ込めていた。ごろごろと不ふ吉きつな音もしている。

　車内には低い音量でラジオが流れている。ローカル放送のそのラジオ番組が交通状じよう況きようと天気予報を教えてくれる。

『今夜に入ってますます雨風が勢いを増していきそうですね。みなさんも気を付けてくださいね。ではここでリスナーからのリクエストが殺さつ到とうしてるガドの新曲〝快楽廃はい園えん〟をどうぞ』

　ラジオのパーソナリティの紹しよう介かいで、俺が前に藤谷の家で見たＰＶの曲が流れ出す。気を遣つかったのか、重苦しい空気を紛まぎらわせようとしたのか、運転席のスタッフがラジオの音量を上げる。

　俺は旋せん律りつがどうのとか、コードがどうのという専門的なところは分からないが、印象的な曲だと思った。

　曲が終わり、ホテルが見え始めた頃に藤谷のマネージャーが「私はこれから東京に戻もどるけど、明日の昼の撮影にはまた同行できるから」と口にする。

「ああ」

　藤谷は不ふ機き嫌げんそうにそう答えただけだった。

　ホテルで俺達三人が降りると、スタッフは次の撮影現場に戻っていった。藤谷のマネージャーはホテルに丁度来ていたタクシーに乗り込んで、駅に向かう。

　俺たちがホテルに入ると、丁度ロビーにいた鹿山が近づいてきた。

「お疲つかれさまです。先せん輩ぱい！　なんか近くに温泉あるみたいなんでみんなで行こうと思ってるんですけど、先輩もどうですか？」

　そう言った鹿山の周りには若手の俳優が何人かいた。その中の女子が藤谷を見て「是ぜ非ひ、藤谷さんも行きましょう」と誘さそう。

　その子にぐいっと腕を引かれて、藤谷は俺にしか解わからない程度に顔を顰しかめた。捻挫した足が痛んだのかも知れない。俺は思わず、庇かばうように藤谷の肩かたに手を回す。

「悪い、サクラとの先約があるんだ」

　サクラの名前が出ると、女子は仕方なさそうに「サクラさんじゃ勝ち目ないなぁ」と言って藤谷の手を放す。鹿山は面おも白しろくなさそうな顔をしていたが、文句は言わずにそのままホテルを出ていく。

　俺は肩に回した手を放さずに、藤谷を連れてエレベータに乗る。

「充？」

　俺の行動の理由が解らずに戸と惑まどう藤谷に「足痛いんだろ？」と聞く。

「なんで…？」

「サクラに聞いた。面倒見てやれって言われたから、さっきのは強あながち噓うそでもないんだ。でも、なんでお前断らなかったんだ？」

　普ふ段だんだったら、女子が気軽に触ふれる事なんてできない雰ふん囲い気きを出している。

　前に学校で藤谷に片思いをしている女子が触れようとしたとき、一言冷静な声で「触さわるな」と吐き捨てた。こいつはそういう男で、女子の大半もそういうところが好きなようだった。

　普ふ通つうの男子がそんなことを言えば反感を買うだけなのに、何故なぜか藤谷が口にすると女子は「格好いい！」となる。人間は顔じゃなくて中身だというが、それは本当に本心なのか一度彼女たちに聞いてみたい。

「ああいうの嫌きらいだろ？」

「別に」

　藤谷はそう言うと、俺の手を振ふり払はらってエレベータのボタンに手を伸のばす。

　藤谷の部屋がある階を押おそうとした指先を俺は止めた。

「手当てするから俺の部屋に行くぞ」

「っ」

　指先を握にぎり込むと、藤谷は動どう揺ようしたようにまた振り払おうとする。させまいと強く握りしめたら、目元を赤く染めながら藤谷は俺を睨にらみあげた。

「何、考えてんだよ」

「何って…」

「折せつ角かく俺があんたのこと諦あきらめようとしてるのに、どうしてその途と端たん俺のこと構うんだよっ」

　諦めようとしてる、という言葉に胸が痛む。

「あんた俺で遊んでんの…？」

　弱々しくそう口にして俯うつむいた藤谷の側に近づいた時、ふわりと甘い薔薇ばらの匂においがした。サクラがつけていた香こう水すいだと思い出して、あの時感じた嫉しつ妬とが蘇よみがえってくる。

「諦めるって？　俺のこともう嫌いやになったのか？」

　俺は思わず握った手に力を込める。

「っ」

　藤谷が顔を顰めるのも構わずに、そのまま引き寄せた。

「サクラの方がよくなったか？」

　確かにサクラと比べられたら、勝ち目なんかない。

「それは、充だろ…。充が岬さんのこと好きなんじゃないか」

「俺達はもうとっくに終わってる」

　藤谷はそれを聞いても、居い心地ごこち悪そうに俺から離れようとする。

　そんな藤谷を思わず抱だきしめてしまったのは、条件反射に似た衝しよう動どうだった。

　藤谷の気持ちに応こたえるつもりなんてなかったのに、その気持ちが他ほかに向きそうになったら我が慢まんが利きかなくなった。こいつが俺以外の奴やつのものになるのなんて、絶対に嫌だと思うんだから仕方ない。

「俺から逃にげんな。その気にさせといて、今いま更さら諦あきらめるなんて言うな」

　抱きしめたらまたサクラの匂いがした。それが悔くやしくて腹立たしくて早く消してしまいたいと思った。状況が把は握あくできずにいる藤谷の、何も言わない唇くちびるをキスで塞ふさぐ。

「っ…ん」

　相変わらず薄うすい唇と薄い舌だ。そう思っていると、ぎゅっと背中に腕が回された。

　それが嬉うれしくて、知らず知らずのうちに追いつめるようなキスになる。もっと深く、と貪むさぼるようにキスを繰くり返していると、いきなり藤谷の体の力がかくんと抜ぬけて、慌あわててその体を支える。

「悪い。足痛かったか？」

　被かぶさるような体勢になっていたから、捻ねん挫ざした足に負担がかかってしまったかもしれないと、心配してその顔を覗のぞき込む。藤谷は息を乱しながら「そういうんじゃない」と恥はずかしげに言った。

　その顔がすごく可愛かわいいから、藤谷の濡ぬれた唇を指で拭ぬぐいながらもう一度部屋に誘う。

「俺の部屋、来るよな？」

　返事の代わりに藤谷の唇がそっと躊躇ためらいがちに頰ほおに押しつけられた。










　ベッドの上に座らせて、脱ぬがした服の下からテーピングを施ほどこされた痛々しい足首が姿を現す。テーピングを剝はがすと、傍はた目めにも腫はれ上がっているのがよく解った。

「先に冷やすか？」

　あまりに酷ひどいのでそう聞くと「そんなの後でいい」と藤谷が顔を赤らめて呟つぶやく。

「こんな酷い状態で、どうして誰だれにも言わなかったんだ？」

「弱み見せたくない。捻挫して足引っ張る奴だって思われたくない」

「馬ば鹿かか。時と場合を考えろ。頑がん張ばることと意地になるのは違ちがうだろ」

　こんなに悪化させちゃ、明日の撮さつ影えいだって考えなきゃならない。

「だって、また充に嫌われたくない。昔みたいなこと言われたくない」

　昔？　そういえば以前にも藤谷は〝どうせあんたは俺のことなんて覚えてない〟と言っていた。

　一体いつの話だと考えるために黙だまり込んだ俺を見て、藤谷は不安そうな顔をして「なぁ」と俺の着ていた服の裾すそを引っ張る。

「俺のこと、抱いてくれるんじゃねーの？　その気になってくれたんじゃねーの？」

　脱がしかけのシャツを引っかけたままの藤谷にそう聞かれて、考えていたことなんてどうでもよくなった。

　唯ゆい一いつ体を覆おおっているシャツを脱がして、下着にも手をかけると藤谷が恥ずかしそうに身を捩よじる。それがやけにいやらしく思えて、乱暴な仕草で下着を取り去る。

　そのまま足を気き遣づかいながらもベッドの上に押し倒たおして、キスをした。

「っうん…ぁ」

　不慣れながらも応えようとぎこちなく動く舌先が可愛くて可愛くて、どうしようもなくなる。

　何度も何度も角度を変えて舌を絡からめていると、藤谷の性器がだんだんと硬かたくなっていくのが触れている部分で解った。

「あのさ…」

　キスの合間に藤谷が掠かすれた声を出す。

「一回だけでいいから俺のこと…好きだって言ってよ」

　強請ねだった後に、藤谷は慌てたように「嫌なら、いいけど」と口にする。

　そう言われて、まだ一度も「好きだ」と言っていなかったことを知る。自分ではとっくに言っているつもりになっていた。ささやかな願いを口にした後に、拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて怯おびえている藤谷が可愛くて、足を気遣うとかそんな余よ裕ゆうがなくなりそうだ。

「好きだ」

　乞こわれたままに口にする。

「言ってやらなくて悪かったな。お前のこと、誰にも渡わたしたくないぐらいに好きだよ」

　藤谷は何も言わずに、ぎゅっとしがみついてくる。

　唇にキスができないぐらいきつくしがみつかれて、仕方ないから髪かみや耳にキスを繰り返す。

　藤谷の体のあちこちを触ってると、抱きついた腕うでの力がゆるんだ。

「なんか、泣きそう」

　藤谷が抱きついたまま口にする。

　その言葉が可愛いと思った。気付けば俺は、いつもこいつのことを可愛いと思っている。

　好きだという一言で泣きそうになるのが可愛い。

　馬鹿みたいにどこもかしこも可愛くて、悩なやんでいたことがどうでもよくなった。

　あの夜、藤谷に乞われてこの体を抱いてから、いやそれよりも前から俺はこいつのことが可愛くて仕方ないんだ。そんな相手に惚ほれられて、自分だけ正気で居られるわけがない。

「泣くなよ」

　目元に口付けて、頰を撫なでる。濡れた目で見上げられて、誘さそわれるように体に触ふれた。色の薄い肌はだに似合わず、触れた体はひどく熱い。子どもみたいに体温が高くて、もっともっと触れていたくなる。

「俺のものになって」

　キスの合間に藤谷がそう言った。

「俺だけ見てて…。俺を充だけのものにして」

　藤谷の指に自分の指を絡めながら、俺は頷うなずく。

「あんまり、煽あおるなよ」

　どうせそんなつもりで言ってるんじゃないんだろうけど、言われたこっちは堪たまらない。

　こいつの気持ちを受け入れると決めたから、余計に歯止めが利かなくなる。

「だって、やっと…言える」

　張りつめた陰いん茎けいを擦こすり上げて、その奥に指を伸ばすと藤谷は壮そう絶ぜつな流し目を俺に向ける。

「ふ‥っぁ」

　藤谷の家で見たあのＰＶよりもずっと色気のある誘うような目に、本当に俺以外と経験がないのだろうかと疑問が浮うかぶ。

「なぁ、お前の体って本当に俺しか知らないのか？」

　中学生の時だって口にしなかった格好悪い質問に、藤谷は困ったような顔をする。

「っあ…充しか…知らないの、だめか？　もっと経験してないと、だめ？」

　思わず口元が緩ゆるんだ。こんなことで満足してしまう自分を器うつわの小さい男だと感じながらも、嬉しいものは嬉しいんだからしょうがない。それは全すべての男が持つちっぽけな独どく占せん欲よくの一つだ。

「‥逆だ」

「あっ…、あ…っ」

　俺しか知らないくせに、そんな目ができるのか。たった一度抱いただけなのに。

　いつか俺の方がこいつに骨ほね抜ぬきにされてしまいそうだ。

　いや、もうされているのかもしれない。

「はっ…、も、だめ、充、俺…」

　鈴すず口ぐちを弄いじると、滲にじんだ色の薄い先走りが糸を引いて俺の指を濡ぬらす。

「少し触さわっただけだろ。まだイクなよ」

　相変わらず快感に不慣れで敏びん感かんな体に感心する。

「だめ、俺、も、だめだって…っぁ」

　首を振ふって藤谷は俺の腕のなかでもがくように腰こしを揺ゆらす。逃げようとしてるようにも、快感を追いかけているようにも見える。きっと両方なんだろう。

「我慢しないと入れてやらない」

　俺を受け入れることになる最さい奥おうに指の腹で触れる。

「ひっ…ぁ…ん」

「なかかき回してほしいだろ？」

　耳に直接声を吹ふき込む。

　藤谷ががくがくと頷くのを見て「じゃあ、俺が良いって言うまで我が慢まんな」と言うと、指の腹で触れていた場所がきゅっと締しまった。

　堅かたく閉じたところを指の腹で押しながら、擦るたびに濡れた音をたてる性器を手の中で愛あい撫ぶする。

「っん、…あっ、あんっ…は、充、俺、くるし…」

「我慢するんだろ？」

　真っ赤になった顔で、体を震ふるわせる。

「ふっ…う、う…」

　嬌きよう声せいすら堪こらえるように唇くちびるを嚙かんで潤うるんだ瞳ひとみも閉じて、体を硬くしてひたすら耐たえている姿が可哀かわい想そうに見えた。仕方ないから射精を許すと言葉にする代わりに、手の中でいたぶっていた場所を舌で辿たどった。

「ひっ」

　女相手にもあまりしなかったのに、同じ男のものを嫌けん悪お感も覚えずにくわえ込んだ。

「っん────」

　ほんの少し口に含ふくんだだけで、藤谷は呆あつ気けなく弾はじけた。その瞬しゆん間かん口を離はなしたが、それでも藤谷の精液が俺の唇に飛ぶ。舌を伸のばして舐なめ取ると、青あお臭くさい味がした。

　唇を手の甲こうで拭って、性器と連動するように快感の余よ韻いんに蠢うごめいている最奥の入り口に再び指を這はわせた。一度吐と精せいしたせいか先ほどよりも硬くはないが、それでも指一本がやっとだろう。

　こじ開けるのも楽しそうだが、藤谷に痛い思いをさせるのは可哀想だ。

　確かアメニティに化け粧しよう用のオイルがあったはずだと、藤谷の体を離してベッドから下りる。

「や、充っ」

　バスルームのドアノブに手をかけたところで、ばたんと藤谷の体がベッドから落ちた。

　シーツごと絨じゆう毯たんの上に落ちた藤谷に驚おどろいて、慌あわてて近づくと何を勘かん違ちがいしたのか「言うこと聞くから、行かないで」と泣きそうな顔で抱だきついてくる。

「何…？」

　言ってる意味が分からずにそう問い返すと、「次は俺、ちゃんと我慢するから」と付け加えられた。そこでようやく藤谷が先ほどの会話を引きずっていることに気付く。

　当たり前だが、あんなの本気じゃない。入れられなくて困るのはむしろ俺の方だ。

　こういう駆かけ引きに慣れてないから全部本気だとでも思ったのか、俯うつむいたまま俺の反応に怯おびえる藤谷が可愛かわいくて仕方がない。

　言うことを聞くという言葉に、また何か意地悪なことを言いたくなったが我慢する。

　それなのに、そんな俺の葛かつ藤とうを無視するように「何してもいいから」と藤谷が口にした。

「自分がどんな格好でどんな顔で、何言ってんのか分かってんのか？」

　半分呆あきれながら言う。

　俺を見上げる火ほ照てった体は、うっすらと色づいている。快楽に潤んだ瞳や上気した頰ほおと相俟って、壮絶な色気を醸かもし出している。

　思わず喉のどが鳴った。

「何が？」

　意味が分からないと言うように藤谷が首を傾かしげる。

　俺は子供の時から大人おとなに囲まれて仕事をしていた。仕事場ではマネージャーの下村はあてにできなかったし、私生活でもケンカばかりでろくに家に寄りつかない両親を頼たよることもできなかった。だから自然と大人びていったが、それは大人びているだけで大人じゃない。

「優やさしくしてやろうと思ったけど、もうそんな余裕なくなった」

　中身はただの青臭いガキだ。こんな誘いに我慢できるほど、理性的なわけがない。

「え…？　あっ」

　絨毯とシーツの上にその体を組み敷しいた。

　藤谷の背中からのしかかるように腕の中に閉じこめて、まだ解ほぐしてもいないところに下着の中から出した自分の高ぶった欲望を擦りつける。

「やっ…」

「分かる？　お前の中に入りたくてめちゃくちゃ硬かたくなってる」

「あ、充の、熱い…」

　素す股またでもするように藤谷の陰茎に自分のものを擦りつけた。絨毯の上に突ついていた腕が崩くずれて、藤谷は絨毯に綺き麗れいな顔をべたりと付けながら「あっ、あっ」と高い喘あえぎ声をあげる。

　自分のものか藤谷のものか分からない先走りで濡ぬれた陰茎を、藤谷の奥まった場所にもう一度擦りつける。薄うすい精液で濡れたその場所を手で摑つかんで広げると、藤谷は嫌いやがるように腰を揺らしたが誘さそっているようにしか見えない。

「そんなとこ、見るなよ…充、だめ」

　赤く色の変わった皮ひ膚ふを指先で辿る。

「んっ、やっ、だめ、だめ」

　藤谷の抗こう議ぎを無視してゆっくりと指を埋うずめていく。

「やぁ──…っ」

　一本目は楽に入った。中でぐるりと回すと藤谷の膝ひざが震える。二本目からはきゅうきゅうと締め付けてきた。

「っあぅ…、うごかしちゃ、だめ…」

　自分の息が荒あらくなるのが分かる。馬ば鹿かみたいに興奮しているのがおかしくて、それでも止やめられなくて、あまり慣らしてもいない場所から指を引き抜ぬくと硬くなった性器を押しつける。

「っ」

　息を飲んだ藤谷の腰を摑んで引き寄せる。

「入れるよ」

　きゅっと力の入った体を優しく撫なでながら肩かたにキスを落とす。

「んぅ…」

　尖とがった胸の飾かざりを弄りながら、ゆっくりと入り込んだ。

「ひぁ…ぁ、あぅ」

　口を開きながら、苦しくて引きつる体を強く抱きしめて、それでも最後まで埋うめ込んだ。

　思い切り掌てのひらで握にぎられているような感覚に、目め眩まいがしそうだった。

「ひぅ…っ」

　藤谷の悲鳴じみた声に、痛みを紛まぎらわせるように萎なえかけた陰いん茎けいに手を伸ばす。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　肩にキスを落としながら手の中のものを愛撫して、どうにか痛みから解放してやろうとする。

「も、大きすぎ、る…」

　詰なじるように言われて「痛いか？」と聞いたら頷うなずかれる。

「足も、痛い」

　そう言われてようやく俺はこいつが捻ねん挫ざしていたことを思い出す。どこまで理性が飛んでいるんだと、自分で自分に呆れた。

　ベッドの上に移動するために一度抜こうとすると、藤谷の腰が揺らめいた。

「あぁっ、だめ…」

　ぞくぞくと藤谷の背中が震える。

「ぬいちゃ、だめ…だ」

「でも痛いんだろ？」

　気き遣づかうように足首に触ふれると「だめ」と言われる。

「も、いいから…奥まで、いっぱい…して」

　その言葉を合図に、奥まで一度に突っ込んだ。藤谷は声にならない声をあげる。

　唇を塞ふさぐようにキスをして、捻挫した足を気遣いながらも藤谷の望み通り奥まで打ち付ける。

「ひっ、あ、っん、ぁん」

　何度も何度も深く突き上げていると、藤谷はもう痛いなんて言わなくなった。

　その代わり返ってくるのは甘い嬌声と、うっとりとした眼まな差ざしだけだ。

「奥、とろとろになってる」

　きついだけだった場所が、とろけていく。柔やわらかくて熱く締め付けてくる内側を味わいながら、藤谷の陰茎を弄いじった。

「そんなにしたら、だめ、俺…また、一人でイク」

「いいよ、いけよ」

「充も、一いつ緒しよに…っ」

　藤谷の手が俺の手の上に置かれる。

「大丈夫、俺もいくから」

「んっ、はあっ」

　びくっと、藤谷の体が震ふるえた次の瞬しゆん間かん、勢いよく尖せん端たんから精液が飛んだ。

「ぁー…」

　ぎゅうっと締しまった場所から抜き出した俺は、自分の陰茎を軽く擦こすって藤谷の体に自分の精液をぶっかけた。

「あ」

　熱い飛ひ沫まつが太ふと股ももや尻しりに飛ぶと、藤谷は恥はじらうように声を上げる。

　その体を抱き上げてベッドに押し倒たおす。

「充？」

　快感の余よ韻いんでぼうっとしてる藤谷の頰にキスをしながら「たきつけた責任はとれよ」と口にすると、藤谷は訳が分からないという顔をしながらも俺の首筋に腕うでを絡からめた。










　藤谷がクランクアップを迎むかえた日が、映画全体のクランクアップの日でもあった。

　もちろんアップしたのは出演者だけで、スタッフはこの後も編集作業やらなにやらで大おお忙いそがしだ。特に宣伝部の山場はこれからだ。

　打ち上げはスタジオ近くの居酒屋を借り切って行われたが、そのときに藤谷とスタッフ、矢代監かん督とくが隅すみの方で緊きん張ちようした面おももちで話しているのが目に入った。

　気になっていると、話し終えた藤谷が俺の近くに来て「どうしよう」と口にした。

「何かあったのか？」

「台本、無くしたみたいだ」

「え？」

「楽屋に置き忘れたんだ。今スタッフの人が見に行ったら無くなってたって」

　藤谷は青い顔でそう呟つぶやく。台本はパート毎ごとにスタッフが回収していた。それはネタバレを防ぐためだと矢代監督が顔合わせの時に言っていた。

　映画の原作であるマンガでもネタバレがあって、推理の謎なぞ解ときがマンガよりも先にネットで出回ったことがあると聞いた。そのため原作者がやたらと神経質になっていて、監督も出演者も人一倍気を付けていたのに、最後の最後でこんな事態が起こるとは思わなかった。

「どうしよう」

　青くなる藤谷同様に矢代監督も硬い顔をしていた。

　打ち上げだというのにその話を知った俺達はとても騒さわぐどころではなくなった。未成年の俺達はどうせこんな場所じゃ酒なんて飲めないので、一時的に抜け出してスタジオに戻もどり台本を捜そう索さくした。

　しかし結局なにも見つからずに、藤谷と俺はプロデューサーから「もういいからとりあえず打ち上げに戻ってこい」と言われて、収しゆう穫かくもないまま二次会の会場に向かった。

　その台本がどうなったか解わかったのは、それから一週間後のことだった。

　俺はそのとき丁度、次に始まる舞ぶ台たいの稽けい古こを本気塾の稽古場で行っていた。

　首にかけたタオルが汗あせを吸って重くなるのをわずらわしく思っていた時に、マネージャーの下村が慌あわてた様子で稽古場に現れると、俺達が練習しているのも構わずに俺を呼んだ。

　その様子に何か不ふ吉きつなものを感じて、俺は稽古相手である後こう輩はいに断ってから下村の側そばに行く。

「どうかしたのか？」

　下村が焦あせった顔をしているのなんて珍めずらしい。

「相当まずいことが起こりました」

　続きを促うながす前に下村が俺に携けい帯たい電話を渡わたす。相手が誰だれだか知らずに出ると、矢代監督だった。

「はい」

『俺だ。映画のラストがネットで出回ってる』

　そう言われて、俺は思わず先日の打ち上げで知った藤谷が無くした台本のことを思い出す。

「どういうことですか？」

　先ほどまで火ほ照てっていた体が急に冷える。

『犯人役が凪と対決して死ぬ吊つり橋ばしのシーンが映画の告知サイトやスポンサーのテレビ局、関係機関のサイトの掲けい示じ板ばんに書き込まれたんだ。藤谷君の書き込みがのってる台本の画像まで出回ってるよ』

　疲つかれたような声で矢代監督が言う。

『とりあえず、充にも連れん絡らくしておこうとおもって』

　矢代監督の背後はざわついていた。今回のことでもめているのかもしれない。

『原作者の先生から公開を中止しろって抗こう議ぎが来てて、もう大変なんだよ』

　ため息のように矢代監督がそう言った。

「それは無理でしょう？」

　もう映画はクランクアップしている。今いま更さら公開中止になったら、何十億の損害になるか知れない。それほど今回の企き画かくでは大勢の人間が動いている。今までの宣伝活動だって全すべて無む駄だになる。たとえ原作者と言えど、一個人の意見で公開自体が中止になることはありえないだろう。

『うん。それは向こうも解ってると思うんだけど、そうとう機き嫌げん損そこねちゃっててね。ほら、映画と同時にマンガがコラボで出る話があっただろ？　あれも無くなりそうな勢いでさ。とにかく、参ってるんだよ』

「どうするんですか？」

　俺の疑問に矢代監督は「まだわからないけど、撮とり直したいと思ってる」と言った。

『犯人を変えることはさすがにできないけど、ラストのシーンは変えられる』

「ラストを変えるって、今からですか？」

『次の仕事が始まってるのは解ってる。だけど一日でいいから俺にくれないか？』

　矢代監督とは前にも一度仕事をした。あの時は俺はまだガキで、矢代監督はまだ助じよ監かん督とくだった。矢代監督は俺の知る映画監督のなかでは一番穏おん和わなタイプだ。他ほかの監督に比べれば怒おこる回数も少ないし、柔らかい言葉とそれに相応ふさわしい茫ぼう洋ようとした風体でいまいち貫かん禄ろくに欠ける人だ。

　その矢代監督がひどく切せつ羽ぱ詰つまった声でそう口にする。

「一日でも、二日でも、好きなだけ空けますよ」

　迷わずそう口にすると、近くにいた下村が焦ったような顔をしたが、スケジュールを考えるのが彼の仕事だ。普ふ段だん打ち合わせや撮さつ影えいへの同行はしないのだから、それぐらいの仕事はさせてもいいだろう。それに俺だって、すでに世間に公表されてしまったラストをそのまま晒さらすのは役者として嫌いやだ。

『助かる』

　矢代監督はほっとしたようにそう言うと、詳くわしい話は決まってからまた連絡すると通話を切った。

　俺は藤谷の事が頭に浮うかんだ。きっと今回の件で責任を感じて落ち込んでいるんだろう。フォローの電話を入れようとして何度かコールしたが、忙いそがしい藤谷が電話に出ることは無かった。

「塾じゆく長ちように報告したほうがいいですよね」

　怯おびえたようにそう聞いてくる下村に「自分で考えてくれ」と言い捨てて、俺は後輩に謝って稽古を続ける。それでも映画のことばかり考えてしまいとても身が入らず、らしくもないとちりを何度も繰くり返して後輩を呆あきれさせてしまった。

　頭を冷やすと断ってから稽古場の壁かべに寄りかかって座る。後輩達の演技を見ながらも、頭の中を占めているのは先ほどの話だ。

　───台本を奪うばうことができるのはあの時の出演者とスタッフだけだ。

　仲間を疑うなんてひどく嫌な気分だが、そう考えてしまうことを止められなかった。










　矢代監督から連絡があってからの一週間は殺人的なスケジュールだった。いつ撮影が入ってもいいように、出来るだけスケジュールは前まえ倒だおしした。舞台の仲間にも無理をいって、何度か稽古を優先的にさせてもらった。

　舞台の稽古に加えて学校を欠席していた分の溜たまったレポートや、映画の宣伝活動で最近ろくに寝ねていない。子役の時から一日五時間程度の睡すい眠みんしかとっていないが、最近はその五時間すら危あやうい。だけど、それを表に出さないのが俺達の仕事だ。

　といっても、それはあくまで仕事中のことだ。

「おい、こら井川！」

　ぱこんと丸めた教科書で頭を叩たたかれて、俺はいつの間にか閉じていた目を開ける。

　学校にいるとどうも気が抜ぬけてしまいがちだ。

「寝るなら外」

　そう言って、担任が教室の外を指す。

「すみません」

　素す直なおにそう謝って手元のノートを見ると、アラビア語のように横に繫つながった文字が羅ら列れつされている。自分が書いたとは思えないほど判読不能な日本語と、黒板にびっしり書かれた文字を見て写す気が萎なえる。

　教師だって何クラス分も同じ事を黒板に書いて消す手間を考えたら、プリントアウトして配ったほうが早いだろう。黒板を使うのは双そう方ほうにとってメリットがない気がする。

「世界史をちゃんと勉強しておけば、いつかナポレオンやアントワネットの役が来ても戸と惑まどわずにできるぞー」

　教師のその軽口に何人かの生徒が笑う。

　どうにか目を開けていようと思ったが、やはりどうにも眠ねむい。ポケットの中にあったガムを嚙かみながら眠ねむ気けをやり過ごす。チャイムが鳴った瞬しゆん間かんは救われたようにすら感じたが、次の体育はどう考えてもやる気になれなかった。

　かといってさぼり厳禁の保健室で寝るためには、保健医の尋じん問もんをくぐり抜けなければならない。その面めん倒どうを考えると、大人おとなしく授業に出た方がまだましに思える。諦あきらめてロッカーの鍵かぎを開けて体操着を取り出そうとすると、奥の方で何かが光った。指を伸のばして探さぐると、チャリという金属音がする。それはいつか川添達から奪うようにして貰もらった体育倉庫の鍵だった。

「早く着き替がえ行かないと遅おくれるぞ」

　教室のドアのところでこちらを振ふり返る川添に「欠席する」と言って、鍵を持って反対側のドアから出る。大口を開けて欠伸あくびをしながら非常階段を下りていると、いきなり後ろから腕うでを摑つかまれた。

「ねぇ。ちょっと待ってよ」

　そう声を掛かけられて振り返ると、見知らぬ女子がいた。雰ふん囲い気き的には芸能科のようにも思えるが、芸能界でも学校でも見かけた記き憶おくがない。

「井川君に見て欲しいものがあるんだけど」

　そう言って、いきなり俺に一枚の写真を見せた。最初は何が写っているのか解らなかったが、よく見るとそれが台本のようだと気付いた。二枚目の写真はもっとアップで撮影されていて、随ずい所しよに藤谷の書き込みが見て取れた。

「出回ってる台本だと思うんだけど」

　確信的に微笑ほほえみながら女子は俺の手から写真を取り返す。

「みたいだな。それをどこで手に入れたんだ？」

　目の前の彼女が黒幕だとは思えずにそう尋たずねる。口調は無意識にきつくなってしまいそうだったので、意識して柔やわらかくした。折せつ角かく向こうから出向いてきた解決の糸口を、ここで逃のがすわけにはいかない。

「教えてあげてもいいよ。だけど、その前に一つお願いがあるの」

　彼女は俺を上うわ目め遣づかいに見上げると、「ずっと好きだったの。私とつきあってくれない？」と言った。

「つきあう？」

　意外な言葉に眉まゆ根ねを寄せた。

　金を要求されるか、もしくはそれに似たものを求められると思っていた。

「そうよ。口約束じゃなくて、ちゃんとつきあって。私を恋こい人びとにしてくれたら、教えてあげる」

　にっこりと微笑む女子に、ため息をかみ殺す。

　どうせつきあうと約束してもすぐには教えてくれないんだろう。もっとも俺は彼女の要求を飲むつもりはないし、裏切り者は少しでも早く知りたい。

　矢代監かん督とくのスタッフが関かかわっているなら、そいつを排はい除じよしなければならない。そうしないと新しく撮り直してもまた流出してしまうだろう。

「嫌だっていうなら、もう一人の人に頼たのむわ」

　そう言われて、頭の中に藤谷が浮かぶ。

　俺のことがずっと好きなんじゃなかったのか、と心の中で苦く笑しようする。

　彼女がそんなことを持ち掛けても、藤谷も馬ば鹿かじゃないから要求を飲んだりはしないだろう。だけどあいつのことだから、また自己嫌けん悪おに駆かられて頭を悩なやませるんだろう。

「どうするの？」

「そうだな」

　前に鹿山は俺が演技をするときのことを、服を着替えるように別人になると言った。確かにそれが俺の特技であり、役者としての武器だ。一番最初に着るときは人一倍苦労するし、他の役者よりも時間がかかる。だけど一度着てしまえば、再び着るのは簡単だ。

　かつて女を食い物にし、貢みつがせる「悪い男」を演じた。その服をもう一度着る。

　俺は女子の頰ほおに指を滑すべらせた。促うながされるように女子が顔を上げる。それから、少し乱暴に茶色の長い髪かみを摑んで引き寄せた。

「悪いけど無理だ」

　そう言って俺は女子に口付ける。舌を使い、唇くちびるを使い、手を腰こしに回して吐と息いきすら奪うように何度も何度も。すると、女子は突とつ然ぜんがくんと腰をくだけさせて廊ろう下かにへたりこむ。座り込んだ彼女を見下ろしながら、俺はその顎あごを指先で上に向かせる。

　見下ろした彼女の目がキスの余よ韻いんで潤うるんでいるのを見て、彼女が俺の演技に引きずり込まれていることを確かく認にんした。

「俺が好きなんだろ？　だったら、教えてくれるよな？」

　甘い声で、だけど拒きよ絶ぜつすることを許さないぐらいに強く言う。

　素すだったらこんなこと恥はずかしくてできないが、演技に入ればなんだって出来る。

　女子は頰を赤くしたまま逡しゆん巡じゆんしていたが、しばらくしてから掠かすれるような声で「盗ぬすんだのは、赤座虹にじ子このところにいたスタッフよ」と言った。

　赤座虹子は矢代監督と仲の悪い映画監督だ。歳としが近いらしいから余計にライバル意識もあるのかもしれないが、赤座監督は矢代監督を異常なほど毛け嫌ぎらいしているようだ。

　もしも、今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやが赤座監督なら確かに異常だ。

「なんで君が写真を持ってるんだ？」

「頼まれたのよ。藤谷京一に渡わたして欲しいって」

「どういうことだ？」

「良く知らないわ。でも赤座虹子のところにいる録音部の子から頼まれたの」

　続きを促すように視線を向けると、彼女は恥じらうように俯うつむく。

「名前までは解わからないわ。でも、結構いいお金を提示された」

「いいのか？　脅おどす相手が俺じゃ、その金は貰えないんだろう？」

「だって私、お金なんか持ってるもの。そんなものより、お金で買えないものが欲しいわ」

　そう言って俺を見あげる女子の唇にもう一度キスを落とす。

「教えてくれてありがとう」

　うっとりとしたままの女子の頰を軽く撫なでて、耳元に口を寄せて礼を言った。そのときにさりげなく彼女の手から写真を奪う。

　さっきまでの威い勢せいの良さを失ってへたり込んだままの女子を残して、当初の予定通り体育館に向かう。

　幸いなことに次の時間に体育館を利用するクラスはないようで、重い鉄の扉とびらを開けて例の体育倉庫に向かう。鍵を開けて中に入り、積み上げられて高くなっているマットに倒たおれ込むように横になる。中はスポンジで表面はビニールで出来た体操部用の青いマットは、従来の白い布製のものとちがってそれほど硬かたくない。寝ね心地ごこちがいいわけではないが、横になれるだけましだ。

　目を閉じればすぐにでも眠れそうだった。なのに、俺の後を追うように誰だれかが体育館に入ってくる足音がする。教師にでも見つかったのかと、眠くて回転の鈍にぶった頭で言い訳を考えた。思いつく前に鍵をかけ忘れた倉庫のドアが開けられる。

「こんなところで何してんだよ」

「……お前か」

　ほっとして再びぐったりとマットに体を預ける。立っていたのは教師ではなく藤谷だった。

　いつもよりもずっと不機き嫌げんそうな顔をして入り口に立っている。

　先ほど知った事件の黒幕の事を教えてやろうかと思ったが、確証もないうちから言うのは躊躇ためらわれた。俺は結局それについては黙だまっていることに決めて、「入るなら閉めろよ」とだけ言った。

　藤谷は表情をますます曇くもらせたが、大人しくドアを閉めると内側から鍵を掛けた。そのままこちらに来るのかと思っていたら、ドアに背を付けたまま俺を睨にらみ付ける。

　きつい視線の意味が分からないまま見つめ返すと、藤谷は「充には失望した。思ってたより、あんた最低だよな」と馬鹿にするように言った。

「何がだよ」

　棘とげのある口調に触しよく発はつされて、自然と俺の声にも棘がまじる。最近はあまりの疲つかれと睡すい眠みん不足で苛いら々いらしている。折角眠ねむれると思った矢先に女子に捕つかまったり、藤谷に謂いわれのない怒いかりをぶつけられたりして、自分でも明らかに気が短くなっているのが解る。

「誰でもいいんだろ？　岬サクラでも、鹿山でも、俺でも、さっきの女でも。簡単に足開く相手なら誰だって同じなんだろ？」

　さっきのを見られていたのかと、俺は面めん倒どうくさくなった事態にため息をかみ殺す。これだったら相手が教師のほうがましだった。

「さっきのは、ちがう」

「何がどうちがうんだよっ」

「恋れん愛あい感情なんかない。ただの、キスだ」

　藤谷が台本の件で落ち込んでいるのを知っていたから、犯人を暴あばいてやりたかったなんて言ったら押しつけがましく聞こえるだろう。それに俺にとってあれは、言葉通りたかがキスだ。何百回としてきたなかの、一回に過ぎない。

「充にとってはそうだろうな。ただのキスなんだろうけど、さっきの女や俺にとっては違ちがう」

　硬い表情で藤谷は呟つぶやく。

「俺と最初にしたキスだって、充にとってはただのキスだったんだろ？」

　起きあがり、藤谷に手を伸のばそうとしたら弾はじかれた。

「どうせ恋愛感情なんて無いんだろ？　俺が充のこと好きなように、充は俺のことを好きなわけじゃないんだよな。ただの同情だったんだろ？」

「藤谷」

「こんな風に中ちゆう途と半はん端ぱに受け入れられるぐらいなら、初めから拒絶されたほうがましだった」

　頭に血が上ってるらしい藤谷は俺が何を言っても聞く耳を持とうとしない。落ち着かせようと黙っていると、そんな俺の態度が余計に藤谷を熱くさせたようだ。

「もういい。結局最初から無理だったんだ。もう、充のことを追いかけるのやめる」

　こんなのどこにでもある駆け引きだ。つきあった女達の何人ともこんな会話をしてきた。

　別れる別れない、会わない会いたい。しばらく経たって冷静になれば、口にした言葉と反対のことを躊躇いもなく言う。

　いつもはそんなセリフに「そうだな」と頷うなずいて、相手から再びコンタクトが来るまで待つ。もしコンタクトがなくても、それはそれでよかった。そのときは新しい出会いを探すだけだ。

　だけど慣れてるはずのそのやりとりが、俺にはできなかった。

　気付けば藤谷の前で退路を塞ふさいでその瞳ひとみをにらみ返していた。

「別れたいってことか？」

　瞳を覗のぞき込んで口にする。色素の薄うすい琥こ珀はく色の瞳が、一いつ瞬しゆん怯おびえたように縮まる。

「なぁ、なんとか言えよ」

　黙ったままの藤谷に焦じれて、むき出しの首筋に唇を寄せる。

「…やめろよ」

　触ふれた途と端たん絞しぼり出すような声で藤谷が拒絶する。抵てい抗こうするように身を捩よじられて、ますます触れてやりたくなった。

　乱暴に体を引き寄せて、先ほどまで俺が寝ていたマットの上に押し倒す。どさりと音がして、藤谷が小さなうめき声を上げる。

「俺は好きだって言っただろ。信じられないなら信じなくていいけどな」

　キスをしながら服の中に手を入れる。

　全部脱ぬがすことはせずに、制服のボタンを外して素す肌はだに触れる。

「何、考えてんだよ。ふざけんなっ」

　足を蹴けられたから、足首を摑つかんで大きく開いた。制服の上から足の間を膝ひざで乱暴に押し上げると、藤谷の顔が赤くなった。

「や…嫌いやだっ」

　暴れて逃にげようとする体を封ふうじ込めて、掌てのひらで愛あい撫ぶする。嫌がる体を強ごう引いんに暴いた。

　柔やわらかな耳に舌を這はわせて、滑すべりのいい肌はだの上を掌で辿たどる。

「っんや、充っ」

　嫌いや々いやと頭かぶりを振ふるから、下着の中に手を入れて奥まった場所に触れる。

　その瞬しゆん間かんびくりと藤谷の体が固まる。入り口を確かめるように何度も指で押していると、教え込まれた快感を思い出したのか、そこが指を押し返すように動く。

「嫌なのに反応してる」

　もう片方の手ですでに勃たちあがった藤谷の性器に触れた。硬くなってきたその根本をゆるく擦こすりあげると、びくびくと藤谷の体が震ふるえる。

「っあ、こんなの、嫌だ…っ」

　泣き声混じりに藤谷が言う。

「お前がしてほしいって最初に言ったんだろ？」

　やめるとか諦あきらめるとか、そんな風に言うな。俺はとっくに落とされているのに、切り捨てるように言われたら俺の気持ちはどうすればいいんだろう。

「お前は俺のもんだろ」

　這うように逃げようとした体を引き寄せて、俺の熱くなった欲望を太ふと股ももにあてる。

「嫌がるなよ」

　少し乱暴な仕草で、膨ふくらんだ乳ち首くびを甘あま嚙がみする。

　その途と端たん上がった高い声にさらに劣れつ情じようを煽あおられながら、触れるだけだった場所に指を滑り込ませる。

「ひっぁ…」

　喉のどを晒さらして高い声を上げ、耐たえきれないと言うようにマットに爪つめを立てる。

　透とう明めいな液を滲にじませている性器の尖せん端たんを親指で軽く弄いじると藤谷は唇くちびるを嚙かんで嬌きよう声せいを殺す。だけど口の端はしから、堪こらえきれない声が漏もれる。その様が見たこと無いくらい淫いん靡びで、わざとやってるんじゃないかと疑いたくなる。

　藤谷の下着を脱がせて足を大きく広げると、藤谷は「やだっ」と体を起こそうとしたが、俺に阻はばまれてそれもできずに目を瞑つぶって首を振る。

「嫌だ、充」

　泣き声のように言う。

「さっきからそればっかりだな、お前」

　咎とがめるようにそう言って、指が入っていた場所に自分のものを当てると藤谷の体が硬こう直ちよくしたのが解わかる。

「こういうときは、良いって言えよ」

　そう言ってから、ゆっくりと藤谷の中に入る。柔らかくて熱くて、それでいてきつい内ない壁へきに圧あつ迫ぱくされる感覚が気持ちよすぎて、俺の方が先にいってしまいそうだ。

「すげ、お前のなか」

　ぐん、と足を摑んで腰こしを打ち付けると藤谷は「ひっ」と声を上げる。その瞬しゆん間かん、眦まなじりから涙なみだが一筋こぼれた。やけに綺き麗れいに見えたそれを、俺は舌先で追いかける。

　そのまま薄く開いた唇を舐なめる。

「や…っ、ぁあぁ…っ、ひっ、く」

　藤谷の中は引きつるように強こわばった。それでも快感を知っている体は何度も挿そう入にゆうを繰くり返すうちに、次し第だいにやわらかく収縮を繰り返すようになる。

　貪どん欲よくに奥まで誘さそい込むように藤谷の粘ねん膜まくが絡からみつく。

「うっ、…ぁ」

　髪かみの隙すき間まから見える可愛かわいらしい耳に舌を這わせると、藤谷の背中がぞくぞくと震える。

「だめ、もっ…ぁっ」

　激しく突つき上げると藤谷は俺より先にいってしまった。感じたせいでほてった体が色っぽくて、俺は藤谷に構わずにそのまま中を突き上げる。

「あっ、あっ、や…ぁっ」

「俺は別れないから」

　あんなくだらないキス一つで、手放してたまるか。

「ふっ…」

　めちゃくちゃに突き上げて、藤谷の中で吐と精せいした。陰いん茎けいを抜ぬき去った後、中に出した精液を搔かき出すように指を入れると、藤谷は唇を嚙んで嗚お咽えつを堪える。

　汚よごれた体を拭ぬぐって、服を着せてやる。喋しやべらない唇にキスをしようとすると、いきなりぐいっと藤谷に体を押しやられ頰ほおを叩たたかれた。

　女とは比ひ較かくにならない強い力に、俺は顔を顰しかめる。

「俺が信じないんじゃなくて、充が信じさせてくれないんじゃないか」

　ぼろぼろと涙をこぼす目を藤谷が服の袖そでで乱暴に拭う。

「もう俺に触さわるなっ」

　追いかけようとした手をすり抜けて、そのまま逃げるようにいなくなった藤谷の後ろ姿を見て、俺はすぐに後こう悔かいした。

　滑こつ稽けいなほど愚おろかな自分に苛いら立だって、やりきれない気持ちのまま頭を抱かかえた。

「何やってるんだ、俺は…」

　好きな子を泣かせるまで自分の愚かさが分からないなんて、救いようがない馬ば鹿かだ。










　撮とり直し分の撮さつ影えいは早朝に地方都市の交差点で行われた。

　とりあえず一日で撮り直す予定だと告げられた時は驚おどろいた。現場についてから監かん督とくに本当に一日で撮り直すのか聞けば、「今のところばらされてるのはラストに犯人役が死ぬシーンだけでしょ？」と言った。

「まだ犯人役の名前も、殺害される人の名前もトリックも明かされてない」

　俺は先日学校の女子から聞いた情報をあのとき貰もらった写真と共に映画のプロデューサーに伝えてある。おそらく監督や鹿山にもプロデューサーから話はいっているだろう。

「だからラストを撮り直すっていうよりも、ラストを加える」

「もしかして、エンドロールの後に入れるってことですか？」

　俺の疑問に監督は「その通り」と答える。

　海外の映画ではたまに見られる手法だが、日本の映画ではあまり多くない。本編が終わって最後にキャストやスタッフの名前が長々と流れたのち、ファンサービスとして一分程度の映像が流れることがある。ＤＶＤに収録されるとも限らないその映像を見るために、本編が終わっても館内のライトが点つくまで席を立たない観客も多い。実際俺もそうしている。

　本編のラストのその後が描えがかれていたり、本編では明かされていなかった謎なぞが明かされていたりする。映画だけでなくＣＤでもそういった手法があるらしい。サービストラックといって、ＣＤをかけっぱなしにしたまましばらく放置しておくと、曲目に書かれていない曲が鳴り出す。

　こういった隠かくれたおまけはどこの世界にも存在するのだろう。

「要は、死んだ犯人が生き返ればいいわけだ」

「安直な」

　鹿山のセリフに監督は「俺は意外性が売りなんだ」と口にする。

「すでにばらされたラスト通り公開したら、俺の意外性がなくなる」

　確かに撮り直すよりも映像を付け加えたほうが、本編をいじらなくて済むから楽に違ちがいない。費用もあまりかからないで済むし、編集作業にもあまり影えい響きようしないだろう。

　地元の市職員が車を誘ゆう導どうする交通係のスタッフに細かい指示を与あたえる。通行止めにして使うスクランブル交差点には大勢のエキストラが投入されている。今回彼らには映画の中なか程ほどで使われるシーンだと説明されている。セリフも同時録音ではないから、実際にはどれほど重要な場面かは想像もつかないだろう。

「じゃ、エキストラの方々お願いします」

　信号の画えは後で撮るから、通行止めにしたスクランブル交差点の信号が赤でも関係はない。

　メガホン片手に助じよ監かん督とくが「はい、スタート」と拡声器独特のぶれた声で合図すると、何十人と集めたエキストラが一いつ斉せいに歩き出す。同時に上空からはヘリでその様子が撮影されている。

　俺よりも先に、鹿山が歩き出す。俺はそれに合わせて丁度交差点の真ん中ですれ違うように歩き出した。歩調は速くも遅おそくもない。俺の目は映らずに鼻から下だけがフレームに入る。鹿山は俺とすれ違った瞬しゆん間かん、驚いたように振ふり返る。だけど、振り返ってもすぐに俺の姿は人ひと混ごみに紛まぎれて見えなくなる。

　信号が変わりかけて、呆ぼう然ぜんと立ちつくす鹿山の周りから人がいなくなっていく。

　辺りを見回してから、鹿山はゆっくりと自分が進もうとしていた方向に再び歩を進める。交差点を渡わたりきったところで、もう一度背後を振り返るがそこに俺の姿はない。今見たものを幻まぼろしだというように頭を振って鹿山が雑ざつ踏とうに紛れる。

　そして次に俺のクロースアップ。雑踏の中で不敵に笑う横顔にはやはり目が映らない。

　そこでホワイトアウトする画面に俺の音声が被かぶさる予定だ。

「そこの赤い服の方、カメラに向かって歩いてきてください」

　撮影の最さ中なかにスタッフが指示を出す。音は別録どりなので、スタッフは遠えん慮りよ無く声を出し合っている。

　撮影中は大した問題も起きなかった。一度エキストラの子が転こけてやり直しが出たが、それ以外は大したＮＧもなく順調に進んだ。通行止めの時間が決まっているので、やり直しがあまりなかったのは幸いだった。

　撮影が終わると時間が余っていた俺と鹿山は監督に呼ばれて都内にあるスタジオへと向かった。そこの編集室で監督に途と中ちゆうまで編集を終わらせた映画を見せて貰う。

　広くない編集室の中で、肩かたを寄せ合いながら未完成の映画を眺ながめる。

　禁きん煙えんの編集室の中で愛煙家の音おん響きようさんが、棒付きの飴あめをなめながら音声をチェックしていた。俺と鹿山は後ろの壁かべに寄りかかりながら、監督やスクリプターが細かい話をしているのを聞いていた。

「良い出で来きだよ」

　まだ編集作業が完かん璧ぺきに終わっていない部分も含ふくめて繫つなげて見せて貰ったが、全体的に監督が言うとおりに良い出来だった。

「藤谷君、上手うまくなったな」

　助監督の言葉に俺は「そうですね」と返しながら画面を見つめる。

　藤谷とは先日学校でもめてから連れん絡らくがつかない。最近は仕事をしているとき以外はあいつの事ばかり考えている。泣かせたことを謝りたいと思い、最後にできなかったキスをしたいと考えて、自分のその思考回路に呆あきれる毎日だ。

　───あいつが関かかわると、ずいぶんらしくない事ばかり考えてるな。

「ここ大変だったなぁ」

　カメラチーフが画面を覗のぞき込んでそう言った。

　画面には美しい渓けい谷こくに架かかる吊つり橋ばしの中程に、一人で仁が立っている姿が映されていた。

　ネットに出回ったのはこのシーンだ。

『やぁ、来たんだね』

　とっくにもう一人の闇やみの部分に体を支配された男が、そぐわないほど柔やわらかな笑えみを浮うかべる。その笑みに隠された狂きよう気きが見え隠れするのが、不安定に揺ゆれる吊り橋の効果とあいまってうまく出ていた。ぎし、ぎし、と吊り橋の縄なわが自然に出す音もちゃんと入っている。

『お前は、自分の妹も殺したのか？』

『その前に君の推理を聞きたいな。全部合ってたら教えてあげるよ』

　ここまでがネットに書かれた。この先は出回っていないが、犯人が台本を一冊入手しているなら小出しにしているだけかもしれない。安心はできなかった。次の頁ページには今までの殺人事件の種明かしが待っているのだ。そこが明かされてしまったら、映画として致ち命めい的だ。

　画面の中では凪の推理を聞き終わった後で、「正解だよ」と笑いながら仁がこれまでの犯行の真相を凪に乞こわれるまま口にしている。もし公開を待たずにトリックが明かされたら、このシーンはなんの緊きん張ちよう感もない間ま抜ぬけなシーンになってしまうんだろう。

　種明かしが済んだ後で仁は凪を殺そうとするが、最後の最後に狂くるっていない方の仁に助けられる。本当の人格が、狂った人格を殺すために吊り橋の縄を切り落とす。

「これも骨を折ったよ」

　映画を観みているとそれぞれ苦労したシーンが違ちがう。カメラや照明、録音や大道具、そして俺達役者はそれぞれのシーンに思い入れがある。単純な画に見えても、そこには観客には見えない苦労が隠れているのだ。

　その苦労を心ない誰だれかに踏ふみにじられて、黙だまっていられるわけがなかった。

　出回った台本のことを考えて、知らず知らずのうちに表情が硬かたくなる。

　だけどラストシーンを見ていて、ふいに硬くなったその表情が緩ゆるむ。

　事件が解決して穏おだやかな日常を取り戻もどした後で、凪がそっと目を伏ふせて奈々の手を握にぎる。

　その最後の凪の顔がなんとも言えない哀あい愁しゆうに満ちていて、俺は役者としてどきりとさせられた。京都で俺の作る雰ふん囲い気きに飲み込まれたと言っていたが、俺は今あいつが作り出した雰囲気に飲み込まれた。

「本当に、うまくなった」

　俺の言葉に何人かが頷うなずく。

「この後に、さっきのシーンが入るわけですか」

　鹿山がほうっとため息に似た吐と息いきをはき出す。

「そうだよ」

　監督は鹿山の言葉に頷くと、助監督に「さっきのところ、もう少し尺が短くてもいいかもな」と言った。

「そうなると、次作の存在を予感させるような感じですね」

　鹿山の言葉に今度は助監督が「なんかわくわくするような終わり方だろう？」と言った。わくわく、という言葉が正しいのか解わからないが、禍か根こんを残すような終わり方は個人的に好きだ。サイコものにありがちだと言われるかもしれないが、そういうラストは観客の想像力を搔かき立てる。

　時計に目を落とせば、もう四時間近く映画を眺めていた。これを半分に切りつめていく作業は大変そうだ。

「予定外の作業も加わったから、少しごたごたしたけど二人が協力してくれて良かったよ」

　監かん督とくの言葉に、俺は「これ以上映画の内容が外に漏もれないといいですね」と口にした。

　その言葉には重苦しい沈ちん黙もくが返ってきただけだったが、思っていることはみんな一いつ緒しよだろう。

　しばらくしてから矢代監督は「充から聞いた線で調べているよ」と言った。

　だけど編集室を出るときに、スタッフの一人が「赤座監督がそんなことをするとは思えないけどな」と口にしたのが聞こえた。










　藤谷に会えたのは、あれから数日後のテレビ局だった。

　映画の宣伝のために出る情報番組で俺と鹿山が司会者と話していると、藤谷が時間通りにスタジオに現れる。今日はバンドの衣装で来ていた。

「京」

　声をかけると藤谷はゆっくり振り返る。

　本名を知っていても、こういう場所ではそれで呼び合わないのが暗あん黙もくのルールだ。

「何だよ？」

　不ふ機き嫌げんそうな表情は映画の撮さつ影えいに入る前の頃ころと同じだ。だけど僅わずかに滲にじむ警けい戒かいを伴ともなった怯おびえは、あの頃見られなかったものだ。

「この間のことで話がある」

　藤谷は俺の言葉に表情をますます硬くして「忙いそがしいから」と口にする。

「京！　ちょっと来てちょうだい」

　プロデューサーと談だん笑しようしていたマネージャーに呼ばれ、ほっとしたように藤谷は俺に背を向ける。

　藤谷が離はなれると、鹿山がスタッフに貰もらった緑茶のペットボトルを持って近づいてきた。

「そういえば、赤座監督も来てるんですよ。向こうも番宣らしいですよ」

　怒いかりを押し殺した声で鹿山が言った。

「まだ確証はないんだ。決めつけるな」

「確証があったら、潰つぶしてますよ」

　底光りする目で鹿山がそう口にした。

　そんな目を見ると、鹿山の過去が少し透すけて見える。

　鹿山がモデルの前に何をやっていたのかは有名な話だ。その辺りも女性の心をくすぐっている点かもしれない。どうも若い女子には「悪い男」というのが好きな時期があるらしい。

「すいませーん、そろそろはじめるんでセット入ってくださーい」

　スタッフの指示に従って俺達はセットの中に入る。ライトが眩まぶしいが少しの間だと我が慢まんして、映画についての質疑応答を司会者と交かわす。その間しゃべるのはほとんど俺と鹿山だった。

　藤谷は愛あい想そ笑いも浮かべずに淡たん々たんと聞かれた事にだけ答える。会話を広げようとする司会者に構わずにいつもの通り、ガドの京のままで不ふ貞て不ぶ貞てしい態度を取っていた。それでも藤谷が許されるのはそういうキャラクターで売れているからだろう。

「はい、いったん休きゆう憩けいいれまーす」

　藤谷が簡単に映画の説明をした後に予定通り休憩が入る。

　放送ではこの後に映画のメイキング映像が入る予定で、そのメイキングが終わってから矢代監督も交まじえて映画の見所を話す。

　だが、スタッフがばたばたと騒さわいでいるところを見ると、矢代監督がまだ着かないようだ。

　会話の端はし々ばしから首都高で事故があって、監督の乗った車が渋じゆう滞たいに巻き込まれていることが解った。

　長めの休憩になるなと覚かく悟ごしていると、藤谷が携けい帯たいをちらりと見た後でマネージャーに断ってスタジオを出ていくのが見える。

　ここで話さないと学校ではいつ会えるか解らないので、俺はさりげなくまわりに気付かれないようにスタジオを出る。トイレかなにかだろうと当たりをつけて、そちらに向かうと藤谷の後ろ姿が廊ろう下かの向こうに曲がるのが見えた。

　追いかけると倉庫の方に向かう。何故なぜそんなところに行くのかと思ったら、近づいたところで藤谷が誰かに話しかける声が聞こえる。

「あんたがメールの送信者か？」

　藤谷の声に女の声が「そうよ」と答えた。

「来てくれて嬉うれしいわ」

「じゃあ、台本を盗ぬすんだのもあんたなんだな？」

　その問いかけに思わず息を飲んだ。一体どうなっているんだと耳を澄すます。

「盗んだのは他ほかの子で、その子に盗むように指示したのは赤座監督よ。内容を漏もらしたのも彼女だわ」

「……なら、なんであんたが台本を持ってる？」

「赤座監督は私に絶対の信しん頼らいを寄せてくれてるもの。流出が一部で済んだのは私が彼女を止めたおかげなのよ」

　恩着せがましくそう口にして、この状じよう況きようを楽しむように女は笑う。

「台本は私が預かってるけど、でもまだ返せないわ」

「俺を脅おどしてるのか？」

　咎とがめるような声で言った藤谷に、女は悪びれもせず「脅しじゃなくて、お願いよ」と答える。

「京の返答次し第だいで全部ばらしちゃうかも」

　今のところ、ラストは出回っていたが肝かん心じんな情報は出回っていなかった。犯人の名前は伏せられていたし、殺害のトリックも明かされていない。それを明かさなかったのはおそらく、このためなんだろう。

「返答？」

「これ以上ばらされたくないでしょ？　だったら、私とつきあって」

　どこの女も考えることは一緒だ。

　俺は色いろ仕じ掛かけで相手を制したが、藤谷はどうするのかと思った。あいつが俺の時みたいに、相手の女にキスをしたりしたらと想像しただけで不ふ愉ゆ快かいな気持ちになる。

　その瞬しゆん間かんに、あいつの怒りが解った。

　俺は自分が誰かとキスすることに対して、大した意味なんて持っていなかった。役者の副作用だろう。だけど藤谷が誰かにそれをするのは嫌いやだ。

　絶対に許せない。

　けれど、藤谷が取ったのはそんな行動ではなかった。

「できない」

「……ばらされてもいいの？」

　女の言葉に着き崩くずれの音がする。どちらも何もしゃべらないのが気になって覗のぞき込むと、藤谷が女に頭を下げていた。腰こしから体を二つに折るみたいにして、女に思いとどまらせようとしている。

　あのプライドの高い男がそんなふうにしているのを見て、いてもたってもいられなくなった。

「今の話、本当か？」

　思わず飛び出して、女から藤谷を隠かくすように間に入る。俺を見た途と端たんに女は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、すぐに先ほどの意地の悪い笑えみを浮うかべた。

　その顔には見覚えがある。テレビドラマを中心に活かつ躍やくしている女優だ。スキャンダルばかり起こしているが、実力派の役者だ。確か赤座監督の新作にヒロイン役で出演する。

「本当よ。言っておくけど、訴うつたえても無む駄だだからね。私の後ろには赤座監督がついてるのよ。赤座監督ならこんな証しよう拠こもないスキャンダル、簡単に握にぎりつぶせるわ」

　勝ち誇ほこったように口にしてから「どうするの？」と続けた。

「今回の件が公おおやけになれば、京は役者として終わりだわ。台本の流出は京の仕し業わざってことにもできるんだから」

　ふざけるなと思ったが、女の言葉は事実だ。赤座監督ならそんなこと簡単だろう。いくら光こう樂がくでも、力の及およばない分野はある。赤座監督には強力な後ろ盾だても業界での地位も、コネもある。彼女だけじゃない。彼女の父親も母親も、この業界では無視できない存在だ。

　でも、だからといってこのまま見過ごすことなんてできない。残念ながら長いものに巻かれるのは昔から苦手なんだ。

「そんなことさせてたまるかよ」

　威い圧あつするように近づくと、怯おびえたように女が後ずさる。

「私に何かしたら、赤座監かん督とくが黙だまってないわよっ」

　業界での地位は矢代監督よりも赤座監督の方が上だ。生半可な証拠じゃ簡単に握りつぶされるだろう。でもだからといって、藤谷を犠ぎ牲せいにすることなんてできない。

　だったらまだばれていない犯人役の名前も、殺される登場人物の名前も、全すべてばらされてしまうほうがましだ。

　監督やスタッフには悪いが映画よりも何よりも、俺はこいつの方が大切なんだ。

「好きにしろよ。その代わりこいつには近づくな」

「……じゃあ、あんたも映画と一いつ緒しよにつぶれればいいわ。台本の件は、あんたの仕業ってことにしてあげる」

「っ」

　背後で息を飲んだ藤谷が俺を押しのけて女に摑つかみかかろうとするのを押さえる。

「赤座監督相手じゃ、いくら井川充でも太刀たち打ちできないでしょ？　天才だって騒がれたのは過去の話だわ。今じゃ、出演料だってそこらの新人と変わらないらしいじゃない」

　馬ば鹿かにするように女が口にする。藤谷が俺の腕うでから逃にげ出そうと必死にもがく。

「黙れ！」

　鋭するどく怒ど鳴なった藤谷に怯えながらも、勝ち誇ったような笑みを女は崩くずさない。

　俺はむしろそうしてくれた方がいいと思った。藤谷のせいにされるよりも俺のせいにされた方がまだましだ。マスコミに叩たたかれるのは慣れている。

「行くぞ」

　これ以上ここにいると暴れる藤谷を押さえられなくなりそうで、抱だき抱かかえるようにして離はなれようとした。その時、女の背後に写真でしか見たことのない赤座監督が現れた。

「脅しじゃないわよ。赤座監督ならあんたなんて簡単につぶせるんだから！」

「私が何なんだって？」

　赤座監督の登場に女が顔を強こわばらせて先ほどよりも一層怯えた顔をして背後を見る。会うのは初めてだが、実じつ年ねん齢れいよりも随ずい分ぶん若く感じられた。高いヒールを履はいているせいもあるが、女性にしては背が高く近づくと俺と目線がほとんど変わらない。

　美人というよりも、すっきりとした顔立ちをしていた。折れそうなほどに細い体はぴったりと張り付いた黒い服のせいで余計に華きや奢しやに見える。それでも、存在感はあった。

　細い体からは現場を仕切るだけの迫はく力りよくがちゃんと感じられた。

「編集作業で日にも当たれずにこもってる間にこんな話になってるとはな」

　女は顔色を変えて逃げようとしたが、俺と藤谷に阻はばまれているのでそれもままならない。逃げられないと解わかると、女は涙なみだぐんで取り乱す。

「あ、あの…、私…」

　動どう揺ようしおろおろとする女の脇わきをすり抜ぬけるときに、赤座監督は頭痛でも我が慢まんするように顔を顰しかめた。

「今回の件は事務所を通して報告させてもらう」

　赤座監督は極きわめて事務的に言い切ると、遅おくれてやってきた彼女のスタッフに目配せをする。そのスタッフが女を連れていなくなるのを見届けてから、赤座監督は俺の前に来ると「悪かった」と謝った。

「勇歩から事情は聞いていたんだけどな。うちの人間が犯人だとは正直知りたくなかったよ」

　苦く笑しようする赤座監督に対して藤谷はまだ興奮が治まらないように「あんたが指示したんじゃねーの？　まるで他人ひと事ごとみたいに言ってるけど」と言った。

「私がもし犯人なら、手に入れた時に台本を全部流出しているだろうな。だけど、漏らされたのは一部だ。全部流出したら脅しとして使えなくなるからな」

　和やわらぐことのない藤谷の視線に臆おくすることなく赤座監督は「勇歩も来ているんだろ？　誤解を解くにはあいつと話したほうが早い」と言って俺達の前に立ってスタジオに向かう。

「赤座監督の指示じゃないと言うんなら、どうしてここが解ったんですか？」

　赤座監督の後を追いながら、俺はその細い背中に問いかけた。事情を知らなかったにしては、現れたタイミングが良すぎる。ここは普ふ段だんはテレビ局のスタッフ以外が来るような場所じゃない。

「目は付けていたんだ。彼女は台本が盗ぬすまれた日に成城にいた人間で、ガドの熱ねつ狂きよう的なファンだと言っていたからな。わざわざ一番盗みにくい人間から台本を盗むなんて、持ち主のファンだとしか思えない。どうもうちのスタッフが一人彼女に丸め込まれたみたいだ」

　確かに藤谷から台本を盗むのは難しい。人気のある藤谷にはボディガードのようにマネージャーがついているし、スタジオの警備スタッフも藤谷がいるときはいつも以上に人の出入りに気を遣つかっている。それに藤谷が使っている楽屋もセキュリティがしっかりした作りになっている。

　あの楽屋から藤谷の台本を盗むのはさぞかし大変だっただろう。確かに台本だけが目的なら、わざわざ藤谷から盗む必要はなかっただろう。

「わざとお前がこのスタジオにいると話したら、彼女がこっそり楽屋を抜け出したと見張らせていたスタッフが知らせてくれた。何か行動を起こすはずだと思って、急いでここまで来たんだ」

「あなたが関かかわっていないっていう証拠はあるんですか？」

　俺の問いかけに赤座監督は表情を変えなかった。スタジオに入ると、ちょうど矢代監督が来ていた。矢代監督は俺達と一緒にいる赤座監督を見て、怪け訝げんそうな顔をする。

「珍めずらしいな、君が自分から俺に近づいてくるなんて」

　矢代監督の気安い口調に驚おどろいていると、赤座監督が「お前に迷めい惑わくをかけたのはうちの女優だと解った。悪かった」と悔くやしそうに頭を下げる。

　それを見て矢代監督はため息混じりに「犯人が特定されたんだね」と言うと、「ま、その償つぐないはあとでして貰もらうよ」とにやりと笑って口にする。その笑みを見て赤座監督は心底嫌いやそうに顔を歪ゆがめたが、俺と藤谷にももう一度謝ってスタジオを出ていく。

「本当に赤座監督は犯人じゃないんですか？」

　まだ疑いが残る藤谷の目を見て矢代監督は「虹子が俺の書いた台本を見たのは、映画の制作が正式に決定する前のことだよ」と言った。

「ばらす機会ならいつでもあったし、わざわざ盗む必要もない。虹子にも一冊渡わたしてあったからね」

　初めて聞いたその事実に驚く。

「どういうことですか？」

「俺が脚きやく本ほん担当で監督は虹子になるって話だったんだよ。でもいろいろあって、結局俺が撮とることになったけどね」

「仲が悪いんだと思ってました」

　俺の言葉に矢代監督は複雑そうな顔で「幼なじみでね」と言った。

「子どものころ必要以上に構ってたんだよ。好きな子をいじめちゃうっていう、あの子ども特有の心理でさ。そのころの恨うらみがまだ残ってるみたいで、未いまだに嫌きらわれてるんだよ」

　見た限り、赤座監督は子どもの頃ころのことを恨みに思うような幼よう稚ちなタイプには見えない。それでもそんな人が未だに恨んでいるなんて、一体矢代監督は何をしたんだろう。

「これを機に仲良くなれそうだと思ってたんだけどね。ま、でも今回の償いで飯ぐらいは一緒に食べれるかな」

　残念そうに、だけど少し嬉うれしそうに語る矢代監督を見て慕ぼ情じようがまだ薄うすれていないことを知る。他人事ながら、あの人を攻こう略りやくするのは難しそうだと思った。簡単に落ちるタイプには見えない。

　藤谷は赤座監督が黒幕ではないと信じたのか、不ふ機き嫌げんそうな顔をしながらも先ほどまでの爆ばく発はつしそうな怒いかりは感じられない。

「あの女優、台本をまだ持っているみたいですが、これ以上ばらされることはないんでしょうか？」

　不安に思っていることを口にすると矢代監督はそれに関しては力強く頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。虹子が絶対にさせないだろうから」

　矢代監督がきっぱりとそう言い切ったので、台本の流出を知ってから胸の中にわだかまっていたものが無くなっていく。

　番組の収録が再開して、カメラが回りだすと藤谷も俺も監督も何もなかったように映画の宣伝をする。何も知らない鹿山にも、あとで事情が伝わるだろう。

　収録が終わった後、監督は腕うで時ど計けいにちらりと目をやった。

　先ほど同時期に撮影をしていた赤座監督が編集明けだと言っていたように、矢代監督も編集作業で忙いそがしいのだろう。

「編集はどの辺りまで終わってるんですか？」

「ダビングが丸々残ってるけど、峠とうげは越こえてるよ。じゃなきゃこんなところ来てないよ」

　苦笑してから、番組のスタッフに挨あい拶さつして足早にスタジオを出ていく。

　その後、俺達もスタジオを捌はける。

「この後飲みに行きませんか？」

　楽屋に向かって歩いていると、鹿山に誘さそわれた。

「悪い。この後こいつと話があるんだ」

　俺が藤谷を振ふり返ると、鹿山は面おも白しろくなさそうな顔をする。

「また撮影でな」

　鹿山を追い返すと藤谷は黙だまったまま俺に付いてくる。口うるさいこいつのマネージャーに捕つかまらないうちに話をしたいと思い、俺の楽屋に引っ張り込んだ。

「この間の話の続きがしたいんだ」

　さっき言ったのと同じようなセリフを口にすると、藤谷は目を伏ふせて体を強ばらせる。

　黙り込んだ藤谷を急せかしたりせずに、俺はその沈ちん黙もくが破られるのをじっと待つ。

「全然、わかんねーよ」

　しばらくしてから、絞しぼり出すようにして藤谷が言った。

「充が俺のこと、どう思ってんのか全然わかんない。嫌われてるのかと思えば、好きだって言うし、つきあってみれば他ほかの女とキスしてるし。そのこと責めたら、無む理り矢や理り抱くし」

　わかんなくて苦しい、と藤谷は唇くちびるを嚙かむ。

「俺ばっか振り回されて、嫉しつ妬として頭ぐちゃぐちゃになって、だからそんなの嫌で、諦あきらめようとしたのに、なんで自分のこと犠ぎ牲せいにしてまで俺のこと助けようとしたんだよ」

　途と中ちゆうから藤谷が泣き出して、涙混じりの声になる。

「こんなんじゃ俺、充のこと諦められなくなる」

「諦めるなんて言うなよ」

　そんな風に言われると俺も苦しくなる。

「京一が好きだって言ってるだろ？　ずっと、そう言ってるじゃないか。信じられないなら、信じるまでずっと言うから泣くな」

　薄い唇にキスをすると、それを待っていたように藤谷が抱だきついてくる。強くしがみつくその腕うでを愛いとしく感じながら、細い腰こしに腕を回す。

「俺のことが好きなら、他の奴やつに触さわらせるな」

　命令口調で言いながらも、必死でしがみついてくる。

　俺は赤くなった藤谷の頰ほおに宥なだめるようにキスをした。

「俺のものになるって約束したんだから、他のやつとキスなんかするな。誰だれにも触らせちゃだめだ」

　服の下に手を入れると「んっ」と鼻に掛かかった声があがる。

「わかった」

　頷くと藤谷が「やくそく」と鼻に掛かった声で甘えるように言う。その声が可愛かわいくて、止やめられなくなりそうだ。

　だけどこのままここでするのはまずい。藤谷が止めてくれないだろうかと願いながらも、そのまま首筋に口付ける。震ふるえる吐と息いきが耳に掛かって余計に煽あおられた。

「今日、家に行っていいか？」

　荒あらい息のままそう耳元に囁ささやくと「俺、充の家に行きたい」と言われた。

「いいけど、明日の仕事は？」

「学校だけだ」

　なら多少無理させてもいいだろうか。

「何時頃に来られる？」

　腕時計を見ながら聞くと「今日中にはいけると思う」と返ってきた。

　日付が変わるあたりか。だとしたら四時間以上先になる。

「できるだけ早く来いよ」

　藤谷は濡ぬれた目をして頷いた。このまま離はなれたくないと思った。そんな目を他の奴やつ等らに見せたくない。だけど、藤谷には仕事がある。

　行かせたくないな、と思いながらもドアノブに手をかける藤谷を見送る。

「今夜、いっぱいしような」

　ドアを開く前に藤谷の後ろ姿にそう囁いたら、耳が真っ赤になる。

　それでもぎこちなく頷いたのがわかって、四時間も待てなくなりそうな自分に苦く笑しようした。










　都内にある築十年の２ＬＤＫのマンションには中学の時から住んでいるせいか、最近は荷物が増えてきた。クローゼットに収まらない分が生活スペースを圧あつ迫ぱくするのが嫌で、不要なものはすぐに処分しているが、どうしても捨てられないものが溜たまっていく。

　仕方ないからそろそろ引っ越しも考えているが、その際にまた親と話さなければならないのが嫌でたまらない。早く成人してしまいたい。そうすればこのしがらみから抜ぬけ出せる。金銭的には昔から少しも頼たよっていないから、今いま更さら繫つながりがなくなったところで困ることなんて一つもない。

　藤谷が来るのを待つ間、学校を休んだ間に溜まってしまったレポートに手を着ける。八教科分の溜まりに溜まったレポートを仕上げないと進級ができない。

「まだ五十枚も残ってるのか」

　終わった分の三倍以上ある。手書きだと厳命されているのは、おそらく代筆をさせないためだろう。マネージャーや後こう輩はいに手伝わせる生徒が後を絶たないために設けられた決まりだが、お陰かげで余計に時間がかかって仕方がない。

　藤谷の忙しさは俺の比ではないから、おそらくレポートの枚数も恐おそろしいことになっているんだろう。この業界で忙しいことは良いことだが、学生の間はこういった弊へい害がいもある。

　俺がそろそろレポートにも飽あきてきた頃ころに、玄げん関かんのチャイムが鳴る。

　出てみれば、簡単に変装した藤谷が立っていた。

　見た目では藤谷だとは解わからないが、それでもどことなく雰ふん囲い気きがある。

「迷わなかったか？」

「平気」

　藤谷には住所だけメールで伝えた。わかりにくい場所ではないが、マンション自体はあまり目立つわけでもないから少し不安だった。

「腹減ってないか？」

　藤谷は首を振ると頭につけていたウィッグをばさりと取る。普ふ段だん上を向いている髪かみがウィッグのせいで寝ねてしまっている。伊達だて眼鏡めがねも取ってしまうと、手に持っていたバッグをどさりと床ゆかの上に置いた。

「制服持ってきたんだ」

　藤谷はそう言ってからきょろきょろと物もの珍めずらしそうに部屋を見回す。

「本ばかりだな」

　確かにそうだ。リビングの両サイドの壁かべは本ほん棚だなが埋うめ尽つくしている。それに対して南側の壁は全すべて窓なのでテレビを置くスペースがなく、仕方がないから寝しん室しつに置いてある。

　リビングにはその他にオーディオと硝子ガラステーブル、貰もらい物の白い二人がけのソファが一脚きやくあるだけだ。

　興味深そうに部屋を見て回る藤谷を好きにさせていたが、一向に落ち着く気配がないのに焦じれて、藤谷が寝室に行った時に追いかけて背後から抱きしめる。

「そろそろ我が慢まんの限界なんだけど」

　素す直なおにそう言って、四時間前のように肌はだに触ふれると藤谷は「……俺も」と答えた。藤谷の体からは柔やわらかな石せつ鹼けんの匂においがする。

「いい匂いがする」

　耳の後ろに鼻先を寄せてそう尋たずねると、吐息がくすぐったいのか藤谷が身を捩よじる。

「……するって言ったから」

　その声は照れてるせいでぶっきらぼうに聞こえる。どんな顔をして抱かれるための準備をしてきたんだろうと考えたら、口元に浮うかんだ笑えみをかみ殺すのが難しくなる。今の俺はきっとすごく好色そうな顔でにやついているんだろう。

　腕の中で大人おとなしくじっとしている藤谷の頰に後ろからキスした。そのまま振り返るようにこちらを向いた唇に口付ける。

「ん……」

　藤谷の睫まつげが頰に触れて、くすぐったい。キスを繰くり返しながら服の下の肌に指を滑すべらせる。

　服を脱ぬがさないまま触れる前から尖とがっていた乳ち首くびを親指と人差し指の間で緩ゆるく摘つまむ。

「充っ…」

　名前を呼ばれてキスを止めると潤うるんだ目で藤谷が「俺もしたい」と言った。

「したいって何を？」

「充のこと、気持ちよくしたい」

　俺を見上げていた藤谷が俺のパンツのファスナーを下ろす。

「できんの？」

　からかうように聞けば「出来る」とむきになって返してくる。真っ赤な顔でしゃがみこんで、それから躊躇ためらうように俺の下着の中からすでに硬かたくなっている陰いん茎けいを取り出して見つめる。

　そんな風にまじまじと見られると流石さすがに恥はずかしくなる。

「藤谷、無理しなくてもいいぞ」

　その言葉に藤谷は顔を上げると「下手へただと思うけど、したい」と言った。

　だったら俺としては断る理由なんてない。その薄うすい唇に擦こすられるのを想像しただけで、簡単に張りつめていく。

　藤谷はおそるおそる舌を伸のばして裏筋を舐なめる。最初は尖らせた舌先で、次いで舌全体を使ってぺろりと舐めた。

「っ」

　藤谷の髪を撫なでながら、なんだか無む垢くな子供を汚けがしているような罪悪感が湧わく。藤谷は俺と同じ歳としなのだから、子供というのは少しおかしいけれど無垢であることには変わりない。

　だって、その体は俺しか知らないのだ。

「んんっ、ふ…、すこしは、気持ちいい？」

「気持ちいいよ」

　ぐしゃりとその髪を乱す。

　気を抜けば頭を押さえつけそうになるから、意識して手の力を抜く必要があった。

　藤谷のテクニックは決して優すぐれてるわけじゃないけれど、俺はこいつがくわえてるってこと自体に興奮してしまう。

「はあっ、今、びくってした」

　嬉うれしそうに藤谷が言う。

　口に入りきらない陰茎の、根元の方を吸われて思わず「うっ」と声が漏もれる。

「充…」

　殺しきれずに漏れた声に煽られたのか、そこから唇くちびるを離した藤谷が誘さそうような目で俺を見上げる。俺は自分の着ていたものを脱ぎ捨てると充の服も乱暴にはぎ取って、その体をベッドの上に押し倒たおした。

「足開いて」

　藤谷は恥ずかしそうな顔をしながらも、そろそろと足を開く。もう既すでに勃たちあがり、ゆるく蜜みつを滲にじませる場所に指を這はわせると、最さい奥おうの入り口が物欲しそうにひくついた。

「こっちも洗ってきたの？」

　その場所にいつものように指を忍しのび込ませると、藤谷は「ぁ…っん」と嬌きよう声せいをあげる。

「いい声」

　思わずそう呟つぶやいてさらに足を広げた。

　指を纏まとめてなかをつくと、次し第だいに濡ぬれた音が部屋に響ひびく。陰茎を伝う先走りが入り口の襞ひだまで届いて、壮そう絶ぜつにいやらしい。それでも後から後から溢あふれてくるその透とう明めいな先走りが、シーツに濡れた染しみをつくる。

「濡れすぎ」

「んっ…、や」

　陰茎の根元をきゅっと摑つかむと、切なそうに体を揺ゆらせる。

「いつもこんなに濡れんの？」

　潤んだ目元にキスをしながら、そう尋ねる。指を包む肉襞がその質問に蠢うごめく。

「知らな…い。充としか…っぁ…したことないって、言って…る」

「そうだったな」

「も、いいかげん、…焦じらす…な」

　その言葉に宥なだめるように陰茎の戒いましめを解いて、皮との境目を指で擦ると藤谷は体をのけぞらせる。

「はやく、後ろに欲しい…、も、入れて」

　強請ねだるように藤谷が先ほどまで舌で嬲なぶっていた俺の陰茎に手を伸ばす。

「俺のなか、充でいっぱいにしたい」

　藤谷の焦あせるような性急な手つきに急せかされて、先のほうがじわりと染みた。

「すげ、おまえ何言ってるか分かってないだろ」

　正気じゃ恥ずかしがって絶対に言わないような言葉で誘ってくる。その誘いに乗らないでいることなんてできない。指を引き抜ぬいた場所は、寂さびしそうにぽっかりと空いたままで、さっきまでさんざん藤谷がしゃぶっていた亀き頭とうの先を埋うずめると、嬉しそうに収縮を繰り返した。

「んっ、ぁ…もっと、ほし…ぃ」

「がっつくなよ」

　可愛かわいらしい乳首に舌を伸ばし藤谷の体を揺さぶりながら奥に進む。一番奥まで抉えぐるように突つっ込むと、藤谷は気持ちよさそうな声で「充の、すごい」と吐と息いきのように囁ささやく。

「何がすごいの？」

　幼い口調が可愛くて問い返す。恥ずかしがる癖くせに大だい胆たんなことを口にする。最初の時だって、自分から誘ってきたと思ったら、誰だれとも経験したことがないなんて言われて驚おどろいた。

「わかんな、い…でも、熱くて、いっぱいで…、んっ…は…っ」

　聞いてる最さ中なかに揺さぶった。抱かかえた藤谷の足ががくがくと揺れる。

「や…っ、も、だめ」

　藤谷が俺の背中に爪つめを立て、開いた足を絡からめてきた。

　近づいた唇が物欲しげに開くから、唇を寄せて薄い舌を吸い上げる。

「早いだろ」

　そう言いながらも、俺も限界が近い。今キスをしている唇が、さっきまで一生懸けん命めいに俺のものを銜くわえていたのだと思うと、藤谷のなかでまた少し大きくなる。

「ひぃ…あ、も、おっきくしちゃ、だめ」

「なんで？　気持ちよくなっちゃうから？」

「ん、ん」

　分かってるのか分かっていないのか、何度も藤谷が頷うなずく。

「いっちゃいそう？」

「ん、いく…」

　子供のように素直に答える様に煽あおられて、藤谷の腹のなかで吐と精せいした。びゅくびゅくと、奥の奥まで注ぎ込んでいると、藤谷の性器も白はく濁だくした精液を吐はき出す。

「あぅ」

　藤谷の体を抱だきしめて、繫つながったまま体の位置を変えた。

「んんっ」

　中の角度が変わって、藤谷は苦しいような甘いような声をあげて俺の胸むな元もとに顔を伏ふせる。

　先ほどとは違って、俺がベッドを背にして藤谷を下から見上げる。

　まだ萎なえていない陰茎を体のなかに突き刺さしたままで軽く突き上げると、藤谷は俺の胸の上で「だめ」と聞き慣れたセリフを口にする。

「ちゃんと起きて」

　腰こしを起こすように摑んで、下から何度か突き上げると拒きよ絶ぜつしていたはずの藤谷の陰茎が再び勃ちあがってくる。

「ほら、腰こし振ふれよ」

　手本を示すように縦に揺さぶると、藤谷は真っ赤な顔をしながら「いじわる…だ」と恨うらみ言ごとのように口にした。

「いじわるなんかしてないだろ」

「いじわる…だ、よ。…んぁ、あっ、ふっ」

　良いところに当たって藤谷が体を反らせると、尖せん端たんが腹のほうに当たって気持ちが良い。

「いじめてんじゃなくて、可愛がってるだけだろ？」

　腰が自分から動くようになってきた。その度たびに折り曲げた足の間にある陰茎も揺れた。

　淫いん蕩とうな表情も、色の薄い胸の飾かざりも、堪こらえきれずまた精液を垂らす陰茎も、その下で震ふるえる陰いん囊のうも、俺を受け入れるために広げられた入り口も、少し体を起こすだけで全部見える。

「そんな…め、するな、よ」

　恥ずかしそうに視線を逸そらした藤谷が、それでも腰を休めずに言った。

「俺どんな目してる？」

「なんか、俺、喰くわれそ…」

　そう言われて、よほど自分が獣けものじみた顔をしているんだろうと思った。こんな風に本能をむき出しにして誰かと関かかわるなんてこと初めてだ。他人なんかどうでもよくて、慕したわれることはあっても誰かを慕ったことなんてなかった。手を伸のばした後に拒絶される痛みを、幼い頃ころから何度も味わってきたから、自然と手を伸ばすことをやめた。

　自分の中に「特別な誰か」を作らないことが、俺の防衛術だったのだろう。

　だから今までつきあってきた恋こい人びととも簡単に別れられた。別れても何のこだわりもなく側そばに居られる関係はある意味理想的な恋れん愛あいなのかも知れないが、それは結局大した情熱もなくつきあっていたということの裏返しなのだろう。

　だけどそんな俺の内側に藤谷が入ってきた。

　───そんな目を俺にさせているのは他ほかでもないお前だ。

　だから責任は取って貰もらう。繫がった場所を指で荒あら々あらしくなぞった。

「なんで？　俺のこと喰ってるのは藤谷だろ」

「ひっぁ…あっ、や…」

「すげ、あんまりきつく締しめ付けんなよ。そんなに美味うまい？」

　肉付きの悪い尻しりをもみながら聞くと「さわっちゃ、だめ」と首を振ふる。

　さっきからダメなことだらけだ。それがこいつの口くち癖ぐせなんだろうけど、ダメだと言われるとしたくなる。

「触さわらせろよ。もっと、お前のこと気持ちよくしたいんだよ」

　それで俺から離はなれられなくなればいい。他のやつじゃ満足できない体になればいい。

　胸の飾りを弄もてあそびながら、藤谷の動きに合わせて下から突き上げる。

「ひっ、あっ、あっ、んっ」

　肉のぶつかる音と一いつ緒しよに甲かん高だかい嬌きよう声せいを漏もらした藤谷は目を潤うるませながら、自分の体を支えることができなくなって、さっきと同じように俺の胸に顔を寄せた。

「も、これ以上よくしないで…、変になる」

　繫がった場所がきつく締まる。

「俺、も、いく」

　濡れた瞳ひとみでそう言った藤谷は「ああぁっ」と可愛らしい声を上げて、吐精する。

　その瞬しゆん間かん俺も藤谷の中で絶頂を迎むかえた。抜かずに二回も抱き合ったせいで、藤谷はぐったりとしたまま、身じろぎもせずにただ荒あらい息を整えている。

　その髪かみをくしゃりと撫なでてやると「変なの」と甘い雰ふん囲い気きにそぐわないことを口にした。

「何が？」

　その体から俺の陰いん茎けいを抜くと、藤谷はその快感にまた震える。

「十年間憧あこがれ続けた人と、こうやって抱き合ってるってこと」

　藤谷の言葉の意味がよく分からずに首を傾かしげる。

「どうせ充は覚えてないんだろうけど、俺達は十年前に会ってる」

　十年前と言われて記き憶おくを探さぐる。その頃俺はすでに子役として仕事をしていた。

　毎日忙いそがしかったことは覚えているが、その辺りの記憶は曖あい昧まいだ。子供らしくアニメをみたり、ゲームに熱中するなんてことはなかった。興味がなかったというよりも、そんなことをしている暇ひまがなかった。

「小学生の時、少しの間モデルしてたんだ。母親がそういうの好きだったから、婦人向けの雑誌に読者モデルとして親子で出てた」

　藤谷の子供時代なら、可愛かったんだろう。

「だけどそこで知り合ったカメラマンがおかしなやつで、母親のこと騙だまして俺とスタジオで二人きりになった途と端たんに、俺の体に触さわってきたんだ」

　そのときの事を思い出したのか、藤谷の顔が不快そうに歪ゆがんだ。

「気持ち悪いし、怖こわいし、俺は馬ば鹿かみたいに泣いたけど、誰も助けになんか来なかった。充が来るまでは…」

　藤谷はそう言って笑う。

　その顔を見ていたら、怯おびえたように泣いていた子供を思いだした。

「お前、あの時の子か？」

　藤谷の言葉に、この十年ろくに思い出すこともなかった記憶が蘇よみがえってくる。

　十年前に俺は何かの宣伝用のポスターを撮とるために訪おとずれた撮さつ影えい所じよで、悪い噂うわさの多いカメラマンが女の子を普ふ段だん使わないスタジオに連れ込むのを目もく撃げきした。

　俺は慌あわてて近くのスタッフにスタジオの中に忘れ物をしたと噓うそを吐ついて、スペアキーを持ってこさせた。スタッフはスタジオのドアを開けてカメラマンが女の子を押し倒たおしている光景に驚いて固まり、俺はそのスタッフの脇わきを抜けて上着を脱ぬがされた女の子の手を摑つかんでスタジオから逃にげ出した。

　俺は人通りの少ないところにその子を連れていき、着ていた私服のシャツを彼女に着せてあげた。

　最初は同情していたが、女の子だと思っていたその子が男だと分かり、俺は「男ならいい加減泣きやめ。そんなんだからあんなのに狙ねらわれるんだ」と呆あきれたように言った。

　そいつはむっとしたのか「俺のせいだっていうのかよ！」と俺よりも強い口調で言い返すと同時に、俺の肩かたをどんと押した。

　俺はそれに苛いら立だって「助けてやったのに何するんだよ。大体、俺はお前みたいな泣き虫は嫌きらいなんだ」と押し返す。そこから先はケンカのような、じゃれ合いのような取っ組み合いになった。

　俺達の声を聞きつけて俺のマネージャーが慌てて俺をそいつから引きはがした。大人おとなの力に逆らえず、引きずられるように廊ろう下かを歩かされた俺は、それでもそいつに向かって怒ど鳴なるように「お前のせいじゃないっていうなら、こんなんで潰つぶされるなよ！　お前は悪くないっていうなら、ここから逃げちゃだめだからな！」と言った。

「あのあとうちの母親が騒さわぎを知って、俺はいろいろもめてモデルを辞やめたけど、そのときすごく悔くやしいと思った。充に言われた言葉が頭の中にあって、ずっと気になってた。だからテレビや舞ぶ台たいであんたを見るたびにそのときの悔しいって気持ちが蘇ってきた」

　最初は嫌いなんだと思ってた。と藤谷が笑った。

「あんたを見るたびに苛々して、悔しくて。だけどあんたが舞台で女を抱いてるのを見て嫉しつ妬とした時に、好きなんだって気付いた。断るつもりだったデビューの話を受けたのは、あんたの近くに行けるかも知れないと思ったからだ」

「その割には学校じゃ酷ひどい扱あつかいだったけどな」

　どう考えても、好きな相手にするような扱いじゃなかった。

「最初は俺だって、普ふ通つうに話しかけてただろ」

　俺の言葉に拗すねるように藤谷が反論する。

「だけど全然相手にしてくれないし、挙げ句は無視するから……俺だってどうしていいのかわかんなかったんだよ。せっかく近くに行けたと思ったのに、それでもまだ全然遠かったから寂さびしかったんだ」

　そう呟つぶやいた藤谷の掠かすれた声が切ない響ひびきを持っていたから、慰なぐさめるようにキスをする。柔やわらかな舌をちゅっと音を立てて吸い上げると、鼻にかかった声が漏れた。

「なんで…今まで言わなかったんだ？」

「思い出してくれるかもしれないって、期待してた」

　深いキスでまた呼吸が乱れた藤谷は「でも、いい」と続ける。

「こうやって抱だき合えるから、もう思い出してくれなくてもいい」

　そう言って藤谷は笑った。いつもは無気力でつまらなそうな顔をしてる癖くせに、本当に嬉うれしそうに笑うからこっちまで釣つられて笑ってしまう。

　抱き合って、キスをして、笑って。藤谷とこんな風に過ごすなんて映画が始まる前は思いもしなかったけど、今ではこんな関係が心地ここちよくてたまらない。

　腕うでの中に可愛かわいい恋人を抱きしめながら「好きだよ」と口にしたら、藤谷の耳以上に自分の頰ほおが赤くなるのが分かった。










　初日の舞ぶ台たい挨あい拶さつで俺は久しぶりに藤谷と顔を合わせた。舞台袖そでで司会者の女性が観客に向かって今後の進行を説明するのを聞きながら、スピーチで何を話そうかと考えたがうまく纏まとまらないので舞台に出てから決めることにした。

　横にいる藤谷は俺とは対照的に似合わないぐらい緊きん張ちようしている。

「珍めずらしいな」

　思わずそう口にすると藤谷はばつが悪そうな顔で、「ライブとは違ちがうから」と口にした。俺からすれば舞台挨拶なんかよりも、あんな大勢の前で歌う事の方が精神的にきつい。

　特に俺は音おん痴ちだから考えただけでも恐おそろしい。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　震ふるえる藤谷の手を握にぎり込む。力をこめて握ったら、藤谷が「誰だれかに見られたら変に思われるんじゃねーの？」と恥はずかしそうに口にする。

「かもな」

　だけどもうそんなの今いま更さらだと思った。台本の件で女優の前であんな風に啖たん呵かを切ったんだから。いっそ繫つないだまま舞台に出てしまおうかとも考えて、それならそれでまた話題になりそうだなと思った。

「ごめん、ちょっと前いいかな」

　そう言って遅おくれてきた監かん督とくが俺達の前を通り過ぎる。そろそろ出番だから握った手をそっと放した。舞台袖の最さい後こう尾びに並んでいた俺が藤谷の背を促うながすように軽く押すと、藤谷も監督の後に付いて前から二番目に並ぶ。

　監督が来るまで頑がん張ばって話を延ばしていた司会者の女性が、スタッフに合図されて安あん堵どの表情を浮うかべる。

『それでは監督、キャストの皆みな様さまに登場して頂きましょう。どうぞ皆様盛大な拍はく手しゆでお迎えください。矢代勇歩監督、主役の凪なぎ航わたる役を務めました京さん、柏かしわ木ぎ奈な々な役の岬サクラさん、芦あし河かわ薫かおる役の鹿山篤郎さん、井川充役の朝あさ丘おか仁じんさんです』

　司会者の言葉に会場からちらほら笑いが起こった。自分の間違いに気付かない司会者はこのまま進行するつもりらしい。

『それではまず矢代監督から映画を見終わったみなさんに一言お願いします』

　矢代監督は苦く笑しようしながらマイクを取ると「朝丘仁役の井川充さんですね」と俺を見て口にする。あっ、と息を飲む司会者に会場から笑いが起こったので、俺はマイクに向かって「二回もご紹しよう介かいありがとうございます」と答えた。

　その切り返しに監督は笑いながら、今日来てくれた礼を観客に述べる。

　続いて紹介された順に挨あい拶さつが行われた。

　藤谷はいつもの調子でぼそぼそと無気力そうにしゃべる。観客はそれが良いらしく、そこかしこから悲鳴に似た嬌きよう声せいが上がる。

　観客席では明らかに藤谷目当てで来たらしい派手な格好の女子が目立っていた。

　質疑応答を含ふくめて全体的な挨拶が終わり、そのまま捌はけるのかと思っていたら舞台袖があわただしいことに気付く。

『えー、本日ですね、急きゆう遽きよスペシャルゲストとしてガドの皆さんが駆かけつけてくれました』

　観客席からどよめきが聞こえて、舞台の上にあの派手な連中が登場する。藤谷と仲の悪い奴やつ等らが自分たちの宣伝のために嫌いや々いや来たのかと思っていたら、無気力か不機き嫌げんな顔しかメディアに見せない連中が花束を持って現れた。

　そのうえマイクを渡わたされて、興奮したような顔で「面おも白しろかったです」と口にする。

『うちの京が出るって聞いたときには、少し驚おどろきましたけど…予想以上に演技がうまかったんで、二時間あっという間でした』

　普段お世辞や褒ほめ言葉なんて言わないような連中が口々に褒めるのを聞いていると、観客の何人かが賛同するように頷うなずいているのが見える。

　拍手のなかで舞台を捌けるとき側そばにいたガドのメンバーが俺に向かって「この前はすみませんでした」と口にした。そう言われて、この男に殴なぐられたことを思い出す。

「もう気にしてない」

　このところ忙いそがしくて、そんなことすっかり忘れていた。

「俺はあなたが羨うらやましいですよ」

　男は自じ嘲ちよう気味にそう言ってから「あいつ、あなたの話するときに笑うんです」と続ける。狭せまくて暗い舞ぶ台たい袖そでを通り抜ぬけながら、俺は藤谷がバンドのメンバーの前で俺の話をするのを意外に思った。

「俺達の前じゃ不機嫌な顔しか見せなかったのに。最近は、少し丸くなった。出会ったばっかりの頃ころはもっと刺とげ々とげしかったから。それもあなたのお陰かげなんですよね？」

　少し寂しそうに男は口にすると「あいつが辞めるって言ったとき、引き留めてくれて助かりました」と言ってそのまま廊下で待っていたマネージャーの方に向かう。

「なんだ、うまくやってるのか」

　バンドのメンバーと不仲だと知っていたから心配していたが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　関係者控ひかえ室へと歩いていると、後ろから走ってきた藤谷が俺の横に並ぶ。

「あいつらが来るとは思わなかった」

　藤谷は心底驚いたようにそう言った。まさか藤谷も知らなかったんだろうか。

「うまくやってるようで良かったよ」

「……充が殴られたときは本気で辞めようと思ってたけど、なんか最近あいつら頑張ってるんだよ。前よりも上手うまくなった」

　音楽のことはよくわからないが、藤谷がそう言うならそうなんだろう。

「お疲つかれー」

　背後からやってきた鹿山が藤谷の横に並んで、その肩かたに腕をかける。

「そういえばお前にもドラマのオファーが来てるんだろ？」

　鹿山の馴なれ馴れしい仕草を鬱うつ陶とうしげに藤谷が目で咎とがめたが、鹿山はそんなの気にしていないようだ。相変わらずこの二人は仲が悪い。その原因の俺が言うのもなんだが、考え方は似ているんだから仲良く出来そうなものなのに。それとも似ているからこそ駄だ目めなんだろうか。

「どんなドラマなんだ？」

　どちらともなくそう聞くと、藤谷が「少女漫まん画が原作のラブコメ」と答える。最近映画にしろドラマにしろ原作付きが多い。制作側は確実にヒットするものを出したいんだろう。オリジナルを一から作るよりも、既すでにある物を形作る方が高視し聴ちよう率りつを稼かせぎやすいという背景もある。

　優ゆう秀しゆうなシナリオライターはたくさんいるのに、勿もつ体たいない話だ。

「じゃあ断るんだろ？」

　ラブコメなんて藤谷のイメージとはほど遠い。彼のマネージャーなら藤谷のイメージを守るために絶対に引き受けはしないだろう。なにより、藤谷自身が断りそうだ。

「出る」

　藤谷の返答は鹿山も俺も予想外だった。

「意外だな。どんな心境の変化だ？」

「川添とお前が出るから」

　肩に載のった鹿山の腕を払はらい落としながら藤谷がそう口にする。

「は？」

「主人公の片思いの相手が俺で、川添は主人公に片思いしてる役なんだろ？　あんたの役やく所どころは良く知らないけど」

「はっ、なんだよ俺に気でもあんの？」

　馬ば鹿かにするように鹿山が笑う。藤谷はそんな鹿山に向かって好戦的に笑いかける。

「演技でてめーらを食う」

　本気でそう口にした藤谷に、思わず鹿山が固まったのが解わかった。

「充と演技してるときに、俺は操あやつられて自分が理想の演技に近づくのを感じた。あれが相手を活いかすってことだよな。だけど反対にお前と演技してるときに、俺は自分の演技が抑おさえつけられるのをたまに感じた。それが食うって事だよな」

　藤谷の言葉に映画のワンシーンが蘇よみがえる。鹿山と藤谷が対立するシーンで、確かに鹿山が藤谷よりも際きわだってうまく見えた部分があった。本当はああいうことはしてはいけないのだ。いくら相手役が自分より演技の上で劣おとっていたとしても、自分だけが際だつように演技をしてしまっては映画全体の調和が揺ゆらぐ。

「今度は俺がお前を抑えつける」

　藤谷のその挑ちよう戦せんに鹿山は馬鹿にしたように薄うすら笑いを浮かべたが、すぐにそれを引っ込めると「やれるもんならやってみろよ」と藤谷に負けず劣らず好戦的な笑え顔がおを見せて俺達の側を離はなれた。

　その返答で鹿山がこの状じよう況きようを楽しむつもりだというのが解った。元来あいつも負けず嫌ぎらいなんだ。こんな風に挑戦されたら黙だまってはいられないだろう。

「がんばれよ」

　俺は二人のやりとりに苦笑しながらそう言った。

「なんか馬鹿にしてるだろ」

　藤谷がむっとしたようにそう言う。

　恐おそらく藤谷は鹿山を食うことはできないだろう。確かにうまくなったが、まだ鹿山には及およばない。だけど動機がなんであれ、こいつが演技に対して向上心を持つのは良いことだ。

　俺はもっとうまくなっていく藤谷を見たい。

「俺のことも食えるぐらいの役者になったら、また共演しような」

　ふいに藤谷がマネージャーに呼ばれる。こいつはこの後仕事が入っているらしく、久々の逢おう瀬せはこれで終わりだ。

　短い時間を惜おしむように腕うで時ど計けいに目を落とすと、藤谷は離れるまえに俺の腕うでを摑つかむ。

「すぐに追いつく」

　真しん剣けんな顔でそう言うから、俺は思わず頷いた。

　食うか食われるか、そんな緊きん張ちよう感をこいつと持つのも悪くない。むしろその方が、気を遣つかって演技をするよりもずっといい。

「待ってるよ」

　だから早くここまで来い。

　不敵な笑みを崩くずさないまま離れていく藤谷を見送ってから、俺も頑がん張ばらなきゃならないと決意を改める。いつの間にか藤谷や鹿山に抜かれていたら、格好が悪い。

　それに追いかけるよりも追いかけられたいじゃないか。

　そう思いながら俺は、一人関係者控え室に向かった。










　それから、映画「狂王の夏」はロングランにロングランを重ねて、観客動員数はついに三百万の大台を超こえた。日本では年間で映画館に足を運ぶ人が少ないために、三百万は大ヒットと呼べる。映画の公開終しゆう了りようを待たずに続編の話が持ち上がっていて、矢代監かん督とくは早くも続編の脚きやく本ほんに取りかかっていると聞いた。

　台本の件は関係者側の自作自演の宣伝だと一時は騒さわがれたが、そんな風評をあざ笑うかのように既に多数の映画賞の候補に名前が挙がっているらしい。

　忙しかった一年が終わり、俺は再び舞ぶ台たいの世界に戻もどって学業との両立に苦労している。藤谷とはプライベートで月に二、三度会える程度だが、それでもお互たがいに充じゆう実じつした生活を送っている。会えない時間を埋うめるように、会えば必ず濃のう厚こうな時間を過ごす。

　お互い好きだという気持ちを忘れなければ、きっと俺達はこのままうまくやっていけるだろう。

　会えない時間も想おもい合っているのだから。
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